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はじめに 

 

対象読者 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayインプリメンテーション・ガイドのリリース

12.2へようこそ。 

このマニュアルは、次の内容に関する実務的な知識があることを前提としています。 

• 該当するビジネス・エリアにおける原則および慣行。 

• コンピュータ・デスクトップ・アプリケーションの使用および用語。 

• Oracle E-Business Suiteの統合インタフェース。 

• B2B、A2Aおよび BP統合。 

このドキュメントは、Oracle E-Business Suiteについての知識があることを前提としていま

す。これは、これらのアプリケーションの機能的な要件を監督し、その機能をユーザーに対

して配置する技術コンサルタント、実装担当者およびシステム統合コンサルタント向けに記

述されています。 

Oracle E-Business Suiteを使用したことがない場合は、Oracle Universityで提供されてい

る、Oracle E-Business Suiteの 1つ以上の研修クラスに参加することをお薦めします。 

Oracle E-Business Suiteの製品情報の詳細は、xページの「関連情報の入手元」を参照し

てください。 

ドキュメントのアクセシビリティについて 

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb

サイト http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。 

  

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&amp;id=docacc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&amp;id=docacc
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Oracle Supportへのアクセス 

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供し

ています。詳細情報は、(http://www.oracle. com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴

覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup? ctx=acc&id=trs)を参照

してください。 

構成 

1  Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayの概要 

2  Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayの設定 
3  ネイティブ統合インタフェースおよびサービスの管理 
4  コンポジット・サービス - BPELの管理 
5  カスタム統合インタフェースおよびサービスの管理 

6  Webサービスの保護 
7  Webサービスのロギング 
8  サービス・モニターを使用した SOAP メッセージのモニタリングおよび管理 

9  サービス起動フレームワークの実装 

A  Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayの診断テスト 

B  同期および非同期 Webサービスのサポート 

C  エラー・メッセージ 

用語集 

関連情報の入手元 

このマニュアルは Oracle E-Business Suiteドキュメント・ライブラリに含まれています。このマ

ニュアル内に Oracle E-Business Suiteの他のドキュメントに関する言及がある場合は、最新

のリリース 12.2バージョンのドキュメントのみを参照してください。 

オンライン・ドキュメント 

すべての Oracle E-Business Suiteドキュメントはオンラインで入手できます(HTMLまたは

PDF)。 

• オンライン・ヘルプ - オンライン・ヘルプのパッチ(HTML)はMy Oracle Supportで入手

できます。 

• Oracle E-Business Suite ドキュメント・ライブラリ - Oracle E-Business Suiteソフトウェア

のディストリビューションに含まれており、各リリース時点における PDF版のドキュメント

を提供します。 

• Oracle E-Business Suite ドキュメントWebライブラリ - Oracle Technology Network 

(http://docs.oracle.com/cd/E26401_01/index.htm)から入手可能で、Oracle E-Business 

Suite リリース 12.2 ドキュメントの最新更新版を提供します。ほとんどのドキュメントで

PDF版と HTML版が用意されています。 

• リリース・ノート - このリリースでの変更点、新機能、既知の問題およびその他の詳細

は、対象製品のリリース・ノートをMy Oracle Supportから入手してご確認ください。  

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup
http://docs.oracle.com/cd/E26401_01/index.htm
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• Oracle Electronic Technical Reference Manual - Oracle Electronic Technical 

Reference Manual (eTRM)には、データベース図と各 Oracle E-Business Suite製品の

データベース表、フォーム、レポートおよびプログラムに関する詳細が記載されていま

す。これらの情報は、既存のアプリケーションのデータを変換し Oracle E-Business 

Suiteデータを非 Oracleアプリケーションに統合して、Oracle E-Business Suite製品の

カスタム・レポートを作成する際に便利です。Oracle eTRMはMy Oracle Supportから

入手できます。 

関連ガイド 

次の関連ドキュメントがお手元にあることをご確認ください。インストール固有の要件によっ

ては、その他のマニュアルまたはガイドが必要になることがあります。 

Oracle Cloud Oracle Integration Cloudでの Oracle E-Business Suiteアダプタの使用 

このマニュアルは、Oracle Integration Cloud (または Oracle Cloud Oracle E-Business Suite

アダプタの使用では Oracle Integration Cloud Service)での統合のために、Oracle E-

Business Suiteアダプタを介して、サポートされている Oracle E-Business Suiteインタフェー

スと RESTサービスを安全に接続して使用する方法について説明しています。 

このマニュアルは、Oracle Cloud Platform as a Service (PaaS)の統合ドキュメントの一部とし

て、Oracle Cloud ドキュメントで入手可能です。 

Oracle E-Business Suiteの概念 

Oracle E-Business Suite リリース 12.2のデプロイまたは大幅な構成変更を計画しているお

客様向けのドキュメントです。Oracle E-Business Suiteのアーキテクチャとテクノロジ・スタッ

クについて説明した後に、戦略的なトピックへと話を進めます。特定の目標を達成するの

に必要な作業の概要およびインストールと構成の選択肢が記載されています。 

Oracle Application Frameworkパーソナリゼーション・ガイド 

このマニュアルでは、Oracle Application Frameworkで構築されたアプリケーションのパー

ソナライズを設計時と実行時の側面から説明しています。 

Oracle E-Business Suiteインストレーション・ガイド: Rapid Installの使用方法 

このマニュアルでは、Rapid Installを実行して、Oracle E-Business Suite リリース 12.2のフ

レッシュ・インストールを実行したり、既存のインスタンスで選択したテクノロジ・スタック実行

可能ファイルを置き換える方法について説明しています。 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayユーザーズ・ガイド 

このマニュアルでは、サービス有効化プロセスの概要について説明し、ユーザーが Oracle 

Integration Repository内に存在する統合インタフェース定義やサービスをブラウズおよび

表示できる方法について説明しています。 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway開発者ガイド 

このマニュアルでは、統合開発者がエンドツーエンドのサービス統合アクティビティを実行

する方法について説明しています。これらには、ビジネス・プロセス実行言語(BPEL)を使

用して個別のWebサービスを意味のあるエンド・ツー・エンド・ビジネス・プロセスに編成

し、実行時に BPELプロセスを配置することなどが含まれています。  
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また、このマニュアルでは、サービス起動フレームワークを使用してWebサービスを起動

する方法についても説明しています。これには、Webサービス起動メタデータの定義、

Webサービスの起動、Webサービス起動のテストなどがあります。 

Oracle E-Business Suite メンテナンス・ガイド 

このマニュアルでは、Oracle E-Business Suiteシステムにパッチを適用する方法の説明、

adopパッチ・ユーティリティの説明、典型的なパッチ適用操作を実行するうえでのガイドラ

インおよびヒントを提供しています。また、システムの円滑な実行を保つためのメンテナンス

戦略およびツールについても説明しています。 

Oracle E-Business Suiteモバイル・アプリ管理者ガイド リリース 12.1および 12.2 

このマニュアルでは、Oracle E-Business Suiteモバイル・アプリからの接続をサポートするた

めに Oracle E-Business Suiteインスタンスを設定する方法について説明しています。また、

Oracle E-Business Suiteモバイル・アプリを構成するための共通管理タスク、およびサポー

トされているモバイル・アプリに対してプッシュ通知を有効にするための設定タスクについ

ても説明しています。このマニュアルには、ロギングやトラブルシューティングに関する情報

も含まれています。 

Oracle E-Business Suiteモバイル・アプリ開発者ガイド リリース 12.1および 12.2 

このマニュアルでは、モバイル・アプリケーション・アーカイブ(MAA)を使用してエンタープ

ライズ分散モバイル・アプリを開発する方法および企業ブランディングを実現する方法につ

いて説明しています。また、サポートされているモバイル・アプリのプッシュ通知を実装する

場合に必要となるタスクについても説明しています。加えて、Oracle E-Business Suite 

RESTサービスを実装し、Oracle E-Business Suite Mobile Foundationのログイン・コンポー

ネントまたはモバイル・アプリ開発フレームワーク(必要に応じて)を使用することでカスタム・

モバイル・アプリを開発する方法について説明しています。 

Oracle E-Business Suiteセットアップ・ガイド 

このマニュアルには、インストール後かシステムに対する大幅な変更があるたびに実行され

るシステム構成タスクに関する情報が含まれています。ここで説明しているアクティビティに

は、コンカレント・プログラムとマネージャの定義、Oracle Applications Manager機能の有効

化、プリンタとオンライン・ヘルプの設定などがあります。 

Oracle E-Business Suiteセキュリティ・ガイド 

このマニュアルには、アクセス管理、ユーザー管理、機能セキュリティ、データ・セキュリ

ティ、セキュア構成、監査など、包括的なセキュリティ関連トピックに関する情報が含まれて

います。また、Oracle E-Business Suiteをシングル・サインオン環境に統合する方法につい

ても説明しています。 

Oracle Fusion Middleware Oracle E-Business Suite Adapterユーザーズ・ガイド 

このマニュアルでは、Oracle E-Business Suiteと取引先間の統合を開発する際の Oracle E-

Business Suiteアダプタ(以前の Oracle Fusion Middleware 11g リリースでの Adapter for 

Oracle Applications)の使用について説明しています。 

このマニュアルは、Oracle Fusion Middleware 12c ドキュメント・ライブラリおよび Oracle 

Fusion Middleware 11gドキュメント・ライブラリで入手可能です。 

Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverの紹介  
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このマニュアルでは、Oracle WebLogic Serverの機能の概要を示し、これらを使用してエン

タープライズ対応ソリューションを作成する方法について説明しています。このマニュアル

は Oracle Fusion Middleware 11g ドキュメント・ライブラリで入手可能です。 

Oracle E-Business Suiteユーザーズ・ガイド 

このマニュアルでは、Oracle E-Business Suiteのユーザー・インタフェース(UI)を使用した

ナビゲート、データの入力と問合せおよびコンカレント要求の実行方法について説明して

います。これには、UIの作業環境設定およびカスタマイズに関する情報が含まれていま

す。加えて、このマニュアルでは、Oracle E-Business Suiteのアクセシビリティ機能および

キーボード・ショートカットについても説明しています。 

Oracle Diagnosticsフレームワーク・ユーザーズ・ガイド 

このマニュアルには、Oracle Diagnosticsフレームワークを使用した Oracle E-Business 

Suiteの実装および診断テストの管理に関する情報が含まれています。 

Oracle e-Commerce Gatewayインプリメンテーション・ガイド 

このマニュアルでは、実装の詳細(取引先向けに必要となる追加の設定ステップなど)、

コード変換および Oracle E-Business Suiteについて説明しています。また、取引インタ

フェース・ファイルのアーキテクチャ・ガイドライン、トラブルシューティング情報および EDI

取引をカスタマイズする方法の説明も記載されています。 

Oracle iSetupユーザーズ・ガイド 

このマニュアルでは、Oracle iSetupを使用して、Oracle E-Business Suiteの様々なインスタ

ンス間でデータを移行し、レポートを生成する方法について説明しています。また、データ

移行に使用される構成、インスタンス・マッピングおよびシード・テンプレートに関する情報

も含まれています。 

Oracle Workflow管理者ガイド 

このマニュアルでは、ワークフロー対応プロセスを含むすべての製品に必要な設定ステッ

プの完了方法について説明しています。また、Oracle Applications Managerを使用して

ワークフロー・プロセスおよびビジネス・イベントを管理する方法、実行時ワークフロー・プロ

セスの進捗のモニター方法およびワークフロー・ユーザーに送信される通知の管理方法に

ついても説明しています。 

Oracle Workflowユーザーズ・ガイド 

このマニュアルでは、ユーザーがワークフロー通知を表示して応答し、ワークフロー・プロセ

スの進行状況をモニターする方法について説明しています。 

Oracle Workflow API リファレンス 

このマニュアルでは、開発者および管理者が Oracle Workflowにアクセスするために提供

されている APIについて説明しています。 

Oracle XML Gatewayユーザーズ・ガイド 

このマニュアルでは、Oracle XML Gatewayの機能と、Message Designer、Oracle XML 

Gateway設定、実行エンジン、メッセージ・キュー、Oracle Transport Agentなどの Oracle 

XML Gatewayアーキテクチャの各コンポーネントについて説明しています。また、すべて

のビジネス・トランザクションおよび取引先との間で交換されるメッセージを記録するコラボ

レーション履歴の使用方法についても説明しています。  
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このマニュアルでは、Oracle Workflowビジネス・イベント・システムとの統合、および B2B

取引についても取り上げています。 

統合リポジトリ 
Oracle Integration Repositoryは Oracle E-Business Suiteアプリケーションで公開されてい

るサービス・エンドポイントに関する情報をまとめたものです。Oracle E-Business Suiteのす

べてのビジネス・サービス・インタフェースをまとめたカタログを提供します。このツールを使

用すると、システム、アプリケーションまたはビジネス・パートナとの統合に適したビジネス・

サービス・インタフェースを簡単に見つけてデプロイできます。 

Oracle Integration Repositoryは Oracle E-Business Suiteの一部として提供されます。イン

スタンスにパッチを適用すると、このリポジトリのコンテンツは使用環境のインタフェースのリ

ビジョンに合せて自動的に更新されます。 

データベース・ツールを使用して Oracle E-Business Suiteデー

タを変更しない 
Oracle E-Business Suiteのデータを変更する際は、SQL*Plusや Oracle Data Browser、

データベース・トリガーなどのツールを使用しないでください。 

オラクルでは、Oracleデータベースでデータを作成、保存、変更、取得および保守するた

めの強力なツールを各種提供しています。しかし、SQL*Plusなどの Oracleツールを使用

して Oracle E-Business Suiteデータを変更すると、データの整合性が失われ、データ変更

の監査ができなくなる恐れがあります。 

Oracle E-Business Suiteの表は相互に関連しているため、Oracle E-Business Suiteフォー

ムを使用して変更を加えると、他の多数の表も同時に更新されます。しかし、Oracle E-

Business Suite以外で Oracle E-Business Suiteデータを変更した場合、1つの表で行を変

更し、その変更を関連する表に反映しないという状況が発生する可能性があります。表間

の同期が失われると誤った情報を取得する可能性があり、Oracle E-Business Suite全域で

想定外の結果が生じる恐れがあります。 

Oracle E-Business Suiteを使用してデータを変更すると、その変更の有効性が Oracle E-

Business Suiteによって自動的にチェックされます。また、だれが情報を変更したかの履歴

も維持されます。データベース・ツールを使用してデータベース表に情報を入力した場

合、不正な情報を格納してしまう可能性があります。また、SQL*Plusなどのデータベース・

ツールでは変更記録が保持されないため、だれが情報を変更したのかを追跡できなくなり

ます。 
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1  
Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gatewayの概要 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayの概要 
Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway (ISG)は、Oracle Fusion Middlewareおよ

びサービス指向アーキテクチャ(SOA)テクノロジに基づいて構築された、Oracle E-Business 

Suite Webサービスを提供、消費および管理するための、サービス・インフラストラクチャの

完全なセットです。 

サービス有効化機能により、Oracle Integration Repositoryに公開されている統合インタ

フェースを SOAPベースおよび RESTベースのWebサービスに変換できます。 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、Oracle WebLogic Serverで実行さ

れている Oracle SOA Suiteを利用して、様々な統合インタフェースを Oracle E-Business 

Suite内に SOAP Webサービスとして公開できるように高性能の機能およびインフラストラ

クチャを提供しています。SOAPベースのサービスはWSDLで記述し、Oracle SOA Suite

に配置して利用します。 

SOAPサービスと異なり、RESTサービスは、Oracle SOA Suiteに依存することなく、Oracle 

E-Business Suiteのインフラストラクチャで開発します。WADLで記述した RESTサービス

は Oracle E-Business Suite WebLogic環境に直接配置します。これらは、Oracle E-

Business Suiteモバイル・アプリケーションなどユーザードリブンのアプリケーションで使用

できます。 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayは、他のアプリケーションから提供される

Webサービスを起動して消費するためのサービス起動フレームワークとなります。 

主要機能 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、次の操作を行うことができます。 

• Oracle Integration Repositoryを介して、Oracle E-Business Suiteのすべての統合インタ

フェース定義を表示します 
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• Oracle Integration Repositoryからカスタム統合インタフェースをサポートします 

• Oracle E-Business Suite内のシードおよびカスタム統合インタフェースに対するサービ

ス有効化機能(SOAPサービスおよび RESTサービス)を提供します 

• 統合リポジトリのユーザー・インタフェースを使用して、Oracle E-Business Suite Web

サービスの生成と配置などの設計時アクティビティを実行します 

• SOAPベースのWebサービスに対する同期および非同期(確認なしのコールバックの

み)の相互作用パターンをサポートします 

注意: このリリースでは、同期サービス・パターンをサポートしている場合、

PL/SQL APIのみを有効にできます。 

• RESTベースのWebサービスに対する同期相互作用パターンをサポートします 

注意: このリリースでは、PL/SQL API、コンカレント・プログラム、Java Beanサー

ビス、アプリケーション・モジュール・サービス、オープン・インタフェース表、

オープン・インタフェース・ビューのみを RESTサービスとして公開できます。 

• インバウンド・サービス要求に対して複数の認証タイプをサポートして、Webサービスの

コンテンツを保護します 

• 承認済ユーザーのみが管理機能を実行できるように、機能セキュリティおよびロール・

ベースのアクセス管理セキュリティを実施します 

• Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayのサービス・プロバイダによって生成

されたWebサービスに対して集中管理型のわかりやすいロギング構成を提供します 

• サービス・モニターから Oracle E-Business Suiteインバウンド・サービス操作を監査およ

びモニターします 

• Oracle Workflowビジネス・イベント・システムを利用して、Oracle E-Business Suiteから

Webサービス起動を有効にします 

主要なコンポーネントの機能および定義 
Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayには、次の 2つ主要なサービス提供が

用意されています。 

• サービスの提供 

Oracle Integration Repositoryに存在している Oracle E-Business Suiteインタフェースは、

サービス・プロバイダを介してサービス対応にできます。サービス有効化は、Oracle E-

Business Suite Integrated SOA Gateway内の主要な機能です。  



 

 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayの概要 1-3 
 

サービスが配置されると、Webサービス・クライアントによって、要求メッセージが送信さ

れ、Oracle E-Business Suiteサービスが起動されます。すべての SOAP要求および応

答が、サービス・モニターによってモニターおよび監査されます。 

• サービスの消費 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、サービスを提供する以外に、

サービス起動フレームワークを介して外部Webサービスを消費できます。 

Webサービスの提供および消費 

 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayについて理解を深めるために、次の項で

は、必須コンポーネントおよび各コンポーネントの使用方法について説明します。 

Oracle E-Business Suite Webサービスの有効化 

サービス有効化は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway内の主要な機能で

す。これは、Oracle Integration Repositoryに存在している統合インタフェース定義をネイ

ティブにパッケージ化して、Webサービスに変換するためのメカニズムになります。SOAP

サービスを統合リポジトリから Oracle SOA Suiteに配置することで、Web経由での消費が

増加します。RESTサービスは、Oracle E-Business Suiteに配置されます。 

次の図は、Webサービス・コンポーネントの基本概念を示しています。  
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• サービス・プロバイダは、Webサービスの基礎となるプライマリ・エンジンです。これは、

Oracle E-Business Suite と Oracle SOA Suite との間のブリッジとして機能して、様々なタ

イプの Oracle E-Business Suiteインタフェースのサービス有効化を容易にします。 

注意: 以前の Oracle E-Business Suite リリースでは、Oracle E-Business Suite 

Webサービスの有効化に SOAプロバイダおよびWebサービス・プロバイダ

を使用していました。リリース 12.2では、サービス・プロバイダはサービス有

効化のエンジンになっています。 

サービス・プロバイダでは Oracle SOA Suiteを活用して Oracle E-Business Suite SOAP

ベースのサービスをプロビジョニングすることに注意してください。これは、バックグラウ

ンドで実際にサービスの生成と配置を行うエンジンです。 

• サービス・コンシューマ(Webサービス・クライアント)は、サービス・プロバイダから提供さ

れるサービスを使用または消費するパーティです。 

• サービス・ブローカー(サービス・レジストリ)には、潜在的なサービス・コンシューマが

サービス情報を使用できるようにサービスの場所と契約を記述します。 

Oracle Integration Repositoryおよびサービス有効化 

Oracle Integration Repositoryは、Oracle E-Business Suiteの不可欠な部分であり、Oracle 

E-Business Suite内のアプリケーションで公開されている数多くのインタフェース・エンドポ

イントを含む、一元化されたリポジトリです。これは、次のインタフェース・タイプをサポートし

ています。 

• PL/SQL 

• XMLゲートウェイ  
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• コンカレント・プログラム 

• ビジネス・イベント 

• オープン・インタフェース表およびオープン・インタフェース・ビュー 

• EDI 

• ビジネス・サービス・オブジェクト(サービス Bean) 

• Java 

通常の Java API とは別に、Javaインタフェースには次のサブカテゴリがあります。 

• アプリケーション・モジュール・サービス 

注意: アプリケーション・モジュール実装クラスは、OAフレームワーク・

ベースのコンポーネントとページを制御するビジネス・ロジックへのアクセ

スを提供する Javaクラスです。このような Javaクラスは、アプリケーション・

モジュール・サービスと呼ばれ、Javaインタフェースのサブタイプとしてカ

テゴリ化されます。 

• Java Beanサービス 

注意: Java APIのうちメソッドが単純データ型またはシリアライズ可能な

Java Beanのパラメータを使用しているものは、Java Beanサービスとして

カテゴリ化されます。このような Java APIは、RESTベースのWebサービ

スとして公開できます。 

• セキュリティ・サービス 

注意: セキュリティ・サービスは、Oracle Application Object Libraryからの

一連の事前定義済および事前配置済の RESTサービスです。このような

サービスには、モバイル・アプリケーション向けの認証サービスや認可

サービスなどがあります。これらのサービスは Javaに基づいて構築されて

いるため、Javaインタフェースのサブタイプとしてカテゴリ化されます。 

このリリースでは、フォーム用 Java APIは、サービス可能インタフェースではなく、

SOAPサービスとして公開できないことに注意してください。既存の「フォーム用 Java 

API」インタフェースの推奨される代替方法は、My Oracle Supportのナレッジ・ドキュメ

ント 966982.1を参照してください。 

• コンポジット・インタフェース 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、Oracle Integration Repositoryを活

用して、Webサービスを生成して配置するとともに、サービス開発ライフ・サイクルを管理し

ます。  
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注意: 統合リポジトリに存在しているすべてのインタフェース・タイプをサービス対

応にできるわけではないことに注意してください。サービス有効化がサポートされ

ているインタフェース・タイプは、XMLゲートウェイ、PL/SQL、コンカレント・プログ

ラム、ビジネス・サービス・オブジェクト、アプリケーション・モジュール・サービス、

Java Beanサービス、オープン・インタフェース表およびオープン・インタフェース・

ビューです。 

前述のとおり、セキュリティ・サービスは、Oracle Application Object Libraryからの

事前生成済 RESTサービスです。そのため、他のサポートされているインタフェー

ス・タイプで要求されているとおりにリポジトリからセキュリティ・サービスを有効化す

る必要はありません。 

Webサービス・セキュリティ 

無許可アクセスからアプリケーション・データを保護するために、Oracle E-Business Suite 

Integrated SOA Gatewayは、サブジェクト認証および認可を介してセキュリティ・ルールを

実施します。 

• Oracle E-Business Suite Webサービスを要求するユーザーを認証するには、選択した

認証タイプに基づいて要求メッセージをチェックする必要があります。 

• SOAP メッセージは、UsernameTokenまたは SAML トークン・ベースのセキュリティ

を使用して認証する必要があります。識別された認証情報は、wsse:security 

Webセキュリティ・ヘッダーに埋め込まれます。 

• REST メッセージは、HTTP トランスポート・レベルで HTTP Basic認証セキュリティ

(ユーザー名/パスワードまたはセキュリティ・トークン)を使用して認証されます。 

• 特定のサービスまたは操作に対してユーザーを認証するには、セキュリティ付与を介し

てアクセス権限をユーザーに明示的に付与する必要があります。複数の組織に関連す

るインタフェース実行を認証できるように、複数組織アクセス管理(MOAC)セキュリティ・

ルールも実装されています。 

また、入力メッセージ・ヘッダー(SOAHeaderや RESTHeaderなど)は、サブジェクト認証の

一環として Oracle E-Business Suiteサービスの起動に必要なアプリケーション・コンテキスト

を渡すために使用します。 

サービス・モニター 

以前のリリースでは SOAモニターと呼ばれていたサービス・モニターは、サービスの実行

をモニターおよび管理する、集中管理型の軽量なツールです。 

これは、Webサービス要求および応答のインスタンスごとに基盤となる Oracle SOA Suiteイ

ンフラストラクチャからデータおよび統計をフェッチして、Oracle E-Business Suite Webサー

ビスをモニターできます。Oracle E-Business Suiteでサービス・モニターのユーザー・インタ

フェースを使用すると、Oracle SOA Suiteに対して送受信した実行時の要求データおよび

応答データを表示できます。  
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サービス・モニターを介してモニターおよび監査されるのは SOAPサービスのみであること

に注意してください。実行時の RESTサービスのモニタリングと監査の機能は、このリリース

ではサポートされていません。 

サービス起動フレームワーク 

サービス起動フレームワーク(SIF)は、Oracle Workflow Javaビジネス・イベント・システム

(JBES)およびシード Javaルール関数を利用して、Oracle E-Business Suite内のサービスを

起動します。 

これは、開発者がWSDL記述を介してWebサービスと対話するためのインフラストラク

チャになります。詳細な実装情報は、「サービス起動フレームワークの実装」(ページ 9-1)を

参照してください。 

システム固有サービス有効化アーキテクチャの概要 
Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、設計時と実行時のサービス統合を

実現するために、および、サービス配置ライフ・サイクル全体を通してサービス管理を容易

にするために、必須コンポーネントを採用しています。 

サービス・プロバイダは、Oracle E-Business Suiteサービスを有効化するプライマリ・エンジ

ンです。これは、SOAPサービスと RESTサービスの両方のバックグラウンドで、実際に

サービスの生成と配置を実行するエンジンとなります。 

• SOAPベースのサービス有効化では、これは Oracle SOA Suiteおよび Oracle 

Applicationsアダプタ(Oracle E-Business Suiteアダプタとも呼ばれる)を活用して、ビジ

ネス統合のための標準Webサービスをプロビジョニングします。 

• RESTベースのサービス有効化では、これにより、モバイル・アプリケーションおよび

チャット可能な UIアプリケーションのための軽量で即時利用可能なサービスが実現さ

れます。 

サービス有効化の概要を表す図を次に示します。 
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SOAPサービス有効化アーキテクチャおよび設計時 
SOAPサービスは、正常に生成されると、Oracle SOA Suite WebLogic環境に配置されま

す。Oracle E-Business Suiteと Oracle SOA Suiteのシームレスな統合によって、Oracle E-

Business Suite Integrated SOA Gatewayアーキテクチャが形成されます。 

 

• Oracle WebLogic Server上の Oracle E-Business Suite 

Oracle E-Business Suiteは、Oracle WebLogic Server (WLS)と統合されて、柔軟性に優

れたサービス・インフラストラクチャの完全なセットを提供しています。 

Oracle WebLogic Serverは、Java Platform Enterprise Edition (Java EE、旧称 J2EE)仕

様の実装を提供するアプリケーション・サーバーです。 

そのインフラストラクチャには、エンタープライズが堅牢かつセキュアで拡張性に優れた

環境に重要なアプリケーションを配置できるため、サービス指向アーキテクチャに基づ

いてアプリケーションを構築するための理想的な基盤となります。 

WebLogicサーバーには、多くのドメインを含めることができます。ドメインは、サーバー

の集合を単一ポイントで管理できるようにする管理単位または境界です。このため、単

一のドメインは 1つの管理サーバーと 1つ以上の管理対象サーバーで構成されていま

す。 

Oracle WebLogic Server機能およびシステム管理の詳細は、Oracle Fusion 

Middleware Oracle WebLogic Serverの紹介を参照してください。 

• Oracle WebLogic Server上の Oracle SOA Suite 

Oracle SOA Suiteは、Oracle Fusion Middlewareの必須ミドルウェア・レイヤーです。こ

れには、コンポジット・アプリケーションを設計、配置および管理するためのあらゆる

サービス・コンポーネントが含まれています。また、Oracle SOA Suiteには、メッセージン

グ、オーケストレーション、Webサービス管理、ビジネス・モニタリングなど、様々な統合

機能が搭載されています。これらの機能により、異なるプラットフォーム内の様々なエン

タープライズ間のサービス統合が容易になります。 
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Oracle SOA Suite とシームレスに統合されることで、Oracle E-Business Suite Integrated 

SOA Gatewayは自己完結型のWebアプリケーションになります。Oracle E-Business 

Suite統合インタフェースは、Oracle SOA Suiteの SOAコンポジットを介してWebサー

ビスとして公開できます。 

設計時に、統合開発者または統合管理者は、目的のインタフェースを選択し、リポジトリか

らサービス生成を実行できます。 

サービス・アーティファクトが生成されたら、統合管理者は Oracle Integration Repositoryか

ら soa-infraアプリケーションが実行されている Oracle SOA Suite WebLogic環境にサービ

スを配置できます。 

注意: それぞれに異なるロールを持つユーザーが、Oracle E-Business Suite 

Integrated SOA Gatewayで様々なタスクを実行できます。一意の権限または権限

セットを表す各ユーザー・ロールを適切なユーザーに付与できます。たとえば、

「統合管理者」ロールによって定義されている統合管理者は、設計時操作および

その他の管理タスクを実行できます。ユーザー・ロールおよびユーザーにロール

を付与する方法については、「ユーザー・ロールの割当」(ページ 2-2)および

「Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayのロール・ベースのアクセス管

理(RBAC)セキュリティ」(ページ 6-4)を参照してください。 

RESTサービス設計時 
RESTサービスは、Oracle SOA Suiteに依存することなく、Oracle E-Business Suiteテクノロ

ジ・インフラストラクチャに基づいて開発します。 

設計時に、統合管理者は、Oracle E-Business Suiteに配置する前に、希望する公開方法

を RESTサービス操作として選択できます。 

また、管理者は、必要に応じてサービスを配置解除できます。 

サービス有効化実行時 
Oracle E-Business Suiteサービスは、Webサービスとして公開でき、実行時にWebサービ

ス・クライアントと対話します。 

サービス・コンシューマまたはWebサービス・クライアントが実行時に要求メッセージを送

信すると、すべてのサービス関連のセキュリティおよびポリシーが適用されてから、管理対

象サーバー内の配置済のサービスが起動されます。 

要求が認証されたら、Oracle E-Business Suite Webサービスを起動できます。必要に応じ

て、サービス応答メッセージがWebサービス・クライアントに返送されます。 
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サービス操作ごとに、Oracle SOA Suiteを介して渡される SOAP要求および応答メッセー

ジがサービス・モニターに取得され、ここで、実行時に実行されるすべての Oracle E-

Business Suite Webサービス・アクティビティをモニターできます。 

注意: RESTサービスのモニタリングと監査の機能は、このリリースではサポートさ

れていません。 

サービス・モニターで SOAP メッセージをモニターする方法の詳細は、「サービス・モニター

を使用した SOAP メッセージのモニタリングおよび管理」(ページ 8-1)を参照してください。 

Webサービス・クライアント 

顧客またはサード・パーティは、次の標準のWebサービス・クライアント・テクノロジまたは

ツールを使用して、Oracle E-Business Suite Webサービスを起動できます。 

• Apache Axis 

Apache Axisは、クライアント、サーバー、ゲートウェイなどの SOAPプロセッサを構築

するための、オープン・ソースの XMLベースのWebサービス・フレームワークです。こ

れは、SOAPサーバーの Javaおよび C++実装と、Webサービス・アプリケーションを生

成して配置するための様々なユーティリティおよび APIとで構成されています。これ

は、Webサービスの作成、公開および消費に役立ちます。 

• .NET Webサービス・クライアント 

.NET Webサービス・クライアントを使用すると、Webサービスを作成し、そのサービスを

任意のクライアント・アプリケーションからコールできます。 

• Oracle JDeveloper 

Oracle JDeveloperは、Java SOAP APIを介したWebサービス・クライアントの作成に役

立てるために使用します。 

• Oracle BPEL Process Manager 

ビジネス・プロセス実行言語(BPEL)は、特に、複雑なビジネス・プロセスを SOAコンポ

ジット・アプリケーションに編成するために使用します。 

• Oracle Service Bus (OSB) 

Oracle Service Busは、エンタープライズ・サービス・レベルの連携を実現します。これを

簡単な取引サービスに使用すると、サービス・コンシューマとサービス・プロバイダとの

間でメッセージをトランスポートおよびルーティングできます。 
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2  
Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gatewayの設定 

設定の概要 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayは、Oracle WebLogic Serverの既存のイ

ンストールまたは新規にインストールした Oracle WebLogic Serverに設定できます。インス

トールの前に、まず製品の依存関係を理解する必要があります。 

製品の依存関係 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayは、その機能を SOAPベースのWeb

サービスに提供するために、次の製品を使用します。 

重要: RESTベースのWebサービスは、Oracle E-Business Suiteのインフラストラク

チャで開発されており、Oracle SOA Suiteおよび Oracle Applicationsアダプタに

依存しません。 

• Oracle WebLogic Serverで実行されている Oracle SOA Suite 

このリリースでは、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayは、Oracle SOA 

Suiteの機能を活用して、Oracle E-Business Suiteのパブリック・インタフェースをWeb

サービスとして公開します。 

サービス・プロバイダは、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayの必須コン

ポーネントの 1つとして、Oracle SOA Suiteを使用して Oracle E-Business Suite Web

サービス用に SOAP要求をプロビジョニングします。これは、Oracle SOA Suiteサー

バーに配置される SOAコンポジットを生成します。 

• Oracle E-Business Suiteアダプタ(旧称 Oracle Applicationsアダプタ) 

Oracle SOA Suiteから提供されている Oracle E-Business Suiteアダプタは、Oracle 

Fusion Middlewareコンポーネントの一部です。Oracle E-Business Suite Integrated 

SOA Gatewayは、その機能を PL/SQL、コンカレント・プログラムおよび XMLゲート

ウェイ・ベースの Oracle E-Business Suite Webサービスのために活用します。Webサー

ビスの起動は、インバウンド SOAPヘッダーのパラメータが Oracle E-Business Suiteア

ダプタによって検証された後、Oracle SOA Suiteによって処理されます。  
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Oracle SOA Suite 12cをインストールする方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware 

Oracle SOA Suiteおよびビジネス・プロセス管理のインストールと構成を参照してください。 

Oracle SOA Suite 11gをインストールする方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware 

Oracle SOA Suiteおよび Oracle Business Process Management Suiteインストレーション・ガ

イドを参照してください。 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayを構成、トラブルシューティングまたは以

前のリリースからアップグレードする方法の詳細は、次のドキュメントを参照してください。 

• Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayをインストールするか、または以前の

リリースからアップグレードする方法、および SOAPサービスと RESTサービスの両方

の設定タスクを実行する方法の詳細は、My Oracle Supportのナレッジ・ドキュメント

1311068.1の Installing Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway, Release 12.2

を参照してください。 

• Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayの潜在的問題の症状および対応す

る解決策に関するトラブルシューティング情報の詳細は、My Oracle Supportのナレッ

ジ・ドキュメント 1317697.1の Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway 

Troubleshooting Guide, Release 12.2を参照してください。 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayを構成した後、管理者は必要なプロファ

イル・オプションを設定し、ユーザーに適切なロールを割り当てて、ユーザーが設計時操

作を実行し、Webサービスをモニターし、ログを表示できるようにする必要があります。ロー

ルの割当およびプロファイル・オプションの設定に関する以降の項では、これらの機能に

ついて説明します。 

ユーザー・ロールの割当 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayは、次のユーザー・ロールを使用して、

必要な管理タスクおよびユーザー・タスクを実行します。各ユーザー・ロールは、統合リポ

ジトリにアクセスできるように、デフォルトで特定の職責に関連付けられています。システム

管理者は、必要に応じて、次のユーザー・ロールを適切なユーザーに割り当てることができ

ます。 

• 「統合アナリスト」ロール(UMX|FND_SYSTEM_INTEGRATION_ANALYST) - 「統合リ

ポジトリ」職責 

• 「統合開発者」ロール(UMX|FND_SYSTEM_INTEGRATION_DEVELOPER) - 「統合

SOAゲートウェイ」職責 

• 「統合管理者」ロール(UMX|FND_IREP_ADMIN) - 「統合 SOAゲートウェイ」職責 

「統合管理者」ロールは、デフォルトではユーザー(SYSADMIN)に割り当てられているこ

とに注意してください。 

たとえば、「統合アナリスト」ロールを持つユーザーは、「統合リポジトリ」職責を介して統合リ

ポジトリにアクセスできます。また、「統合リポジトリ」のユーザー・インタフェースを介して、統

合インタフェースおよびサービスをブラウズでき、さらに各インタフェース詳細を表示できま

す。 
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「統合開発者」ロールを持つユーザーは、「統合 SOAゲートウェイ」職責を介して統合リポ

ジトリにアクセスできます。また、リポジトリを介して各インタフェースを表示でき、さらにアノ

テーションの標準に基づいてカスタム統合インタフェースを注釈付けできます。 

「統合管理者」ロールを持つユーザーは、「統合 SOAゲートウェイ」職責を介して統合リポ

ジトリのすべてのユーザー・タスクおよび管理タスクを実行できます。これらのタスクには、

各統合インタフェースとサービスのブラウズおよび表示、サービスの生成、配置および配置

解除、アクティブなサービスのリタイア、リタイアしたサービスのアクティブ化、サービスのリ

セットなどがあります。 

ユーザー・ロールを割り当てるには: 

1. 「ユーザー管理」職責を持つユーザーとして Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。 

2. ナビゲーション・メニューから「ユーザー」リンクを選択します。 

3. 検索領域に適切な情報を入力して、目的のユーザー・アカウントを見つけます。「実行」

をクリックします。 

4. アカウント・ステータスが「有効」なユーザーの横にある「更新」アイコンをクリックして、

「ユーザーの更新」ウィンドウを開きます。 

5. 「ロールの割当」をクリックします。 

6. 検索ウィンドウで、次のいずれかのユーザー・ロールを検索します。 

• 統合アナリスト 

• 統合開発者 

• 統合管理者 

目的のロールを選択し、「選択」をクリックします。 

7. 「理由」フィールドに理由を入力し、「適用」をクリックします。 

ロールを正常に割り当てたことを示す確認メッセージが表示されます。 

ユーザー・ロールの割当または取消の詳細は、Oracle E-Business Suiteセキュリティ・ガイド

を参照してください。 

プロファイル・オプションの設定 

次の表は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayで使用されるプロファイル・オ

プションを示しています。 
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プロファイル 

オプション 
説明 必須 デフォルト値 

FND: XMLゲート

ウェイ・マップ一般

サービス 

このプロファイル・オプ

ションを使用して、選択

した XMLゲートウェ

イ・マップの一般 XML

ゲートウェイ・サービス

情報を表示または非表

示にします。 

• これを「Yes」に設定

している場合は、

「一般 XMLゲート

ウェイ・サービス」サ

ブリージョンが

「XMLゲートウェ

イ・マップ」インタ

フェース詳細ペー

ジの「Webサービ

ス」リージョン内に

表示されます。 

• これを「No」に設定

している場合は、

「一般 XMLゲート

ウェイ・サービス」サ

ブリージョンが

「XMLゲートウェ

イ・マップ」インタ

フェース詳細ペー

ジに表示されませ

ん。 

Yes Yes 

重要:このリリースから

始めるのではなく、こ

れまで一般 XML

ゲートウェイWeb

サービスを使用してき

た場合は、このプロ

ファイル・オプションを

「Yes」に設定してくだ

さい。これにより、「一

般 XMLゲートウェイ・

サービス」サブリージョ

ンを「Webサービス」

リージョン内に表示で

きます。このようにしな

いと、サブリージョンが

表示されず、一般

XMLゲートウェイ

Webサービスを起動

しても、障害メッセー

ジが返されます。 
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プロファイル 

オプション 
説明 必須 デフォルト値 

ISG: XMLGの一般

サービスWSDL 

URL 

一般 XMLゲートウェイ

Webサービスが配置さ

れると、配置済のサー

ビスWSDL URLがプ

ロファイル値として移入

され、その URLは「一

般 XMLゲートウェイ・

サービス」サブリージョ

ンにも表示されるように

なります。 

一般サービスが配置さ

れていない場合、プロ

ファイル値は表示され

ず、このため、選択した

XMLゲートウェイ・イン

タフェースのサブリー

ジョンにはWSDL URL

が表示されません。 

Yes 該当なし 

 

システムが以前のリリースからアップグレードされ、かつ、これまで一般 XMLゲートウェイ

Webサービスを使用してきた場合にのみ、サブリージョンに含まれている一般 XMLゲート

ウェイ・サービス情報が表示されるように、「FND: XMLゲートウェイ・マップ一般サービス」

プロファイル・オプションを使用します。 

プロファイル・オプションの設定の詳細は、Oracle E-Business Suiteセットアップ・ガイドの

「Oracle Application Object Libraryのユーザー・プロファイルおよびプロファイル・オプショ

ン」を参照してください。 
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3  
ネイティブ統合インタフェースおよびサービス

の管理 

概要 

Oracle Integration Repositoryに付属の様々な Oracle E-Business Suiteアプリケーション・イ

ンタフェース定義をネイティブ統合インタフェースと呼びます。この章では、これらのインタ

フェース定義を SOAP Webサービスまたは REST Webサービスに変換するステップにつ

いて説明します。 

これ以降、「統合管理者」ロールを持つ Oracle E-Business Suiteユーザーを統合管理者ま

たは管理者と呼び、これらの管理者は、サービス・ライフ・サイクルを通してサービスの各ス

テータスを管理できる他、サービスに対する付与を管理することもできます。 

これら 2種類のWebサービスの管理方法について理解を深めるために、この章には次の

トピックが含まれています。 

• SOAP Webサービスの管理、ページ 3-1 

• REST Webサービスの管理、ページ 3-40 

SOAP Webサービスの管理 

SOAPサービス有効化がサポートされるインタフェース 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、次のインタフェース・タイプで、

SOAPベースのサービス有効化がサポートされています。 

重要: SOAPサービスとして公開できるインタフェースでは、SOAPサービスの設定

タスクが実行されていない場合、統合リポジトリからこれらのインタフェースを表示

したときに、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayが SOAPサービス

用に構成されていないため、構成の詳細についてMy Oracle Supportのナレッ

ジ・ドキュメント 1311068.1を参照するよう伝えるメッセージが表示されることがあり

ます。 
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Oracle E- Business Suite Integrated SOA Gatewayの構成に関する情報が示され

た「統合リポジトリ」ページ 

 

• PL/SQL 

• XMLゲートウェイ・マップ(インバウンド) 

• コンカレント・プログラム 

重要: Oracle Integration Repositoryでは、オープン・インタフェース表および

オープン・インタフェース・ビューに対して RESTサービス有効化がサポート

されています。オープン・インタフェース表またはオープン・インタフェース・

ビューにコンカレント・プログラムが関連付けられている場合、そのコンカレン

ト・プログラムは、「オープン・インタフェース」タイプの下に表示され、REST

サービスとして使用できます。 

• ビジネス・サービス・オブジェクト 

このリリースでは、フォーム用 Java APIはサービス可能インタフェースではなくなり、SOAP

サービスとして公開できないことに注意してください。このタイプのインタフェースをWeb

サービスとして使用することを計画している場合は、代替のサービス可能インターフェスとし

て、Webサービスとして配置できる PL/SQLやビジネス・サービス・オブジェクトなどのイン

タフェースを使用することをお薦めします。既存のフォーム用 Java APIサービスの代替とし

て推奨されるサービスは、My Oracle Supportのナレッジ・ドキュメント 966982.1を参照して

ください。 

SOAPサービス・ライフ・サイクル・アクティビティの管理 

統合管理者は、サービス・ライフ・サイクル全体を通じて、SOAPサービスの各ステータスを

管理する次の管理タスクを実行できます。 
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サービス生成および配置プロセス・フロー 

 

• SOAP Webサービスの生成、ページ 3-4 

• SOAP Webサービスの配置および配置解除、ページ 3-11 

• SOAP Webサービスの再設定、ページ 3-17 

• SOAP Webサービスのリタイア、ページ 3-18 

• SOAP Webサービスの有効化、ページ 3-20 

• ビジネス・イベントに対する予約、ページ 3-22 

• 設計時ログ構成の表示および有効化、ページ 3-26 

• SOAPサービスの生成および配置時ログの表示、ページ 3-27 

• Antスクリプトを使用した SOAPサービス・ライフ・サイクル・アクティビティの管理、ペー

ジ 3-32 

SOAPサービスのその他の管理タスクの管理 

一部の管理タスクは、統合リポジトリのユーザー・インタフェースの外部で実行されます。こ

れらのタスクは「管理」タブで実行され、構成ログの設定や実行時 SOAPアクティビティの

モニタリングなどがあります。次を参照してください。  
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• Webサービスのロギング、ページ 7-1 

• サービス・モニターを使用した SOAP メッセージのモニタリングおよび管理、ページ 8-1 

SOAP Webサービスの生成 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、「統合管理者」ロールまたは「統合

開発者」ロールを持つユーザーが、インタフェース定義を SOAPサービスに変換できま

す。 

SOAPサービスは、同期または非同期相互作用パターン、あるいは同期および非同期パ

ターン両方のサポートを使用して生成できます。サービスを生成する前に、統合管理者ま

たは統合開発者が、サービス操作として公開する目的のメソッドの相互作用パターンを指

定する必要があります。これは、1つ以上のメソッドに対してメソッド・レベルで実行すること

も、すべてのメソッドに対してインタフェース・レベルで実行することもできます。 

重要: このリリースでは、非同期操作は SOAPベースのサービスを有効にする際

に PL/SQLインタフェースでのみサポートされます。 

• 「XMLゲートウェイ」および「コンカレント・プログラム」インタフェース・タイプの

場合 

各インタフェースにメソッドが 1つのみ含まれ、デフォルトでは同期的にのみ

サービス対応インタフェースにすることができます。このため、「XMLゲートウェ

イ」インタフェースの「Webサービス」リージョンにも、「コンカレント・プログラム」

インタフェースの「SOAP Webサービス」タブにも、相互作用パターン表が表示

されません。 

• 「ビジネス・サービス・オブジェクト」インタフェース・タイプの場合 

各インタフェースに複数のメソッドが含まれることがあるため、メソッドを選択で

きるように相互作用パターン表に「同期」列のみが表示されます。 

デフォルトではいずれの相互作用パターンも選択されていないことに注意してください。た

だし、システムを以前のリリースからアップグレードした場合は、下位互換性のために、サー

ビスに含まれるすべてのメソッドに対して「同期」パターンが選択されます。 

同期および非同期操作パターンの詳細は、「同期および非同期Webサービス」(ページ

B-1)を参照してください。 

サービスの生成 

SOAPサービスのみがサポートされるインタフェースでは、サービス・アクティビティは「Web

サービス」リージョンで管理されます。RESTサービスと SOAPサービスの両方がサポートさ

れるインタフェースでは、これらのアクティビティはインタフェース詳細ページの「SOAP 

Webサービス」タブで管理されます。 

サービスが生成されると、関連するサービス・アーティファクトも選択したメソッドに対して生

成されます。選択されているメソッドが 1つのみの場合は、その選択されているメソッドにの

みサービス・アーティファクトが生成されます。 
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注意: PL/SQLベースのコンカレント・プログラムでは、次のことに必ず注意してください。 

• PL/SQLレイヤーでは、任意のコンカレント・プログラムを FND_REQUEST API

によって発行できますが、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayで

は、別のコンカレント・プログラム・サービスからの異なるコンカレント・プログラ

ムの呼出しをサポートしています。 

• 統合リポジトリから公開された PL/SQLベースの API と、Oracle E-Business 

Suite Integrated SOA Gatewayにおける、同期的で自動コミットされるWeb

サービス・フレームワークのトランザクションのステータスとの間に、整合性がな

いことがあります。 

• Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayによって生成されるWSDL

では、基礎となる APIのメソッド・シグネチャに基づいて、スキーマ要素(パラ

メータ)およびその関連スキーマをオプションまたは必須とマークします。ただ

し、API内部インプリメンテーションによって、ランタイム動作が異なる場合があ

ります。 

サービス生成後 

「SOAP Webサービス」タブまたは「Webサービス」リージョンには、次の情報が含まれてい

ます。 
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過負荷のメソッド名が強調表示された「SOAP Webサービス」タブ 

 

注意: 過負荷機能には、過負荷のメソッド名の最後に連番が追加されます。各過

負荷機能を一意に選択し、必要な相互作用パターンを使用して生成できます。 
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ビジネス・サービス・オブジェクトの「Webサービス」リージョン 

 

• 「相互作用パターン」表: 選択されたメソッド名と必要な相互作用パターンが表に表示さ

れます。 

生成されたサービスについて、「相互作用パターン」表での変更が必要な場合は、次の

ようにします。 

• 生成されたサービスがまだ配置されていない場合は、変更後にサービスを再生成

する必要があります。再生成時に、表で行った変更を反映するようにサービス定義

が変更されます。新しいサービス定義に基づいて該当するWebサービス・クライア

ントを変更する必要があります。 

• 生成されたサービスがすでに配置されている場合は、まずサービスを配置解除し

て、パターンの選択を変更し、サービスを再生成してから、サービスを再度配置する

必要があります。 

サービスの配置の詳細は、「SOAP Webサービスの配置および配置解除」(ページ

3-11)を参照してください。 

生成されたサービスのインタフェース・タイプが XMLゲートウェイまたはコンカレント・プ

ログラムである場合は、この表は表示されません。 

• Webサービス・ステータス(または SOAPサービス・ステータス): サービスが正常に生

成されると、サービス・ステータスが「未生成」から「生成済」に変更されます。 

重要: 統合インタフェースに対し、Webサービス生成要求を複数行うことはで

きません。サービスの生成が進行中の場合は、サービス・ステータスとして

「生成中」が表示され、「生成」ボタンは無効になります。  
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• 相互作用パターン: 選択されたインタフェースが PL/SQL APIでない場合、「Webサー

ビス」リージョンまたは「SOAP Webサービス」タブにはデフォルトで「同期」が表示されま

す。 

• 「WSDLの表示」リンク: このリンクをクリックすると、選択されたインタフェースに対して

生成されたWSDL記述が表示されます。 

非同期パターンがサポートされるサービス可能操作としてメソッドが公開されている場

合は、同期的に生成される残りの操作と区別するために、WSDLでそのメソッドに

ASYNCH が表示されます。 

たとえば、Invoice Creation API (AR_INVOICE_API_PUB)インタフェース内で

CREATE_INVOICE メソッドに対して明示的に「非同期」が選択されている場合、サー

ビスの生成後に、入力および出力メッセージの両方とバインディングの

CREATE_INVOICE操作に ASYNCH が表示されます。 

... 
<portType name="AR_INVOICE_API_PUB_PortType"> 

<operation name="CREATE_INVOICE_ASYNCH"> 
<input name="tns:CREATE_INVOICE_Input_Msg"/> 

</operation> 
</portType> 
<portType name="AR_INVOICE_API_PUB_Callback_PortType"> 

<operation name="CREATE_INVOICE_ASYNCH_RESPONSE"> 
<input name="tns:CREATE_INVOICE_Output_Msg"/> 

</operation> 
</portType> 
... 
<binding name="AR_INVOICE_API_PUB_Binding" type="tns: 

AR_INVOICE_API_PUB_PortType"> 
<operation name="CREATE_INVOICE_ASYNCH"> 

<soap:operation soapAction="CREATE_INVOICE_ASYNCH" /> 
<input> 

<soap:header message="tns:CREATE_INVOICE_Input_Msg" 

part=" header" use="literal" /> 
<soap:body use="literal" parts="body" /> 

</input> 
</operation> 

</binding> 
<binding name="AR_INVOICE_API_PUB_CallBack_Binding" type="tns: 

AR_INVOICE_API_PUB_CallBack_PortType"> 
<soap:binding style="document" transport="http://schemas.xmlsoap. 

org/soap/http" /> 
<operation name="CREATE_INVOICE_ASYNCH_RESPONSE"> 
<soap:operation soapAction="CREATE_INVOICE_ASYNCH_RESPONSE" 

/> 

<input> 
... 

</input> 
</operation> 

</binding> 

WSDLの詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayユーザーズ・ガイ

ドの「SOAPサービスのWSDLソースの確認」を参照してください。 

サービスの生成後、サービスを配置する前にインタフェース定義が変更されたか、選択し

た相互作用パターン情報が変更された場合は、「再生成」をクリックしてサービスを再生成

できます。ただし、インタフェース定義が変更されていない場合は、サービスを再生成して

もサービス定義は変更されません。  
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既存のサービス・アーティファクトを消去し、「Webサービス・ステータス」フィールドを「生成

済」から「未生成」に変更するには、「再設定」をクリックします。参照: SOAP Webサービス

の再設定、ページ 3-17。 

管理者は、生成されたサービスを配置するために、「認証タイプ」リージョンで必要な認証タ

イプを 1つ選択する必要があります。選択された認証タイプを使用して、実行時に Oracle 

E-Business Suiteユーザーが認証されます。サービスの配置の詳細は、「SOAP Webサー

ビスの配置および配置解除」(ページ 3-11)を参照してください。 

一般 XMLゲートウェイ・サービスの一般 XMLゲートウェイ・サービス・サブリージョンの表

示 

XMLゲートウェイ・インタフェース・タイプの場合は、以前のリリースからアップグレードした

システムで、一般 XMLゲートウェイWebサービスを使用している場合、「FND: XMLゲー

トウェイ・マップ一般サービス」プロファイル値を「Yes」に設定して、一般 XMLゲートウェイ・

サービス情報を表示できます。 

「Webサービス」リージョンで、「一般 XMLゲートウェイ・サービスの表示」または「一般

XMLゲートウェイ・サービスの非表示」リンクをクリックすると、選択された XMLゲートウェ

イ・インタフェースの「一般 XMLゲートウェイ・サービス」サブリージョンを表示するか、閉じ

ることができます。 

プロファイル・オプションの設定の詳細は、「プロファイル・オプションの設定」(ページ 2-3)

を参照してください。 

プロファイル・オプションの設定に加え、管理者は一般 XMLゲートウェイ・サービスの追加

の設定タスクを実行する必要があります。設定の詳細は、My Oracle Supportのナレッジ・ド

キュメント 1311068.1の Installing Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway, 

Release 12.2を参照してください。 
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「一般 XMLゲートウェイ・サービス」サブリージョンが強調表示された「Webサービス」リージョン 

 

「一般 XMLゲートウェイ・サービス」サブリージョンには、次のフィールドが含まれていま

す。 

• Webサービス・ステータス: このフィールドは、選択された XMLゲートウェイ・インタ

フェースの現在のステータスを示します。 

一般 XMLゲートウェイ・サービスに対して設定が構成されていない場合、「Webサー

ビス・ステータス」フィールドには「未配置」と表示されます。 

• 一般WSDLの表示: 「一般WSDLの表示」リンクをクリックすると、選択された XML

ゲートウェイ・インタフェースの配置された一般WSDL URLが表示されます。 

配置された一般WSDL URLの構文は、次のようになります。 

http://<SOA server host>:<SOA Suite managed server 

port>/soa- 

infra/services/default/XMLGatewayService!<version chosen 

while deploying>XMLGateway?WSDL 

• <SOA Suite managed server port>: これは、SOAコンポジットが配置されるサーバー

のポートです。 

• <version chosen while deploying>: 配置時に、配置バージョンの指

定を求められます。デフォルトのバージョン値は 1.0です。 

たとえば、http://<SOA server host>:<SOA Suite managed server 

port>/soa-

infra/services/default/XMLGatewayService!1.0/XMLGateway?W

SDL です。 

Oracle E-Business Suite リリース 12.2にアップグレードすると、配置されたWSDL URL

の情報が以前のリリースから変更されていることに注意してください。そのため、一般

XMLゲートウェイ・サービスの起動時には、必要に応じて、Webサービス・クライアント

で新しいWSDL URLおよびサービス・ロケーションまたはアドレスにこの情報を置き換

える必要があることがあります。 
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一般 XMLゲートウェイ・サービスの設定タスクが適切に構成されている場合は、デフォ

ルトで、更新されたWSDL URLが「ISG: XMLGの一般サービス WSDL URL」プロファ

イル・オプションにも移入されます。 

• 相互作用パターン: 読取り専用モードでは、デフォルトで「同期」が表示されます。 

• 認証タイプ: 読取り専用モードでは、デフォルトで「ユーザー名トークン」が表示されま

す。 

Webサービスを生成するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責と「統合リポジトリ」リンクを選択します。 

2. 「統合リポジトリ」タブで、「表示別」ドロップダウン・リストから「インタフェース・タイプ」を

選択します。 

3. インタフェース・タイプ・ノードを展開して、必要とするインタフェース定義を見つけま

す。 

4. インタフェース定義名のリンクをクリックして、インタフェースの詳細ページを開きます。 

5. この選択されたインタフェース定義にサービスが生成されていない場合は、「相互作

用パターン」表で相互作用パターンを少なくとも 1つ指定します。これは、「Webサー

ビス」リージョンで「生成」をクリックしてWSDL記述を生成する前に、インタフェース・

レベルまたはメソッド・レベルで実行できます。 

RESTサービスと SOAPサービスの両方がサポートされるインタフェースでは、「生成」

は、インタフェース詳細ページの「SOAP Webサービス」タブの「サービス操作」リー

ジョンにあります。 

サービスの生成後、「相互作用パターン」表および「相互作用パターン」フィールドに

は、インタフェースに選択されたパターン情報が表示されます。 

「生成済」とマークされた「Webサービス・ステータス」フィールドも表示され、これは、

この選択されたインタフェースでWSDL記述が使用可能であることを示します。 

6. 「WSDLの表示」リンクをクリックして、WSDL記述を表示します。 

7. 必要に応じて「再生成」をクリックし、WSDL記述を再生成します。 

SOAP Webサービスの配置および配置解除 

SOAPサービスが正常に生成され、インタフェースを SOAPサービスおよび RESTサービ

スの両方として公開できる場合、管理者には「Webサービス」リージョンまたは「SOAP Web

サービス」タブで生成されたサービスを配置する権限があります。  
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「Webサービス」リージョンが強調表示された XMLゲートウェイの詳細ページ 

 

認証タイプを指定したWebサービスの配置 

SOAP Webサービスを配置する前に、管理者はまず、次のいずれかの認証タイプを選択

する必要があります。 

• ユーザー名トークン 

この認証タイプでは、Webサービス・プロバイダがユーザーの認証に使用するユー

ザー名とパスワードがセキュリティ・ヘッダーで提供されます。これは、Oracle E-

Business Suiteのユーザー名/パスワード(またはアプリケーション・ユーザーの定義時に

「ユーザー」ウィンドウで作成されたユーザー名/パスワード)の概念です。 

• SAML トークン(Sender Vouches) 

この認証タイプは、ユーザー名の送信に SAMLアサーションのみを利用するWeb

サービスで使用されます。 

「有効」ステータスでの配置 

SOAP Webサービスが正常に配置されると、実行時に Oracle E-Business Suiteサービスを

使用できる Oracle SOA Suiteで、新しく配置されたサービスのサービス・ステータスが「配

置済」および「有効」になります。 



 

 

ネイティブ統合インタフェースおよびサービスの管理 3-13 
 

「配置済」および「有効」ステータスが強調表示された「Webサービス」リージョン 

 

「配置済」および「有効」ステータスが強調表示された「SOAP Webサービス」タブ 

 

「Webサービス」リージョン(または、SOAPサービスと RESTサービスの両方がサポートされ

るインタフェースの場合は「SOAP Webサービス」タブ)には、次の変更があります。 

• サービス・ステータスが「生成済」から「配置済」および「有効」ステータスに変更され、配

置済のサービスを起動して、新しい SOAP要求を受け入れられることが示されます。 

• 選択された認証タイプが表示されます。  
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• 「WSDLの表示」リンクをクリックすると、配置済のWSDL情報が表示されます。ここに

は、サービスが soa-infra でホストされている、サービス・エンドポイントの物理的な

場所が示されます。 

• サービスが「有効」ステータスで正常に配置されている場合、次のボタンが表示されま

す。 

• リタイア: 有効なサービスを無効にします。サービス・ステータスが「配置済」およびリ

タイア済ステータスに変更され、この配置済サービスではこれ以上新しい要求を受

け入れられないことが示されます。またこれにより、現在実行中の要求が終了されま

す。 

サービスが正常にリタイアすると、「有効化」ボタンが表示され、リタイア済のサービ

スを有効化できるようになります。Webサービスのリタイアおよび有効化の詳細は、

次を参照してください。 

• SOAP Webサービスのリタイア、ページ 3-18 

• SOAP Webサービスの有効化、ページ 3-20 

• 配置解除: Webサービスを Oracle SOA Suiteから Oracle Integration Repositoryに配

置解除します。配置済のサービスは、次の理由で配置解除できます。 

• 配置済サービスのインタフェース定義の変更。 

• 配置済サービスの相互作用パターンの変更。 

• 配置済サービスの「認証タイプ」フィールドの変更。 

• 元のサービスが破損していた。 

サービスを配置解除したら、まず必要な変更を行います(相互作用パターンや認証タイ

プなど)。次に、サービスを再生成して、サービスを再度配置します。 

• 再設定: 配置済のサービス・アーティファクトを消去し、サービス・ステータスを「配置済」

および「有効」から「未生成」に変更します。 

詳細は、「SOAP Webサービスの再設定」(ページ 3-17)を参照してください。 

サービス生成の詳細は、「SOAP Webサービスの生成」(ページ 3-4)を参照してください。 

サポートされる認証タイプの詳細は、「Webサービス・セキュリティの管理」(ページ 6-8)を参

照してください。 

配置されたWSDLの確認 

配置されたWebサービスを表示するには、「WSDLの表示」リンクをクリックします。次の例

は、配置されたWSDLコードを示しています。 
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注意: 配置されたWSDLには、サービスが soa-infra(<soap:address 

location>要素)でホストされている、サービス・エンドポイントの物理的な場所

が示されます。生成されたWSDLには物理サービス・エンドポイントは表示されま

せんが、次の情報が示されます。 

<soap:address location="#NOT_DEPLOYED#" /> 
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<definitions name="ECRDTLD" targetNamespace="http://xmlns.oracle. 

com/apps/ec/soaprovider/concurrentprogram/ecrdtld/"> 
<documentation> 
<abstractWSDL> 

http://<hostname>:<port>/soa- 
infra/services/default/<jndi_name>_CONCURRENTPROGRAM_ECRDTLD! 
1/ECRDTLD_soap.wsdl 
</abstractWSDL> 
</documentation> 
<types> 

<schema elementFormDefault="qualified" 
targetNamespace=http://xmlns. 
oracle.com/apps/ec/soaprovider/concurrentprogram/ecrdtld/"> 

<include schemaLocation="http://<hostname>:<port>/soa- 
infra/services/default/<jndi_name>_CONCURRENTPROGRAM_ECRDTLD/ECRDTLD
_Ser vice/?XSD=APPS_ISG_CP_REQUEST_CP_SUBMIT.xsd"/> 

</schema> 
<schema elementFormDefault="qualified" 

targetNamespace="http://xmlns. 
oracle.com/apps/ec/soaprovider/concurrentprogram/ecrdtld/"> 

<element name="SOAHeader"> 
<complexType> 
<sequence> 
<element name=="Responsibility" minOccurs="0" 
type="string"/> 
<element name="RespApplication" minOccurs="0" 
type="string"/> 
<element name="SecurityGroup" minOccurs="0" type="string" /> 
<element name="NLSLanguage" minOccurs="0" type="string" /> 
<element name="Org_Id" minOccurs="0" type="string" /> 

</sequence> 
</complexType> 

</element> 
</schema> 

</types> 
<message name="ECRDTLD_Input_Msg"> 

<part name="header" element="tns1:SOAHeader"/> 
<part name="body" element="tns1:InputParameters"/> 

</message> 
<message name="ECRDTLD_Output_Msg"> 

<part name="body" element="tns1:OutputParameters"/> 
</message> 
<portType name="ECRDTLD_PortType"> 

<operation name="ECRDTLD"> 
<input message="tns1:ECRDTLD_Input_Msg"/> 
<output message="tns1:ECRDTLD_Output_Msg"/> 

</operation> 
</portType> 

<binding name="ECRDTLD_Binding" type="tns1:ECRDTLD_PortType"> 
<soap:binding style="document" transport="http://schemas.xmlsoap. 

org/soap/http"/> 
<operation name="ECRDTLD"> 
<soap:operation soapAction="ECRDTLD"/> 
<input> 

<soap:header message="tns1:ECRDTLD_Input_Msg" part="header" 
use=" literal"/> 

<oap:body use="literal" parts="body"/> 
</input> 
<output> 

<soap:body use="literal"/> 
</output> 

</operation> 
</binging> 
<service name="ECRDTLD_Service"> 
<port name="ECRDTLD_Port" binding="tns1:ECRDTLD_Binding"> 
<soap:address location="http://<hostname>:<port>/soa- 

infra/services/default/<jndi_name>_CONCURRENTPROGRAM_ECRDTLD/ECRDTLD
_Ser vice/"/> 

</port> 
</service> 
</definitions>  
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Webサービスを配置または配置解除するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責と「統合リポジトリ」リンクを選択します。 

2. 「統合リポジトリ」タブで、「表示別」ドロップダウン・リストから「インタフェース・タイプ」を

選択します。 

3. インタフェース・タイプ・ノードを展開して、必要とするインタフェース定義を見つけま

す。 

4. インタフェース定義名のリンクをクリックして、インタフェースの詳細ページを開きます。 

5. 「Webサービス」リージョン(または「SOAP Webサービス」タブ)から、次のいずれかの

認証タイプを選択します。 

• ユーザー名トークン 

• SAML トークン(Sender Vouches) 

6. 「配置」をクリックして、有効ステータスのサービスを Oracle SOA Suite WebLogic環境

に配置します。 

7. 配置された「WSDLの表示」リンクをクリックして、配置されたWSDL記述を表示しま

す。 

8. 「配置解除」をクリックして、サービスを配置解除します。 

9. サービスが有効ステータスで配置された場合は、「リタイア」が表示され、これを使用し

て有効なサービスを無効にして、それ以上新規要求を受け入れないようにすることが

できます。 

10. 「再設定」をクリックして、既存のサービス・アーティファクトを消去します。 

SOAP Webサービスの再設定 

統合インタフェースがWebサービスになると、関連するサービス・アーティファクトも生成さ

れます。生成されたサービスが配置されているかどうかにかかわらず、サービス・アーティ

ファクトを消去し、Webサービスを現在のステータスにかかわらず、初期ステータスである

「未生成」に再設定することができます。このアクションは、サービス生成および配置ライフ・

サイクルの任意の段階で実行できます。 

たとえば、インタフェース定義を変更する必要があるか、定義が変更されたとします。サー

ビスを再生成するか(サービスがまだ配置されていない場合)、サービスを配置解除する

(サービスが配置されている場合)かわりに、次のことを実行できます。 

1. サービスを再設定して既存のサービス・アーティファクトを消去します。 

2. インタフェースを変更します。  
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3. サービスを再度生成します。 

特定のインタフェースのWebサービスを再生成する方法の詳細は、「SOAP Webサービス

の生成」(ページ 3-4)を参照してください。 

「再設定」ボタンが強調表示された「Webサービス」リージョン 

 

Webサービスを再設定するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責と「統合リポジトリ」リンクを選択します。 

2. 「検索」をクリックして、メインの「検索」ページを開きます。 

3. 製品ファミリ、製品、インタフェース・タイプ、ビジネス・エンティティなど適切な検索情

報を入力します。 

4. 「詳細検索オプションの表示」をクリックし、「Webサービス・ステータス」フィールドで

「配置済」または「生成済」を選択します。 

5. 結果表から、検索基準に合うインタフェース定義を見つけます。 

6. インタフェース定義名のリンクをクリックして、インタフェースの詳細ページを開きます。 

7. 「Webサービス」リージョン(または、SOAPサービスと RESTサービスの両方がサポー

トされるインタフェースの場合は「SOAP Webサービス」タブ)で、「再設定」をクリックし

て選択したサービスの既存のサービス・アーティファクトを消去します。サービス・ス

テータスが「未生成」に変更されます。 

SOAP Webサービスのリタイア 

サービスが有効ステータスで正常に Oracle SOA Suiteに配置された場合は、「リタイア」が

表示され、これを使用して配置されたサービスのステータスを「有効」からリタイア済に変更

できます。 
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注意: また、このアクションによって、サービスのリタイア中に、現在実行中の要求

が確実に終了されます。 

サービスがリタイア済ステータスの場合、配置されたサービスはそれ以降サービスを起動

することができず、新しい SOAP要求を受け入れません。 

「リタイア」ボタンが強調表示された「Webサービス」リージョン 

 

「リタイア」ステータスのサービスでは、選択された相互作用パターンおよび認証タイプ情報

は同じままであることに注意してください。 

配置されたサービスのリタイア後、「Webサービス」リージョン(または、SOAPサービスと

RESTサービスの両方がサポートされるインタフェースの場合は「SOAP Webサービス」タ

ブ)で、次の変更が行われます。 

• Webサービス・ステータス: 「配置済」およびリタイア済ステータスが表示され、この配置

済サービスではこれ以上新しい要求を受け入れられないことが示されます。 

• 有効化: このアクションでは、リタイアされたサービスを再度有効なサービスに戻すこと

ができます。 

Webサービスを有効化する方法の詳細は、「SOAP Webサービスの有効化」(ページ

3-20)を参照してください。 

• 配置解除: このアクションでは、リタイアされたサービスを Oracle SOA Suite管理対象

サーバーからリポジトリに配置解除できます。参照: SOAP Webサービスの配置および

配置解除、ページ 3-11。 

• 再設定: このアクションでは、リタイアされたサービスを初期ステータスである「未生成」

に再設定できます。参照: SOAP Webサービスの再設定、ページ 3-17。 

Webサービスをリタイアするには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責と「統合リポジトリ」リンクを選択します。  
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2. 「検索」をクリックして、メインの「検索」ページを開きます。 

3. 製品ファミリ、製品、インタフェース・タイプ、ビジネス・エンティティなど適切な検索情

報を入力します。 

4. 「詳細検索オプションの表示」をクリックし、「Webサービス・ステータス」フィールドで

「配置済」を選択します。 

5. 結果表から、検索基準に合うインタフェース定義を見つけます。 

6. インタフェース定義名のリンクをクリックして、インタフェースの詳細ページを開きます。 

7. 「Webサービス」リージョン(または、SOAPサービスと RESTサービスの両方がサポー

トされるインタフェースの場合は「SOAP Webサービス」タブ)で、必要に応じて「リタイ

ア」をクリックして有効な配置済サービスをリタイアします。 

SOAP Webサービスの有効化 

リタイア済ステータスでサービスが配置されると、そのサービスは、実行時にどの Webサー

ビス・アクティビティにも参加できなくなります。サービスを再度有効にし、Webサービス・ク

ライアントによって起動できるようにするには、リタイア済ステータスを「有効」に変更する必

要があります。これには、「有効化」をクリックして、リタイアされたサービスを再度有効なス

テータスに戻します。 

リタイア済ステータスと「有効化」ボタンが強調表示された「Webサービス」リージョン 
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リタイア済ステータスと「有効化」ボタンが強調表示された「SOAP Webサービス」タブ 

 

サービスを有効化しても、そのサービス定義は変更されないことに注意してください。つま

り、選択された相互作用パターンおよび認証タイプ情報は以前と同じままです。 

サービスを有効化すると、「Webサービス」リージョン(または、SOAPサービスと RESTサー

ビスの両方がサポートされるインタフェースの場合は「SOAP Webサービス」タブ)の次の

フィールドが変更されます。 

• Webサービス・ステータス: このフィールドは、「配置済」およびリタイア済ステータスか

ら、「配置済」および「有効」ステータスに変更されます。これは、配置されたサービスが

再度使用可能になり、起動して、新しい要求を受け入れることができることを示します。 

• リタイア: このアクションでは、有効化されたサービスを再度リタイアすることができます。

参照: SOAP Webサービスのリタイア、ページ 3-18。 

• 配置解除: このアクションでは、有効なサービスを Oracle SOA Suite管理対象サー

バーからリポジトリに配置解除できます。参照: SOAP Webサービスの配置および配置

解除、ページ 3-11。 

• 再設定: このアクションは、サービス・アーティファクトを消去し、サービスを初期ステー

タスである「未生成」に戻します。参照: SOAP Webサービスの再設定、ページ 3-17。 

リタイアされたWebサービスを有効化するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責と「統合リポジトリ」リンクを選択します。  
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2. 「検索」をクリックして、メインの「検索」ページを開きます。 

3. 製品ファミリ、製品、インタフェース・タイプ、ビジネス・エンティティなど適切な検索情

報を入力します。 

4. 「詳細検索オプションの表示」をクリックし、「Webサービス・ステータス」フィールドで

「配置済」を選択します。 

5. 結果表から、検索基準に合うインタフェース定義を見つけます。 

6. インタフェース定義名のリンクをクリックして、インタフェースの詳細ページを開きます。 

7. 「Webサービス」リージョン(または「SOAP Webサービス」タブ)で、「有効化」をクリック

してリタイアされたサービスを有効化します(使用可能な場合)。 

ビジネス・イベントの購読 

統合管理者には、ビジネス・イベント・インタフェースの詳細ページに「購読」が表示されま

す。管理者はこれを使用して選択したビジネス・イベントを購読し、選択したイベントに対す

るイベント・サブスクリプションを作成できます。 

「購読」ボタンが強調表示された「ビジネス・イベント詳細」ページ 

 

内部的には、WF_BPEL_QAGENT を送信エージェントとするそのイベントについて、イベン

ト・サブスクリプションが自動的に作成されます。イベント・サブスクリプションが正常に作成

されると、ビジネス・イベント・インタフェースの詳細ページに確認メッセージが表示されま

す。 

ビジネス・イベント・メッセージを処理するには、拡張キューWF_BPEL_Q からイベントをデ

キューするように登録する必要があります。ビジネス・イベントが有効化されており、少なくと

も 1つのサブスクライバが WF_BPEL_Q キューをリッスンするように登録されている場合、イ

ベント・メッセージは、拡張キューWF_BPEL_Q に対する WF_EVENT_T 構造にエンキュー

されます。 
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ビジネス・イベントの購読解除 

イベント・サブスクリプションが正常に作成されると、かわりに「購読解除」が表示されます。

「購読解除」をクリックすると、WF_BPEL_Q キューからイベント・サブスクリプションが削除さ

れます。サブスクリプションが正常に削除された後にも、確認メッセージが表示されます。 

メッセージのデキュー方法の詳細は、Oracle Streamsアドバンスト・キューイング・ユーザー

ズ・ガイドを参照してください。 

ビジネス・イベントの詳細は、Oracle Workflow開発者ガイドの「ビジネス・イベントの管理」

を参照してください。 

ビジネス・イベントを購読するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責と「統合リポジトリ」リンクを選択します。 

2. 「統合リポジトリ」タブで、「表示別」ドロップダウン・リストから「インタフェース・タイプ」を

選択します。 

3. 「ビジネス・イベント」インタフェース・タイプ・ノードを展開して、目的のイベントを見つ

けます。 

4. 購読するビジネス・イベント・インタフェースをクリックして、そのイベントのインタフェー

ス詳細ページを開きます。 

5. 「購読」をクリックして、選択したイベントを購読します。内部的には、

WF_BPEL_QAGENTを送信エージェントとして使用して、イベント・サブスクリプショ

ンが作成されます。イベント・サブスクリプションが正常に作成されると、確認メッセー

ジが表示されます。 

必要に応じて、「購読解除」をクリックしてイベント・サブスクリプションを除去または削

除し、購読したイベントを取り消します。 

SOAP Webサービスのみのセキュリティ付与の管理 

無許可アクセスからアプリケーション・データを保護するために、Oracle E-Business Suite 

Integrated SOA Gatewayには、承認されたユーザーのみが統合リポジトリから APIで特定

のメソッドを実行できるようにするセキュリティ付与機能が用意されています。 

「メソッド」リージョンでの付与の管理 

SOAPサービスとしてのみ公開できるインタフェースでは、「メソッド」リージョンでセキュリ

ティ付与が管理されます。このようなインタフェースは、ビジネス・サービス・オブジェクト・イ

ンタフェースのみです。 

XMLゲートウェイ・インタフェースでは、ユーザー・セキュリティはかわりに Oracle XML 

Gatewayユーザー・インタフェースから管理されます。参照: 「取引先ユーザー設定」フォー

ムでの XMLゲートウェイ・ユーザーのセキュリティの管理、ページ 3-26。  
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「付与の作成」ボタンが強調表示された「メソッド」リージョン 

 

注意: このリリースでは、PL/SQL API とコンカレント・プログラムのみを、SOAP

サービスと RESTサービスの両方として公開できます。このタイプのインタフェース

では、セキュリティ付与はかわりに「付与」タブで管理されます。PL/SQL APIまた

はコンカレント・プログラム・メソッドのアクセス権限が被付与者に付与されると、関

連する SOAPサービスおよび RESTサービスへの権限が同時に付与されます。

PL/SQL APIおよびコンカレント・プログラムのセキュリティ付与を管理する方法の

詳細は、「SOAPおよび REST Webサービスのセキュリティ付与の管理」(ページ

3-60)を参照してください。 

セキュリティ付与の作成 

インタフェース詳細ページの「メソッド」リージョンで、統合管理者は該当するメソッド名の

チェック・ボックスを選択できます。「付与の作成」をクリックすると、「付与の作成」ページが

開き、管理者はこのページでユーザー、ユーザー・グループまたはすべてのユーザーに

対して選択したメソッドのアクセス権限を付与できます。 

被付与者タイプとして、次のいずれかの値を選択します。 

• 特定のユーザー - 被付与者は、直接選択された個別のユーザーです。 

• ユーザーのグループ - 被付与者は、ユーザーのグループまたはユーザーのグループ

のメンバーです。 

• 全ユーザー - すべてのユーザーに対して権限が付与されます。 

「特定のユーザー」または「ユーザーのグループ」を選択した場合は、「被付与者名」フィー

ルドに、付与を作成する対象となるユーザーまたはグループを指定します。 

• 「統合管理者」ロールを持つユーザーのみが、セキュリティ付与を作成する

か、取り消すことができます。 
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• 付与機能を使用して、インタフェースに含まれている各過負荷機能を特定の

ユーザー、ユーザー・グループまたはすべてのユーザーに一意に付与でき

ます。「プロシージャおよび関数」リージョン(または「メソッド」リージョン)で複

数の過負荷機能を選択した場合、「選択済メソッド」表に「過負荷」列が表示

され、選択された過負荷機能にチェックが付けられます。 

付与詳細の表示 

付与の詳細を表示するには、「メソッド」リージョンで特定のメソッドの「表示」リンクをクリック

します。被付与者としてユーザーのグループを指定した場合は、そのグループ内のすべて

のメンバー(たとえば、Jackson, Louおよび Payment, John)と、グループ名自体(たとえば、

OIC Payment Analyst Manger Group)が被付与者としてリストされます。 

注意: 各メンバーの「付与方法」列にグループの名前が表示されます。「付与の作

成」ページで直接選択された被付与者の場合は、「付与方法」列の値は「直接」で

す。 

セキュリティ付与の取消 

「メソッド」リージョンで、特定のメソッドの「表示」リンクをクリックします。特定の被付与者の

付与を取り消す場合は、「取消」アイコンをクリックします。確認ページが表示され、この

ページで「適用」または「取消」をクリックしてアクションを実行するか、取り消すことができま

す。 

注意: グループのメンバーとして付与されたユーザーは、その付与を個別に取り

消すことはできませんが、かわりにグループ全体の付与を取り消すことができま

す。グループのメンバーに対しては、「取消」アイコンが無効になっています。 

付与を作成するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責と「統合リポジトリ」リンクを選択します。 

2. 「統合リポジトリ」タブで、「表示別」ドロップダウン・リストから「インタフェース・タイプ」を

選択します。 

3. インタフェース・タイプ・ノードを展開し、インタフェース詳細ページを表示するインタ

フェース定義名のリンクをクリックします。 

4. 付与を作成する 1つ以上のメソッド名を選択します。 

5. 「付与の作成」をクリックします。「付与の作成」ページが表示されます。 

6. 値のリストから被付与者タイプを選択します。 
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7. 「特定のユーザー」または「ユーザーのグループ」を選択した場合は、「被付与者名」

フィールドに、付与を作成する対象となるユーザーまたはグループを指定します。 

8. 「適用」をクリックします。 

インタフェースの詳細ページが再表示されます。 

付与を表示または削除するには: 

インタフェースの詳細ページの方法のリストで、直接、既存の付与を表示および削除できま

す。 

1. 付与を表示するか取り消すインタフェースの詳細ページに移動します。 

2. 「メソッド」リージョンで、特定のメソッドの「表示」をクリックして、表で付与の詳細を表

示します。 

3. 「取消」アイコンをクリックすると、付与を取り消すことができます。「適用」をクリックし

て、処理を確認します。 

「取引先ユーザー設定」フォームでの XMLゲートウェイ・ユーザーのセキュリティの管理 

XMLゲートウェイ・インタフェースでは、ユーザー・セキュリティは Oracle XML Gateway

ユーザー・インタフェースの「取引先ユーザー設定」フォームから管理され、管理者はこの

フォームでユーザーを取引先と関連付ける必要があります。これらの承認済ユーザーのみ

が、取引先との XMLゲートウェイ・インバウンド取引を実行できます。具体的には、管理者

は次の操作を実行する必要があります。 

• 「ECX: 取引先に対するユーザー・チェックを有効化」プロファイル・オプションを「Yes」

に設定して、取引先固有のセキュリティ機能を有効にします 

• ユーザーを取引先に関連付けます 

「XMLゲートウェイ」職責を持つユーザーとして Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「設定」に移動し、ナビゲーション・メニューから「取引先の定義」を選択します。取

引先設定の定義フォームで、「ユーザー設定」ボタンをクリックして、「取引先ユーザー

設定」フォームにアクセスします。 

取引先ユーザー・セキュリティの詳細は、Oracle XML Gatewayユーザーズ・ガイドの

「XMLゲートウェイの設定」章の「取引先設定」を参照してください。 

設計時ログ構成の有効化 
サービス生成時および配置ライフ・サイクルで発生する問題や例外をトラブルシューティン

グするために、「統合管理者」ロールを持つユーザーは選択したインタフェースに対して設

計時ログ設定を有効化できます。 

選択したインタフェースに対して設計時ログが有効化されている場合、インタフェースの詳

細ページのヘッダー・セクションで、「ログ構成」の値として「使用可能」が表示されます。そ

うでない場合は、かわりに「使用不可」が表示されます。  



 

 

ネイティブ統合インタフェースおよびサービスの管理 3-27 
 

設計時ログの「使用可能」ボタンが強調表示されたインタフェース詳細ページ 

 

選択したインタフェースの既存の設計時ログ構成を変更するには、「ログ構成」フィールド

の隣にある「構成」をクリックします。選択したインタフェースとともに「ログおよび監査設定

詳細」ページが表示され、管理者はこのページで、新しいログ構成を追加するか、既存の

構成を更新することができます。 

注意: 「ログおよび監査設定詳細」ページには、ナビゲーション・メニューで「管理」

→「構成」を選択してアクセスすることもできます。 

この機能は、SOAPサービスのみがサポートされるインタフェースに適用されることに注意

してください。 

• 統合インタフェース・レベルでログ設定を構成する方法の詳細は、「新規構成の追加」

(ページ 7-6)を参照してください。 

• 設計時アクティビティの実行中に選択されたインタフェースに対して収集されたログお

よびエラーを表示する方法の詳細は、「生成および配置時ログの表示」(ページ 3-27)を

参照してください 

生成および配置時ログの表示 

サービスの生成および配置ライフ・サイクルの各段階(サービスの生成、配置、リタイア、再

設定および有効化など)で、設計時に発生した問題または例外を効果的にトラブルシュー

ティングするために、エラー・メッセージおよびアクティビティ情報をログに記録して、インタ

フェース詳細ページで表示できます。 

注意: ロギングは SOAPサービスでのみサポートされます。 
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• インタフェースに対して設計時ログが有効になっている場合、そのインタフェース詳細

ページに「ログの表示」が表示され、設計時に発生したログ・メッセージとエラー・メッ

セージの両方を表示できます。 

• インタフェースに対して設計時ログが有効になっていない場合に、設計時アクティビ

ティの実行中にエラーが発生したときには、かわりに「エラーの表示」が表示され、これ

を使用してエラー・メッセージのみを表示できます。 

インタフェースに対して設計時ログを有効化する方法の詳細は、「新規構成の追加」(ペー

ジ 7-6)を参照してください。 
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「ログの表示」ボタンが強調表示されたインタフェース詳細ページ 

 

「ログの表示」ボタンからのエラーおよびログ詳細の表示 

インタフェースで設計時ログが有効になっている場合、インタフェース詳細ページに「ログ

の表示」が表示され、これを使用して「ログおよびエラー詳細」ページにアクセスできます。 
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ログ詳細が示されている「ログおよびエラー詳細」ページ 

 

「ログおよびエラー詳細」ページには、次のリージョンが含まれています。 

• 「エラー詳細」リージョン: サービスの生成、配置、配置解除、再設定、リタイアおよび有

効化などの設計時アクティビティの実行中にエラーまたは例外が発生した場合、「エ

ラー詳細」リージョンにエラー・メッセージが表示されます。 

• 「ログ詳細」リージョン: 選択されたサービスについて記録されたすべての設計時ログが

表にリストされます。各ログには、ログ順序、ログ・タイムスタンプ、モジュール、ログ・レ

ベルおよび設計時に記録された実際のメッセージが含まれます。 

「ログ詳細」リージョンでのログの削除およびエクスポート 

「ログ詳細」リージョンでインタフェースに対して取得されたメッセージを参照した後、必

要に応じて、「ログの削除」をクリックすることによって削除できます。リージョンで取得さ

れたすべてのログが完全に削除されることをアラートする警告メッセージが表示されま

す。「Yes」をクリックして、処理を確認します。ログが正常に削除されると、空のログ表が

表示されます。 

ログを削除する前に、「エクスポート」をクリックすることによって、バックアップ・コピーを

保存できます。これにより、「ログ詳細」リージョンにリストされたレコードを Microsoft 

Excelにエクスポートし、後で使用できます。 

「エラーの表示」ボタンからのエラー詳細の表示 

選択したインタフェースで設計時ログが有効になっていない場合に、設計時アクティビティ

の実行中にエラーが発生したときには、かわりに「エラーの表示」が表示され、これを使用

して「エラー詳細」リージョンでエラー・メッセージまたは例外メッセージのみを表示できま

す。  
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エラー詳細が示されている「ログおよびエラー詳細」ページ 

 

たとえば、管理者が設計時に、インタフェースに対して生成、配置、有効化、リタイアまたは

再設定などのアクションを実行しようとしたときにエラーまたは例外が発生した場合、インタ

フェースで設計時ログが構成されていなかったとしても、それらのエラーが記録され、「エ

ラー詳細」リージョンに表示されます。 

エラー・メッセージ、エラー・コードおよび可能な解決は、「エラー・メッセージ」(ページ C-1)

を参照してください。 

選択したインタフェースで設計時ログが構成されていないため、このページには「ログ詳

細」リージョンは表示されません。 

ロギングの詳細は、「Webサービスのロギング」(ページ 7-1)を参照してください。新規構成

を追加する方法の詳細は、「新規構成の追加」(ページ 7-6)を参照してください。 

Webサービス・クライアントによる Oracle E-Business Suiteサービス起動の実行時に、サー

ビスでランタイム・ログが有効になっている場合、そのインスタンスに対するログ・メッセージ

をサービス・モニターで表示できます。サービス・モニターを使用したログ・メッセージの表

示の詳細は、「サービス処理ログの表示」(ページ 8-8)を参照してください。 

サービス開発ログ・メッセージを表示するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責と「統合リポジトリ」リンクを選択します。 

2. 「統合リポジトリ」タブで、「表示別」ドロップダウン・リストから「インタフェース・タイプ」を

選択します。 
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3. インタフェース・タイプ・ノードを展開して、必要とするインタフェース定義を見つけま

す。 

4. インタフェース定義名のリンクをクリックして、インタフェースの詳細ページを開きます。 

5. 選択したインタフェースで設計時ログが有効になっていない場合に、設計時アクティ

ビティの実行中にエラーが発生したときには、かわりに「エラーの表示」がインタフェー

ス詳細ページに表示されます。 

「エラーの表示」をクリックすると、設計時に発生したエラー詳細が表示されます。 

6. 選択したインタフェースで設計時ログが有効になっている場合は、「ログの表示」がイ

ンタフェース詳細ページに表示されます。 

「ログの表示」をクリックすると、ログおよびエラーの詳細を表示できます。 

「ログの削除」をクリックすると、必要に応じて、表にリストされているすべてのログを削

除できます。 

「エクスポート」をクリックすると、ログ・リスト表をMicrosoft Excelにエクスポートして、レ

コードを保存できます。 

Antスクリプトを使用した SOAPサービス・ライフ・サイクル・アクティビティの管理 
Antスクリプト$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml は、

サービスの生成、再生成、配置、配置解除、有効化、リタイアおよび再設定や、コマンドラ

インからのサービスのアップグレードや postcloneなどの、SOAPサービスの設計時アクティ

ビティを実行するために使用されます。 

$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml は多目的スクリプ

トであることに注意してください。診断テストの実行やインスタンスからの構成ファイルのダウ

ンロードに使用することもできます。構成ファイルは、Oracle E-Business Suite Integrated 

SOA Gatewayのコンテキストから見たインタンスの現在の状態です。同じ構成ファイルが、

サービス・ディスクリプタ・ファイルと呼ばれることもあります。 

注意: コマンドラインからサービスが生成された場合、サービス・アーティファクトの

生成時に、統合リポジトリのユーザー・インタフェースから選択された設定が有効

になります。たとえば、PL/SQLインタフェースに含まれるメソッドに対して「非同

期」相互作用パターンが選択されている場合、サービスが UIまたはコマンドライ

ンのいずれから生成されたかにかかわらず、その選択された 1つのメソッドでの

み、非同期操作に対して関連するアーティファクトが生成されます。 

$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xmlの使用方法: 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

usage 

注意: スクリプトによって、スクリプトの場所にログ・ファイルが作成されます。このた

め、isgDesigner.xml をなんらかの<TEMP_DIRECTORY>にコピーし、

<TEMP_DIRECTORY>にあるスクリプトを使用することをお薦めします。 
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設計アクティビティに関連する使用方法 

isgDesigner.xml スクリプトは、次のいずれかの方法で使用できます。 

• 引数なしでスクリプトを実行します 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml プロ

ンプトが表示されたら、引数を入力します。 

注意: 入力内容を二重引用符で囲まないでください。 

• 引数とコマンドを使用してスクリプトを実行します 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

Dactions=<comma separated list of operations> - 

DserviceType=SOAP -DirepNames=<comma separated list of API 

Names> -Dverbose=<ON|OFF> 

この方法を使用してアクションと irepNamesを渡すときには、次の条件に注意してくださ

い。 

• 複数のアクションや irepNamesをコマンドライン引数として渡す場合は、二重引用

符で囲みます。たとえば、次のようにします。 

-Dactions="method1, method2,.." 

-DirepNames="ECRDTLD,FND_USER_PKG[{function1:SYNC} 

{function2:}...]" 

• 1つのアクションまたは irepNameのみをコマンドライン引数として渡す場合は、二重

引用符で囲む必要はありません。 

• ディスクリプタ・ファイルとコマンドを入力として使用してスクリプトを実行します 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

Dfile=<absolute path of service descriptor file> - 

Dverbose=<ON|OFF> 

設計時アクティビティの実行に必要となる引数の値は、ファイル内で指定されていま

す。 

「スクリプトでの SOAPサービスの入力ディスクリプタ・ファイルの使用」(ページ 3-36)を

参照してください。 

引数の説明 

isgDesigner.xml の有効な引数の説明は、次のとおりです。 

• actions: 実行するアクションのカンマ区切りリスト。サポートされる操作のリストを次に示

します。 

• generate: サービスを生成または再生成します。 

• deploy: 生成されたサービスを配置します。  
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• undeploy: 配置されたサービスを配置解除します。 

• activate: 配置されたサービスが「リタイア」ステータスである場合に、そのサービス

を有効化します。 

• retire: 配置されたサービスが「有効」ステータスである場合に、そのサービスをリタ

イアします。 

• reset: Webサービスのステータスを初期ステータスである「未生成」に再設定する

とともに、Oracle SOA Suiteサーバーのファイル・システムからアーティファクトを削

除します。 

• upgrade: サービスを Oracle E-Business Suite リリース 12.1.xからリリース 12.2に

アップグレードします。 

• postclone: リリース 12.2クローン環境へのサービスの再配置を含む、postcloneの

ステップを実行します。 

アクション名を渡すときには、それらがライフ・サイクルの順に指定されていることを確

認してください。例: 

• 間違った使用方法: -Dactions="deploy,generate" 

• 正しい使用方法: -Dactions="generate,deploy" 

upgradeおよび postcloneアクションは単独で呼び出す必要があります。つまり、

upgradeアクションを指定する場合、actions引数は-Dactions=upgrade のように

なります。これは、postcloneアクションの場合と同様です。actions引数の使用方法の

詳細を、次の例で説明します。 

• -Dactions="generate,deploy,retire,activate,undeploy,reset" 

• -Dactions=upgrade 

• -Dactions=postclone 

さらに、アクションが upgradeまたは postcloneの場合は、actionsおよび verbose引数

のみが使用されます。ただし、その他の引数も指定した場合は、前述の 3つの引数

のみが使用されます。 

• serviceType: (SOAP, [REST], BOTH): REST はサービス・タイプのデフォルト値で

す。SOAP の値を選択します。SOAPサービスと RESTサービスを両方クローニング

するには、値として BOTH を選択します。 

• irepNames: インタフェース名のカンマ区切りリスト。 

インタフェース名には、次のいずれかの構文を使用します。 

• interface_name 

• interface_name[{function1:<interactionPattern>} 

{function2:<interactionPattern>}{function3...}] 

• 各 function の後にあるコロン(:)と<interactionPattern>の前にある

コロンは必須であることに注意してください。  
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• <interactionPattern>は任意です。 

たとえば、interface_name[{function1:}]のように

<interactionPattern>が含まれていない場合、相互作用パターンは

デフォルトで SYNCに設定されます。 

interface_name のみが指定されている場合は、古いパターンが生成さ

れます。インタフェースが新しい APIであるか、リセットされている場合は、す

べての関数は SYNC相互作用パターンを使用して生成されます。 

• サポートされる相互作用パターンは、SYNC、ASYNCおよび BOTHです。

例: 

• interface_name[{function1:SYNC}] 

• interface_name[{function1:ASYNC}] 

• interface_name[{function1:BOTH}] 

サポートされていない相互作用パターンを渡すと、エラーになります。 

複数のインタフェースをカンマで区切って指定し、次の構文を使用して irepName とし

て渡すことができます。 

interface_name1[{function1:}],interface_name2,interface_nam

e3 [{function1:ASYNC}] 

たとえば、-DirepNames="ECRDTLD,FND_USER_PKG[{function1:SYNC}]" 

• file: インタフェースと、インタフェースに対して実行するアクションが含まれている(サー

ビス・ディスクリプタ) XMLファイルの絶対パス。 

たとえば、-Dfile=/u01/oracle/isg_service.xml のようにします 

• verbose: [ON|OFF]。デフォルト値は OFF です。たとえば、-Dverbose=OFFのよ

うにします 

使用方法の例 

• upgradeおよび postclone以外のアクションのサンプル・コマンド(アクションおよびインタ

フェース名が渡されます): 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

Dactions="generate,deploy,undeploy" -DserviceType=SOAP - 

DirepNames="ECRDTLD,FND_USER_PKG" 

• 設計時アクションを XMLファイルから実行するサンプル・コマンド: 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

Dfile=/u01/oracle/isg_service.xml 
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• upgradeアクションのサンプル・コマンド: 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

Dactions=upgrade -Dverbose=OFF 

• postcloneアクションのサンプル・コマンド: 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

Dactions=postclone -Dverbose=ON 

Enter Service Type : (SOAP, [REST], BOTH) 

スクリプトでの SOAPサービスの入力ディスクリプタ・ファイルの使用 

この項では、必須の引数値を含むディスクリプタ・ファイルを使用して設計時アクティビティ

を管理する方法について説明します。 

例 1 - すべての関数を含む PL/SQLサービスの生成および配置とコンカレント・プログラム

の SOAPサービスの生成 

次の PL/SQL API FND_USER_PKG のディスクリプタ・ファイルでは、

<SOAP_ACTIONS>、<POLICY>および<ALL_FUNCTIONS/>などの必須の引数値が太

字で強調表示されており、同期パターンを使用して APIに含まれるすべての関数の

SOAPサービス操作を生成し、それらを SAML トークン認証タイプを使用して配置すること

が示されています。 

<INTERFACE> 
<NAME>FND_USER_PKG</NAME> 
<TYPE>PLSQL</TYPE> 
<REST_ACTIONS> 
... 
</REST_ACTIONS> 
<SOAP_ACTIONS> 
<RESET/> 
<GENERATE> 
<!-- GENERATES ALL FUNCTIONS WITH DEFAULT ITERACTION PATTERN "SYNC" 

FOR PLSQL--> 
<ALL_FUNCTIONS/> 

</GENERATE> 
<!-- DEPLOYS WITH GIVEN POLICY "SAML" --> 
<DEPLOY> 
<POLICY>SAML</POLICY> 
</DEPLOY> 
<RETIRE/> 
<ACTIVATE/> 

</SOAP_ACTIONS> 
</INTERFACE> 

次のディスクリプタ・ファイルは、INTERFACE5 という名前のコンカレント・プログラムで

SOAPサービスを生成するために使用されます。このインタフェースに含まれる 2つの関数

FUNCTION1および FUNCTION2が、デフォルトの同期パターンを使用して生成されま

す。 
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<INTERFACE> 
<NAME>INTERFACE5</NAME> 
<TYPE>CONCURRENTPROGRAM</TYPE> 
<REST_ACTIONS> 
... 
</REST_ACTIONS> 

<SOAP_ACTIONS> 
<RESET/> 
<GENERATE> 
<FUNCTIONS_LIST> 
<FUNCTION>FUNCTION1</FUNCTION> 
<FUNCTION>FUNCTION2</FUNCTION> 

</FUNCTIONS_LIST> 
</GENERATE> 
<DEPLOY/> 
<RETIRE/> 
<ACTIVATE/> 

</SOAP_ACTIONS> 
</INTERFACE> 

PL/SQL APIおよびコンカレント・プログラムは、SOAPサービスおよび RESTサービスの両

方として公開できます。そのため、同じディスクリプタ・ファイルに、RESTサービス設計時ア

クティビティに必須の引数値も含めることができます。参照: スクリプトでの RESTサービス

の入力ディスクリプタ・ファイルの使用、ページ 3-69。 

例 2 - 同期、非同期および両方パターンを使用した SOAPサービス操作の生成 

この例では、INTERFACE1 という名前の PL/SQLインタフェースに 6つの関数または操作

が含まれています。ディスクリプタ・ファイルは、必要なタスクは、様々な相互作用パターン

を使用して SOAPサービス操作を生成することのみであることを示しています。 

具体的には、インタフェースに含まれる FUNCTION1 および FUNCTION2 は、同期パター

ンと非同期パターンの両方を使用して生成され(<FUNCTIONS_LIST 

pattern="BOTH">)、FUNCTION3 および FUNCTION4 は非同期パターンを使用して

生成され(<FUNCTIONS_LIST pattern="ASYNC">)、FUNCTION5 および

FUNCTION6 は同期パターンを使用して生成されます(<FUNCTIONS_LIST 

pattern="SYNC">)。 
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<INTERFACE> 
<NAME>INTERFACE1</NAME> 
<TYPE>PLSQL</TYPE> 
<REST_ACTIONS> 

... 
</REST_ACTIONS> 
<SOAP_ACTIONS> 
<RESET/> 
<GENERATE> 
<!-- GENERATES GIVEN FUNCTIONS WITH ITERACTION PATTERN "BOTH" 

FOR PLSQL--> 
<FUNCTIONS_LIST pattern="BOTH"> 
<FUNCTION>FUNCTION1</FUNCTION> 
<FUNCTION>FUNCTION2</FUNCTION> 

</FUNCTIONS_LIST> 
<!-- GENERATES GIVEN FUNCTIONS WITH ITERACTION PATTERN "ASYNC" FOR 

PLSQL--> 
<FUNCTIONS_LIST pattern="ASYNC"> 
<FUNCTION>FUNCTION3</FUNCTION> 
<FUNCTION>FUNCTION4</FUNCTION> 

</FUNCTIONS_LIST> 
<!-- GENERATES GIVEN FUNCTIONS WITH ITERACTION PATTERN "SYNC" FOR 

PLSQL--> 
<FUNCTIONS_LIST pattern="SYNC"> 
<FUNCTION>FUNCTION5</FUNCTION> 
<FUNCTION>FUNCTION6</FUNCTION> 

</GENERATE> 
<DEPLOY/> 
<RETIRE/> 
<ACTIVATE/> 

</SOAP_ACTIONS> 
</INTERFACE> 

例 3 - ビジネス・サービス・オブジェクト・インタフェース・タイプの SOAPサービスの生成 

同様のディスクリプタ・ファイルを使用して、INTERFACE6 という名前のビジネス・サービ

ス・オブジェクト(BSO)インタフェース・タイプの SOAPサービスを、

<TYPE>SERVICEBEAN</TYPE>が使用された場合に生成できます。次に例を示しま

す。 

<INTERFACE> 
<NAME>INTERFACE6</NAME> 
<TYPE>SERVICEBEAN</TYPE> 

<SOAP_ACTIONS> 
<RESET/> 
<GENERATE> 
<FUNCTIONS_LIST> 
<FUNCTION>FUNCTION1</FUNCTION> 
<FUNCTION>FUNCTION2</FUNCTION> 

</FUNCTIONS_LIST> 
</GENERATE> 
<DEPLOY/> 
<RETIRE/> 
<ACTIVATE/> 

</SOAP_ACTIONS> 
</INTERFACE> 

例 4 - XMLゲートウェイ・インタフェース・タイプの SOAPサービスの生成 

次の例は、INTERFACE7 という名前の XMLゲートウェイ・インタフェースの SOAPサービ

スを生成するために使用されるディスクリプタ・ファイルを示しています。この例では、このイ

ンタフェースに含まれるすべての関数が、デフォルトの同期パターンを使用して SOAP

サービス操作で生成されます。  
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<INTERFACE> 
<NAME>INTERFACE7</NAME> 
<TYPE>XMLGATEWAY</TYPE> 

<SOAP_ACTIONS> 
<RESET/> 
<GENERATE> 
<ALL_FUNCTIONS/> 

</GENERATE> 
<DEPLOY/> 
<RETIRE/> 
<ACTIVATE/> 

</SOAP_ACTIONS> 
</INTERFACE> 

その他の使用方法 

設計時アクティビティの実行に加え、この

$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml スクリプトは次の

目的のためにも使用できます。 

• 一般 XMLゲートウェイ・サービスの配置、ページ 3-39 

• 引数 irepNamesの使用方法情報の取得、ページ 3-39 

• 診断テストの実行、ページ 3-40 

一般 XMLゲートウェイ・サービスの配置 

現在の環境用の一般 XMLゲートウェイ・サービスを配置するには、ターゲットに

deployGenericXMLGを指定してこのスクリプトを起動します 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

deployGenericXMLG 

一般 XMLゲートウェイ・サービスの配置の詳細は、My Oracle Supportのナレッジ・ドキュメ

ント 1311068.1の Installing Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway, Release 12.2

を参照してください。 

引数 irepNamesの使用方法情報の取得 

引数 irepNamesを渡す方法を調べるには、ターゲットに irepNamehelpを指定してこのスク

リプトを起動します 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

irepNamehelp 

これは、コンソール・ウィンドウに次の情報を出力します。 

irepNames引数の各インタフェース名は、次のいずれかの方法で指定する必要がありま

す。 

• interface_name[{function1:<interactionPattern1>}{function2: 

<interactionPattern2>}{function3...}] 

• interface_name 

使用方法の例: FND_USER_PKG [{TESTUSERNAME:SYNC} 

{CHANGE_USER_NAME:ASYNC}],FND_GLOBAL  
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注意: 次に、ここでサポートされるパターンを説明します。 

• SYNC: 同期生成です。 

• ASYNC: 非同期生成です。 

• BOTH: 同期生成および非同期生成の両方です。 

interface_name[{function1:pattern1}{function2:pattern2}] 

• インタフェース interface_name の関数 function1 は、パターン Pattern1 を

使用して生成されます。 

• インタフェース interface_name の関数 function2 は、パターン Pattern2 を

使用して生成されます。 

interface_name 

インタフェース interface_name のすべての関数が、古いパターンを使用して生成され

ます。インタフェースが新しい APIであるか、リセットされている場合は、すべての関数は

SYNC相互作用パターンを使用して生成されます。 

診断テストの実行 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayには、インストール・ステップでの特定の

問題や原因を判別するのに役立つ診断テスト・スイートが用意されています。テスト・スイー

トが実行されると、様々なカテゴリの問題を診断するために、Oracle E-Business Suiteおよ

び Oracle SOA Suite両方の環境で複数のテストが実行されます。 

様々な診断テストの実行方法を調べるには、diagnosticshelpを指定してこのスクリプトを起

動します 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

diagnosticshelp 

また、異なるターゲットを指定したバックエンド・スクリプトを使用して、異なる診断を実行す

ることもできます。これらの診断テストの実行方法の詳細は、「Oracle E-Business Suite 

Integrated SOA Gatewayの診断テスト」(ページ A-1)を参照してください。 

REST Webサービスの管理 

SOAPベース・サービスの生成および配置のサポートに加え、Oracle E- Business Suite 

Integrated SOA Gatewayでは、サポートされているインタフェース・タイプを RESTベース・

サービスにすることができます。RESTサービスは、モバイル、タブレットまたはハンドヘル

ド・デバイスなどの、ユーザードリブン・アプリケーションで使用できます。このリリースでは、

PL/SQL APIおよびコンカレント・プログラムを、SOAPサービスおよび RESTサービスの両

方として公開できます。Java Beanサービス、アプリケーション・モジュール・サービス、オー

プン・インタフェース表およびオープン・インタフェース・ビューは、RESTサービスとしての

み公開できます。  
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注意: セキュリティ・サービスも RESTサービスですが、他のサービス対応インタ

フェースとは異なり、これらは Oracle Application Object Libraryから事前定義およ

び事前配置された RESTサービスです。このタイプのサービスでは、モバイル・ア

プリケーション用のセキュリティ関連機能が提供されます。参照: セキュリティ・サー

ビス - 事前配置された RESTサービスのサポート、ページ 3-41。 

RESTサービスでは、同期(要求/応答および要求のみ)相互作用パターンのみがサポート

され、簡略化されたサービス・ライフ・サイクルを持っています。 

簡略化されたサービス・ライフ・サイクル 

RESTサービスでは、サービス・ライフ・サイクルが簡略化されています。管理者は、「REST 

Webサービス」タブで次のタスクを実行して、RESTサービス・ライフ・サイクルを管理できま

す。 

• サービスの配置 

「配置」アクションを使用して、サポートされるインタフェースを RESTサービスとして公

開できます。Oracle SOA Suite WebLogic管理対象サーバーに配置される SOAPサー

ビスとは異なり、RESTサービスは Oracle E-Business Suite WebLogic管理対象サー

バーに配置されます。 

• サービスの配置解除 

管理者は、配置された RESTサービスを配置解除することができます。このアクション

は、RESTサービスを配置解除するだけでなく、サービスを初期ステータスである「未配

置」に再設定します。既存のまたは実行中のサービス要求はすべて完了され、新しい

要求は許可されません。 

管理者は、インタフェース詳細ページの「付与」タブでセキュリティ付与を管理できます。こ

れは、特定のユーザーに付与を割り当て、配置された RESTサービスにアクセスしたり、

サービスを起動することができるようにします。 

セキュリティ・サービス - 事前配置された RESTサービスのサポート 

サポートされるインタフェースを RESTサービスとして公開することに加え、Oracle E-

Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、Oracle Application Object Libraryの認証お

よび承認サービスが RESTセキュリティ・サービスとしてサポートされます。セキュリティ・

サービスは、モバイル・アプリケーションで、ユーザー証明書を検証または却下し、アプリ

ケーション・コンテキストでユーザー・セッションを初期化し、ユーザーを承認するために使

用されます。 

サービス開発に対する管理アクションを必要とするその他のサービス対応インタフェースと

は異なり、セキュリティ・サービスはすべての Oracle E-Business Suiteユーザーが起動でき

る一連の事前配置された RESTサービスです。 

セキュリティ・サービスでは、他の RESTサービスを起動するためのトークン・ベースの認証

をサポートしています。トークン・ベースの認証では、ユーザー名とパスワードに基づいて

ユーザーを 1回認証した後、連続する REST要求でセキュリティ・トークン(Oracle E-

Business Suiteユーザー・セッション IDなど)を使用してそのユーザーを認証できます。

RESTサービス・セキュリティの詳細は、「RESTサービス・セキュリティ」(ページ 3-50)を参

照してください。 
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RESTサービスは、統合リポジトリのユーザー・インタフェースおよび Antスクリプト

$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xmlから配置および配置解除できます。 

各管理タスクについて理解を深めるために、この項には次のトピックが含まれています。 

• REST Webサービスの配置、ページ 3-42 

• REST Webサービスの配置解除、ページ 3-58 

• SOAPおよび RESTサービスのサポートを備えたインタフェースの付与の管理、ページ

3- 60 

• Antスクリプトを使用した RESTサービス・ライフ・サイクル・アクティビティの管理、ペー

ジ 3-65 

REST Webサービスの配置 
Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、管理者はインタフェース定義を

RESTサービスとして配置できます。このようなインタフェースには、PL/SQL API、コンカレ

ント・プログラム、Java Beanサービス、アプリケーション・モジュール・サービス、オープン・イ

ンタフェース表およびオープン・インタフェース・ビューがあります。これらのインタフェース

の中で、SOAPサービスおよび RESTサービスの両方として公開できるのは、PL/SQL API

およびコンカレント・プログラムのみです。 
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「REST Webサービス」タブ 

 

「REST Webサービス」タブでの RESTサービスの配置 

RESTサービスを配置する前に、管理者は次のタスクを実行する必要があります。 

• サービス別名の指定 

各 RESTサービスを一意の別名と関連付ける必要があります。別名は文字のセットで、

サービスの URLを短縮したサービス・エンドポイントで使用されます。 

たとえば、Create Invoiceインタフェース(AR_INVOICE_API_PUB)に対しては、配置さ

れる前にサービス別名として Invoiceが入力されます。別名は、選択されたサービス操

作 CREATE_INVOICEのWADLおよびスキーマで、サービス・エンドポイントとして次

のように表示されます。 

href="https://<hostname>:<port>/webservices/rest/Invoice/? 

XSD=CREATE_INVOICE_SYNCH_TYPEDEF.xsd" /> 

サービス別名入力のガイドライン 

• サービスを表す簡単で意味のある名前を使用します(personや employeeなど)。  
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• rest、soapおよび webservicesは別名として使用しないでください。 

• 先頭に数字または特殊文字(#、$、%、_、-など)を使用しないでください。 

• 末尾に特殊文字を使用しないでください。 

• .、_および-などの文字をサービス別名で使用できます。 

• 必要なメソッドまたはサービス操作の選択 

「サービス操作」表で、RESTサービス操作として公開する 1つまたは複数のメソッドを

選択します。 

たとえば、PL/SQL API Create Invoice (AR_INVOICE_API_PUB)の

CREATE_INVOICE メソッドを選択します。サービスの配置後、選択されたメソッドの

CREATE_INVOICEのみが RESTサービス操作として公開されます。 

• 必要な HTTP動詞の選択(Java Beanサービス、アプリケーション・モジュール・サービ

ス、オープン・インタフェース表およびオープン・インタフェース・ビューのみ) 

Java Beanサービス、アプリケーション・モジュール・サービス、オープン・インタフェース

表およびオープン・インタフェース・ビューでは、RESTサービス操作として公開するメ

ソッドの選択に加え、管理者が必要な HTTP メソッドのチェック・ボックスを選択する必

要があります。 

次の表は、RESTサービスとして公開できるインタフェースと、それらのインタフェースで

サポートされる HTTP メソッドを示しています。 

RESTベースのインタフェースとサポートされる HTTP メソッド 

インタフェース・タイプ サポートされる HTTP メソッド 

PL/SQL API POSTのみ 

コンカレント・プログラム POSTのみ 

Java Beanサービス POSTおよび GET 

アプリケーション・モジュール・サービス POSTおよび GET 

オープン・インタフェース表(インバウンド) POST、GET、PUTおよび 

DELETE オープン・インタフェース表(アウトバ

ウンド) 

GETのみ 

オープン・インタフェース・ビュー GETのみ 
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注意: PL/SQL APIおよびコンカレント・プログラムは、POST HTTP メソッド

を使用する RESTサービスとしてのみ公開できます。そのため、これら 2

つのインタフェース・タイプについては、それ以上 HTTP メソッドを指定す

る必要はありません。 

• Java Beanサービスおよびアプリケーション・モジュール・サービスの場合 
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GETおよび POST メソッドが強調表示された Java Beanサービスの「REST Webサー

ビス」タブ 

 

Javaまたはアプリケーション・モジュール・メソッドが、特定の HTTP メソッドで注釈

付けされている(rep:httpverb)場合、表内でそのメソッドの対応する HTTP メソッド

のチェック・ボックスが事前選択されます。 

• GET HTTP メソッドが注釈付けされていない場合、「GET」チェック・ボックスが

非アクティブになり、それ以降選択できなくなります。つまり、Javaまたはアプリ

ケーション・モジュール・メソッドを、GET メソッドを指定して RESTサービス操

作として配置することができなくなります。 

• POST HTTP メソッドが注釈付けされていない場合は、GET メソッドとは異なり、

「POST」チェック・ボックスは引き続きアクティブで、デフォルトで有効になって

います。このため管理者は、サービスを配置する前に、RESTサービス操作と

しての Javaまたはアプリケーション・モジュール・メソッドで必要な場合に、

「POST」チェック・ボックスを選択できます。 
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たとえば、「REST Service Locator」内の Add Grant メソッドに、POST HTTP メソッド

のみが注釈として付けられている場合、そのメソッドの「POST」メソッド・チェック・

ボックスが事前選択されます。Add Grant メソッドに注釈付けされていない「GET」メ

ソッド・チェック・ボックスは非アクティブまたは無効として表示され、サービスを配

置する前にそのメソッドに対して選択できません。 

管理者は、RESTサービスを配置する前に、必要な HTTP メソッドを変更できま

す。たとえば、Add Grant メソッドが POST メソッドを使用する RESTサービス操作

として公開されない場合は、事前選択されている「POST」チェック・ボックスの選択

を解除します。 

rep:httpverb アノテーションの詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated 

SOA Gateway開発者ガイドの「rep:httpverb」を参照してください。Java Beanサー

ビスのアノテーションのガイドラインの詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated 

SOA Gateway開発者ガイドの「Java Beanサービスのアノテーション」を参照してく

ださい。 

アプリケーション・モジュール・サービスのアノテーションのガイドラインの詳細は、

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway開発者ガイドの「アプリケーショ

ン・モジュール・サービスのアノテーション」を参照してください。 

• オープン・インタフェース表およびオープン・インタフェース・ビューの場合 

オープン・インタフェース表では、サポートされる HTTP メソッドはオープン・インタ

フェースの方向によって決まります。 

  



 

3-48 Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayインプリメンテーション・ガイド 

 

オープン・インタフェース表の詳細ページ 

 

• Inbound 方向のオープン・インタフェース表 

• 4つの HTTPメソッドすべて(GET、POST、PUTおよび DELETE)の中

から選択できます。 

• GET - オープン・インタフェース表またはオープン・インタフェース・

ビューから 1つ以上のレコードを読み取るか、選択します。 

• POST - オープン・インタフェース表に 1つ以上のレコードを作成または

挿入します。 

• PUT - オープン・インタフェース表で 1つ以上のレコードを更新または

編集します。 

• DELETE - オープン・インタフェース表から 1つ以上のレコードを削除し

ます。 

• SUBMIT_CP_<internal name of the associated 

concurrent program>という名前の追加のメソッドが、POST HTTP メ

ソッドのみを指定して、メソッド表の最後のエントリとして表示されます。  
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オープン・インタフェースは、コンカレント・プログラムと関連するオープ

ン・インタフェース表の組合せであることに注意してください。したがって、

各オープン・インタフェース表および選択されたオープン・インタフェース

表に含まれるコンカレント・プログラムを含むこれらすべてのコンポーネン

トを、必要に応じてサービス対応にする必要があります。この

SUBMIT_CP POST サービス操作を使用して関連するコンカレント・プロ

グラムを発行でき、このサービス操作は、関連するコンカレント・プログラ

ムの process メソッドに内部的にマップされます。 

• Outbound 方向のオープン・インタフェース表 

Outbound 方向のオープン・インタフェース表では、GET メソッドのみがサ

ポートされます。 

常に Outbound 方向であるオープン・インタフェース・ビューでは、GET メソッド

のみがサポートされます。 
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オープン・インタフェース・ビューの詳細ページ 

 

RESTサービス・セキュリティ 

すべての RESTサービスは、HTTPまたは HTTPS転送レベルの HTTP Basic認証または

トークン・ベースの認証によって保護されます。いずれかの認証方法が、RESTサービスを

起動するユーザーの認証で使用されます。 

• HTTP Basic認証: この認証は、HTTPクライアント・アプリケーションで、通常は HTTPS

経由の REST要求を行うときにユーザー名とパスワードを提供します。 

• トークン・ベースの認証: このセキュリティ方法は、サーバーが提供するセキュリティ・

トークンを使用してユーザーを認証します。ユーザーがサーバーにログオンしようとする

と、HTTPヘッダーで、トークン(Oracle E-Business Suiteセッション IDなど)が Cookie

として送信されます。この認証方法は、複数の連続する RESTサービス呼出しで使用

できます。 

たとえば、Oracle E-Business Suiteユーザーが最初は指定されたユーザー名とパス

ワードで認証されます。ログインが成功すると、セキュリティ・ログイン・サービスによって

Oracle E-Business Suiteユーザー・セッションが作成され、セッション IDが返されます。

ユーザー・セッションを指すセッション IDが、ユーザー認証のために後続のすべての

Webサービス呼出しの HTTPヘッダーに渡されます。 
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注意: ログイン・サービスでは、ユーザー証明書を認証し、アクセス・トークン

を返します。これは事前配置された Javaセキュリティ・サービスで、ユーザー

を検証および却下したり、起動する前にサービスで必要なアプリケーション・

コンテキストを初期化することができる認証サービスに含まれています。 

RESTサービスでのアプリケーション・コンテキストの詳細は、Oracle E-

Business Suite Integrated SOA Gateway開発者ガイドの「アプリケーション・コ

ンテキストの RESTヘッダー」を参照してください。 

サポートされる認証タイプの詳細は、「Webサービス・セキュリティの管理」

(ページ 6-8)を参照してください。 

「配置」をクリックして、選択したサービス操作を Oracle E-Business Suite管理対象サー

バーに配置して使用できるようにします。 

サービスの配置後 

RESTサービスが正常に配置されると、「REST Webサービス」タブで次の変更が行われま

す。 

「配置済」ステータスが強調表示された「REST Webサービス」タブ 

 

• サービス別名: REST別名が、読取り専用テキスト・フィールドとして表示されます。 

• RESTサービス・ステータス: このフィールドは、初期ステータスの「未配置」から「配置

済」に変更され、配置されたサービスを起動して、新しい要求を受け入れることができる

ことが示されます。 

• WADLの表示: 「WADLの表示」リンクが表示されます。このリンクをクリックすると、配

置されたWADLの情報が表示されます。 
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ここには、サービスがホストされているサービス・エンドポイントの物理的な場所が示されま

す。 

• 動詞 (PL/SQL API、コンカレント・プログラム、オープン・インタフェース表およびオープ

ン・インタフェース・ビューのみ): このフィールドには、RESTサービスの実装方法を示

す HTTP メソッドが表示されます。 

POSTは、PL/SQL APIおよびコンカレント・プログラムでサポートされる唯一の HTTP メ

ソッドであるため、デフォルトで POSTが表示されます。 

オープン・インタフェース表およびオープン・インタフェース・ビューの場合は、

Inbound 方向のオープン・インタフェース表では 4つの HTTP メソッドすべて(GET、

POST、PUTおよび DELETE)が表示される可能性はありますが、Outbound 方向の

オープン・インタフェース表およびオープン・インタフェース・ビューでは GETがサポー

トされる唯一の HTTP メソッドです。 

• サービス操作: この表には、選択されたインタフェースに含まれるメソッド(またはプロ

シージャおよび関数)のリストが表示されます。 

• 選択されたインタフェースが PL/SQL APIまたはコンカレント・プログラムの場合は、

RESTサービス操作として公開されているメソッドの「含まれる操作」列にチェックが

付けられます。 

デフォルトでは、PL/SQL APIのすべてのメソッドが POST HTTP メソッドとともに表

示されます。コンカレント・プログラムにはメソッドが 1つのみ含まれ、このメソッドも

POST HTTP メソッドとともに表示されます。 

• 選択されたインタフェースのインタフェース・タイプが Java Beanサービスまたはアプ

リケーション・モジュール・サービスの場合は、「GET」列および「POST」列が「含まれ

る操作」マークとともに表示され、RESTサービス操作を補助するためにどの HTTP

メソッドが使用されたかが示されます。 

• 選択されたインタフェースが Inbound 方向のオープン・インタフェース表の場合

は、4つの HTTP メソッドすべて(GET、POST、PUTおよび DELETE)が「含まれる

操作」マークとともに表示され、RESTサービス操作を補助するためにどの HTTP メ

ソッドが使用されたかが示されます。 

• 選択されたインタフェースが Outbound 方向のオープン・インタフェース表または

オープン・インタフェース・ビューの場合は、RESTサービス操作として公開されたメ

ソッドに対し、「GET」列のみが「含まれる操作」マークとともに表示されます。 

• 「付与」アイコンをクリックすると、選択したメソッドの読取り専用の付与の詳細が表示

されます。 

配置されたWADLの確認 

配置された RESTサービスWADLを表示するには、「WADLの表示」リンクをクリックしま

す。 

次の例は、PL/SQL API Invoice Creation (AR_INVOICE_API_PUB)に含まれている、選

択した CREATE_INVOICEサービス操作の配置されたWADLを示しています。  
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注意: ここで強調表示されている Invoiceは、サービスの配置前に入力したサービ

ス別名です。サービスが配置されると、指定された別名(Invoice)が.xsdスキーマ・

ファイルのサービス・エンドポイントに含められます。 
 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="no" ?> 

<application xmlns:tns="http://xmlns.oracle. 

com/apps/ar/soaprovider/plsql/rest/ar_invoice_api_pub/" xmlns="http: 

//wadl.dev.java.net/2009/02" 

xmlns:tns1="http://xmlns.oracle.com/apps/ar/rest/ar/create_invoice/" 

name="AR_INVOICE_API_PUB" 

targetNamespace="http://xmlns.oracle. 

com/apps/ar/soaprovider/plsql/rest/ar_invoice_api_pub/"> 

<grammars> 

<include xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" href="https: 

//<hostname>:<port>/webservices/rest/Invoice/? 

XSD=CREATE_INVOICE_SYNCH_TYPEDEF.xsd" /> 

</grammars> 

<resources base="http://<hostname>:<port>/webservices/rest/Invoice/"> 

<resource path="/create_invoice/"> 

<method id="CREATE_INVOICE" name="POST"> 

<request> 

<representation mediaType="application/xml" type="tns1: 

InputParameters" /> 

<representation mediaType="application/json" type="tns1: 

InputParameters" /> 

</request> 

<response> 

<representation mediaType="application/xml" type="tns1: 

OutputParameters" /> 

<representation mediaType="application/json" type="tns1: 

OutputParameters" /> 

</response> 

</method> 

</resource> 

</resources> 

</application> 

配置された RESTサービスのインタフェース・タイプが Java Beanサービスまたはアプリ

ケーション・モジュール・サービスの場合は、サポートされるメソッドとして GETおよび

POSTの両方が表示される可能性があります。たとえば、次のWADL記述では、従業員

情報サービスに含まれる 2つの Java メソッドが示されています。getAllReports 操作

は GET メソッドを指定して実装され、getPersonInfo 操作は POSTおよび GET HTTP

メソッドの両方を指定して実装されます。 
  

http://xmlns.oracle/
http://xmlns.oracle.com/apps/ar/rest/ar/create_invoice/
http://xmlns.oracle/
http://www.w3.org/2001/XMLSchema
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<xml version="1.0" encoding="UTF-8"> 

<application name="EmployeeInfo" 

targetNamespace="http://xmlns.oracle. 

com/apps/per/soaprovider/pojo/employeeinfo/" 

xmlns:tns="http://xmlns.oracle. 

com/apps/per/soaprovider/pojo/employeeinfo/" 

xmlns="http://wadl.dev.java.net/2009/02" xmlns:xsd="http://www.w3. 

org/2001/XMLSchema" 

xmlns:tns1="http://xmlns.oracle. 

com/apps/fnd/rest/empinfo/getallreports/" 

xmlns:tns2="http://xmlns.oracle. 

com/apps/fnd/rest/empinfo/getdirectreports/" 

xmlns:tns3="http://xmlns.oracle. 

com/apps/fnd/rest/empinfo/getpersoninfo/"> 

<grammars> 

... 

</grammars> 

<resources 

base="http://<hostname>:<port>/webservices/rest/empinfo/"> 

<resource path="/getAllReports/"> 

<method id="getAllReports" name="GET"> 

<request> 

<param name="ctx_responsibility" type="xsd:string" 

style="query" required="false" /> 

<param name="ctx_respapplication" type="xsd:string" 

style=" query" required="false" /> 

<param name="ctx_securitygroup" type="xsd:string" style="query" 

required="false" /> 

<param name="ctx_nlslanguage" type="xsd:string" style="query" 

required="false" /> 

<param name="ctx_orgid" type="xsd:int" style="query" required=" 

false" /> 

</request> 

<response> 

<representation mediaType="application/xml" type="tns1: 

getAllReports_Output" /> 

<representation mediaType="application/json" type="tns1: 

getAllReports_Output" /> 

</response> 

</method> 

</resource> 

... 

<resource path="="/getPersonInfo/ {personId}/"> 

<param name="personId" style="template" required="true" 

type="xsd:int" 

/> 

<method id="getPersonInfo" name="GET"> 

<request> 

<param name="ctx_responsibility" type="xsd:string" 

style="query" required="false" /> 

<param name="ctx_respapplication" type="xsd:string" 

style=" query" required="false" /> 

<param name="ctx_securitygroup" type="xsd:string" style="query" 

required="false" /> 

<param name="ctx_nlslanguage" type="xsd:string" style="query" 

required="false" /> 

<param name="ctx_orgid" type="xsd:int" style="query" required=" 

false" /> 

</request> 

<response> 

<representation mediaType="application/xml" type="tns3: 

getPersonInfo_Output" /> 

<representation mediaType="application/json" type="tns3: 

getPersonInfo_Output" /> 

</response> 

</method> 

</resource> 

<resource path="/getPersonInfo/"> 

  

http://xmlns.oracle/
http://xmlns.oracle/
http://xmlns.oracle/
http://wadl.dev.java.net/2009/02
http://xmlns.oracle/
http://xmlns.oracle/
http://xmlns.oracle/
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<method id="getPersonInfo" name="POST"> 

<request> 

<representation mediaType="application/xml" 

type="tns3: getPersonInfo_Input" /> 

<representation mediaType="application/xml" 

type="tns3: getPersonInfo_Output" /> 

</request> 

<response> 

<representation mediaType="application/xml" 

type="tns3: getPersonInfo_Input" /> 

<representation mediaType="application/xml" 

type="tns3: getPersonInfo_Output" /> 

</response> 

</method> 

</resource> 

</resource path> 

</application> 

配置済 RESTサービスが Inbound方向のオープン・インタフェース表の場合は、サービス

操作表に 4つすべての HTTP メソッドが表示されます。次の AR Autoinvoice オープ

ン・インタフェース表のWADLの例では(関連するコンカレント・プログラムの内部名は

RAXMTR)、4つの HTTP メソッドすべてを指定して RA_INTERFACE_LINES_ALL 操作

が実装され、POST メソッドを指定して関連するコンカレント・プログラム

SUBMIT_CP_RAXMTR が実装されます。 

• 選択されたオープン・インタフェースの AR自動インボイスに含まれる各オー

プン・インタフェース表の名前が、1つのリソース・エントリ(<resource 

path>)に選択された HTTP メソッドとともに示されています。たとえば、この

例の表名 RA_INTERFACE_LINES_ALL は、選択された 4つのメソッド

(GET、POST、PUT および DELETE)とともに 1つのリソース・エントリに示さ

れ、関連するコンカレント・プログラム SUBMIT_CP_RAXMTR は、POST とと

もに別のリソース・エントリに含まれています。 

• GET および DELETE メソッドの場合は、「職責」、「職責アプリケーション」、

「セキュリティ・グループ」、「NLS言語」および「組織 ID」複合型などのアプリ

ケーション・コンテキスト値が、RESTHeader要素で問合せ文字列として渡さ

れます。 
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<?xml version = '1.0' encoding = 'UTF-8'?> 

<application name="RAXMTR" targetNamespace="http://xmlns.oracle. 

com/apps/ar/rest/autoinvoice" xmlns="http://wadl.dev.java.net/2009/02" 

xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:tns1="http://xmlns. 

oracle.com/apps/ar/rest/autoinvoice/RA_INTERFACE_LINES_ALL"> 

<grammars> 

<include 

href="http://<hostname>:<port>/webservices/rest/autoinvoice/? 

XSD=RA_INTERFACE_LINES_ALL_post.xsd" xmlns="http://www.w3. 

org/2001/XMLSchema"/> 

<include 

href="http://<hostname>:<port>/webservices/rest/autoinvoice/? 

XSD=RA_INTERFACE_LINES_ALL_get.xsd" xmlns="http://www.w3. 

org/2001/XMLSchema"/> 

<include 

href="http://<hostname>:<port>/webservices/rest/autoinvoice/? 

XSD=RA_INTERFACE_LINES_ALL_put.xsd" xmlns="http://www.w3. 

org/2001/XMLSchema"/> 

<include 

href="http://<hostname>:<port>/webservices/rest/autoinvoice/? 

XSD=RA_INTERFACE_LINES_ALL_delete.xsd" xmlns="http://www.w3. 

org/2001/XMLSchema"/> 

<include 

href="http://<hostname>:<port>/webservices/rest/autoinvoice/? 

XSD=SUBMIT_CP_RAXMTR_post.xsd" xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 

/> 

</grammars> 

<resources 
base="http://<hostname>:<port>/webservices/rest/autoinvoice 

/"><resource path="RA_INTERFACE_LINES_ALL/"> 
<method id="RA_INTERFACE_LINES_ALL_get" name="GET"> 

<request> 

<param name="ctx_responsibility" type="xsd:string" style="query" 

required="false"/> 

<param name="ctx_respapplication" type="xsd:string" style=" 

query" required="false" /> 

<param name="ctx_securitygroup" type="xsd:string" style="query" 

required="false" /> 

<param name="ctx_nlslanguage" type="xsd:string" style="query" 

required="false" /> 

<param name="ctx_orgid" type="xsd:int" style="query" required=" 

false" /> 

<param name="select" type="xsd:string" style="query" required=" 

false"/> 

<param name="filter" type="xsd:string" style="query" required=" 

false"/> 

<param name="sort" type="xsd:string" style="query" required="false" 

/> 

<param name="offset" type="xsd:string" style="query" required=" 

false"/> 

<param name="limit" type="xsd:string" style="query" 

required="false" 

/> 

</request> 

<response> 

<representation mediaType="application/xml" type="tns1: 

RA_INTERFACE_LINES_ALL_Output"/> 

<representation mediaType="application/json" type="tns1: 

RA_INTERFACE_LINES_ALL_Output" /> 

<representation mediaType="text/csv" type="tns1: 

RA_INTERFACE_LINES_ALL_Output"/> 

</response> 

</method> 
<method id="RA_INTERFACE_LINES_ALL_post" name="POST"> 

<request> 

<representation mediaType="application/xml" type="tns1: 

RA_INTERFACE_LINES_ALL_Input"/> 

<representation mediaType="application/json" type="tns1: 

RA_INTERFACE_LINES_ALL_Input" /> 

<representation mediaType="text/csv" type="tns1: 

RA_INTERFACE_LINES_ALL_Input"/> 

</request> 

<response> 

  

http://xmlns.oracle/
http://wadl.dev.java.net/2009/02
http://www.w3.org/2001/XMLSchema
http://xmlns/
http://www.w3.org/2001/XMLSchema
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<representation mediaType="application/xml" 

type="tns1: RA_INTERFACE_LINES_ALL_Output"/> 

<representation mediaType="application/json" 

type="tns1: RA_INTERFACE_LINES_ALL_Output" /> 

<representation mediaType="text/csv" 

type="tns1: RA_INTERFACE_LINES_ALL_Output"/> 

</response> 

</method> 

<method id="RA_INTERFACE_LINES_ALL_put" name="PUT"> 

<request> 

<representation mediaType="application/xml" 

type="tns1: RA_INTERFACE_LINES_ALL_Input"/> 

<representation mediaType="application/json" 

type="tns1: RA_INTERFACE_LINES_ALL_Input" /> 

<representation mediaType="text/csv" 

type="tns1: RA_INTERFACE_LINES_ALL_Input"/> 

</request> 

<response> 

<representation mediaType="application/xml" 

type="tns1: RA_INTERFACE_LINES_ALL_Output"/> 

<representation mediaType="application/json" 

type="tns1: RA_INTERFACE_LINES_ALL_Output" /> 

<representation mediaType="text/csv" 

type="tns1: RA_INTERFACE_LINES_ALL_Output"/> 

</response> 

</method> 

<method id="RA_INTERFACE_LINES_ALL_delete" name="DELETE"> 

<request> 

<param name="ctx_responsibility" type="xsd:string" 

style="query" required="false"/> 

<param name="ctx_respapplication" type="xsd:string" 

style=" query" required="false" /> 

<param name="ctx_securitygroup" type="xsd:string" 

style="query" required="false" /> 

<param name="ctx_nlslanguage" type="xsd:string" 

style="query" required="false" /> 

<param name="ctx_orgid" type="xsd:int" style="query" 

required=" false" /> 

<param name="filter" type="xsd:string" style="query" 

required=" false"/> 

</request> 

<response> 

<representation mediaType="application/xml" 

type="tns1: RA_INTERFACE_LINES_ALL_Output"/> 

<representation mediaType="application/json" 

type="tns1: RA_INTERFACE_LINES_ALL_Output" /> 

<representation mediaType="text/csv" 

type="tns1: 

RA_INTERFACE_LINES_ALL_Output"/></response> 

</method> 

</resource><resource path="SUBMIT_CP_RAXMTR/"> 

<method id="SUBMIT_CP_RAXMTR_post" name="POST"> 

<request> 

<representation mediaType="application/xml" 

type="tns1: SUBMIT_CP_RAXMTR_Input"/> 

<representation mediaType="application/json" 

type="tns1: SUBMIT_CP_RAXMTR_Input" /> 

<representation mediaType="text/csv" 

type="tns1: SUBMIT_CP_RAXMTR_Input"/> 

</request> 

<response> 

<representation mediaType="application/xml" 

type="tns1: SUBMIT_CP_RAXMTR_Output"/> 

<representation mediaType="application/json" 

type="tns1: SUBMIT_CP_RAXMTR_Output" /> 

<representation mediaType="text/csv" 

type="tns1: SUBMIT_CP_RAXMTR_Output"/> 
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</response></resource> 

</resources> 

</application> 

WADL記述の詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway開発者ガイドの

「WADL要素詳細のレビュー」を参照してください。 

REST Webサービスを配置するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責と「統合リポジトリ」リンクを選択します。 

2. 「統合リポジトリ」タブで、「表示別」ドロップダウン・リストから「インタフェース・タイプ」を

選択します。 

3. インタフェース・タイプ・ノードを展開して、必要とするインタフェース定義を見つけま

す。 

4. インタフェース定義名のリンクをクリックして、インタフェースの詳細ページを開きます。 

5. 「REST Webサービス」タブで、次の情報を入力します。 

• サービス別名: サービス別名の情報を指定します。 

• 「サービス操作」表で、RESTサービス操作として公開する 1つまたは複数のメソッド

を選択します。 

選択されたインタフェースのインタフェース・タイプが Java Beanサービス、アプリ

ケーション・モジュール・サービス、オープン・インタフェース表またはオープン・イン

タフェース・ビューの場合は、RESTサービス操作として公開するメソッドの必要な

HTTP メソッドのチェック・ボックスを選択します。 

6. 「配置」をクリックして、Oracle E-Business Suite環境にサービスを配置します。 

7. 配置された「WADLの表示」リンクをクリックして、配置されたWADL記述を表示しま

す。 

REST Webサービスの配置解除 

RESTサービスが正常に配置されると、「REST Webサービス」タブに「配置解除」ボタンが

表示されます。管理者はこれを使用して、サービスを配置解除し、同時にサービスを初期

ステータスである「未配置」に戻すことができます。 
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「配置解除」ボタンが強調表示されたインタフェース詳細ページ 

 

サービスが配置解除されると、既存のまたは実行中のサービス要求はすべて完了され、新

しい要求が許可されなくなることに注意してください。関連するサービス・アーティファクトが

システムから削除されます。 

配置解除が正常に行われると、「RESTサービス・ステータス」フィールドに「未配置」と表示

されます。先に入力したサービス別名の値が非表示になるため、管理者は次の配置を行う

前にサービス別名を再度入力できます。 
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「未配置」ステータスが強調表示された「REST Webサービス」タブ 

 

REST Webサービスを配置解除するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責と「統合リポジトリ」リンクを選択します。 

2. 「統合リポジトリ」タブで、「表示別」ドロップダウン・リストから「インタフェース・タイプ」を

選択します。 

3. インタフェース・タイプ・ノードを展開して、必要とするインタフェース定義を見つけま

す。 

4. インタフェース定義名のリンクをクリックして、インタフェースの詳細ページを開きます。 

5. 「REST Webサービス」タブで、「配置解除」をクリックしてサービスを配置解除します。 

SOAPおよび REST Webサービスのサポートを備えたインタフェースの付与

の管理 
「統合管理者」ロールを持つユーザーは、特定のユーザー、複数のユーザーまたはユー

ザーのグループに対する付与を作成できます。特定のサービスまたは操作についてユー

ザーに付与された権限は、SOAPサービスおよび RESTサービスの両方に適用されます。 

注意: このリリースでは、PL/SQL API とコンカレント・プログラムのみを、SOAP

サービスと RESTサービスの両方として公開できます。Java Beanサービス、アプ

リケーション・モジュール・サービス、オープン・インタフェース表、オープン・イン

タフェース・ビューは、RESTサービスとしてのみ公開できます。 

PL/SQL API、コンカレント・プログラム、Java Beanサービス、アプリケーション・モジュー

ル・サービス、オープン・インタフェース表およびオープン・インタフェース・ビューの「付与」

タブでの付与の管理 

PL/SQL API、コンカレント・プログラム、Java Beanサービス、アプリケーション・モジュール・

サービス、オープン・インタフェース表およびオープン・インタフェース・ビューのセキュリ

ティ付与は、インタフェース詳細ページの「付与」タブで管理されます。 
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「付与」タブが強調表示されたインタフェース詳細ページ 

 

SOAPサービスのみがサポートされるインタフェースでは、セキュリティ付与はかわりに「メ

ソッド」リージョンで管理されます。参照: SOAP Webサービスのみのセキュリティ付与の管

理、ページ 3-23。 

セキュリティ付与の作成 

管理者は、選択したインタフェースに含まれるプロシージャおよび関数またはメソッドを 1

つ以上選択して、「付与の作成」をクリックできます。「付与の作成」ページが表示され、管

理者はこのページでユーザー、ユーザー・グループまたはすべてのユーザーに対して選

択したメソッドのアクセス権限を付与できます。 

メソッドのアクセス権限が被付与者に付与されると、関連する SOAPサービス操作および

RESTサービス操作へのアクセス権限が同時に付与されます。たとえば、ユーザー

(OPERATIONS)に、Change User Name という名前のメソッドに対するアクセス権限が付与

されている場合、そのメソッドが SOAPサービス操作または RESTサービス操作として公開

されているかどうかにかかわらず、同じ付与を通じて、両方のサービス・タイプの Change 

User Name操作へのアクセス権限がユーザーOPERATIONSに付与されます。 

• PL/SQLインタフェースは、同期パターンおよび非同期パターンの両方をサ

ポートする SOAPサービスとして公開できます。選択されたメソッド名に対す

るセキュリティ付与は、両方のパターンの生成されたサービスに適用されま

す。 
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• 選択されたインタフェースに過負荷機能が含まれている場合、そのそれぞれ

に対し、「付与の作成」機能を使用して一意に権限を付与できます。付与の

ために複数の過負荷機能を選択した場合、表には選択された機能名に

チェックが付けられた「過負荷」列が表示されます。 

過負荷機能が示された「付与の作成」ページ 

 

セキュリティ付与の取消 

管理者は、次の方法でセキュリティ付与を取り消すことができます。 

• 選択されたすべてのプロシージャまたはメソッドに共通で割り当てられている付与の取

消 

以前に作成した付与を取り消すプロシージャおよび関数またはメソッドを複数選択し、

「付与の取消」をクリックします。これにより「付与の取消」ページが開き、このページで、

選択したメソッドに共通で割り当てられている既存の付与を見つけることができます。 

たとえば、選択したインタフェースに次の付与があるとします。 

方法名 被付与者 

Change User Name SYSADMIN 

OPERATIONS 

Test User Name OPERATIONS  

MKTMGR  

BUSER 

Validate User Name BUSER  

OPERATIONS 
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特定のユーザー(被付与者タイプ) OPERATIONS (被付与者名)に、選択したインタ

フェースに含まれているすべてのメソッドに対する権限が共通で付与されています。そ

のため、すべてのメソッドに対する共通の付与として、ユーザーOPERATIONSのみが

示されています。 

この共通付与を取り消すには、まずこれら 3つのメソッドのチェック・ボックスを選択して

から、「付与の取消」をクリックします。これにより、これらの選択されたメソッドに割り当て

られている共通付与のユーザーOPERATIONSが取り消されます。 

表に複数の共通付与がリストされている場合は、「付与の取消」をクリックする前に、必

要な共通付与を表から選択します。 

• 単一のプロシージャおよび関数またはメソッドの付与の取消 

インタフェース詳細ページの「付与」タブで、必要なメソッドを選択し、「付与の取消」を

クリックします。「付与の取消」ページに、選択したメソッドに対して作成された既存の付

与が表示されます。 

取り消す付与を表から選択し、「付与の取消」をクリックして選択した付与を取り消しま

す。 

付与詳細の表示 

各付与には、被付与者タイプ、被付与者名および付与が直接付与(たとえば、特定のユー

ザーOPERATIONS)またはその他の付与方法(たとえば、ユーザー・グループMarketing 

Groupを介して)のいずれかを使用して行われたかに関する情報が含まれます。 

付与詳細を表示するには、表示するメソッドの「付与」アイコンをクリックします。付与詳細を

示すポップアップ・ウィンドウが表示されます。 

「付与」タブの他に、「SOAP Webサービス」タブおよび「REST Webサービス」タブでも、目

的のメソッドの付与詳細を表示できます。 

付与を作成するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責と「統合リポジトリ」リンクを選択します。 

2. 「統合リポジトリ」タブで、「表示別」ドロップダウン・リストから「インタフェース・タイプ」を

選択します。 

3. インタフェース・タイプ・ノードを展開し、RESTサービスまたは SOAPサービスおよび

RESTサービスの両方として公開できるインタフェース定義をクリックします。 

インタフェース詳細ページが表示されます。 
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4. 「付与」タブで、付与を作成する 1つ以上のプロシージャおよび関数またはメソッドの

名前を選択します。 

5. 「付与の作成」をクリックします。「付与の作成」ページが表示されます。 

6. 被付与者タイプを選択します。 

• 特定のユーザー 

• ユーザーのグループ 

• 全ユーザー 

7. 「特定のユーザー」または「ユーザーのグループ」を選択した場合は、「被付与者名」

フィールドに、付与を作成する対象となるユーザーまたはグループを指定します。 

8. 「付与の作成」をクリックします。 

インタフェースの詳細ページが再表示されます。 

付与を表示または削除するには: 

インタフェースの詳細ページの方法のリストで、直接、既存の付与を表示および削除できま

す。 

1. RESTサービスとして公開できる選択したインタフェースに移動します。 

2. 付与詳細を表示するには: 

「付与」タブ、「REST Webサービス」タブまたは「SOAP Webサービス」タブ(表示され

ている場合)で、特定の操作の「付与」アイコンをクリックします。ポップアップ・ウィンド

ウが表示され、このウィンドウで選択した操作の付与詳細を表示できます。 

3. 「付与」タブで付与を取り消すには: 

• 選択したすべてのメソッドの共通付与を取り消すには 

表から複数のメソッドを選択し、「付与の取消」をクリックします。「付与の取消」

ページが表示されます。表から 1つ以上の共通付与を選択し、「付与の取消」をク

リックします。 

• 単一のメソッドの付与を取り消すには 

表から目的のメソッドを選択し、「付与の取消」をクリックします。 

表から 1つ以上の既存の付与を選択し、「付与の取消」をクリックして付与を取り

消します。 
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Antスクリプトを使用した RESTサービス・ライフ・サイクル・アクティビティの管理 

SOAPサービスと同様に、管理者は Antスクリプト

$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml を使用して、コマ

ンドラインからサービスの配置や配置解除などの RESTサービスの設計時アクティビティを

実行できます。 

$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xmlの使用方法: 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

usage 

注意: スクリプトによって、スクリプトの場所にログ・ファイルが作成されます。このた

め、isgDesigner.xml をなんらかの<TEMP_DIRECTORY>にコピーし、

<TEMP_DIRECTORY>にあるスクリプトを使用することをお薦めします。 

設計アクティビティに関連する使用方法 

isgDesigner.xmlスクリプトは、次のいずれかの方法で使用できます。 

• 引数なしでスクリプトを実行します たとえば、次のように入力します: ant -

f$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

プロンプトが表示されたら、引数を入力します。 

注意: 入力内容を二重引用符で囲まないでください。 

• 引数とコマンドを使用してスクリプトを実行します 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

Dactions=<comma separated list of operations> - 

DserviceType=REST -DirepNames=<interface_name[{function1: 

<interactionPattern>:<VerbList>}{function2...}]> - 

Dverbose=<ON|OFF> -Dalias=<Alias> 

例: 

• ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

- Dactions=deploy -DserviceType=REST -

DirepNames=FND_USER_PKG [{TESTUSERNAME:SYNC:POST}] -

Dverbose=ON - Dalias=FndUserPkgSvc 

• ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

- Dactions=deploy -DserviceType=REST -DirepNames=" 

FND_USER_PKG[{TESTUSERNAME:SYNC:POST}],FND_MESSAGE 

[{GET_TEXT_NUMBER::POST}]" -Dverbose=ON -Dalias=" 

FndUserPkgSvc,FndMessageSvc" 
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この方法を使用してアクションと irepNamesを渡すときには、次の条件に注意してくださ

い。 

• 複数のアクションや irepNamesをコマンドライン引数として渡す場合は、二重引用

符で囲みます。たとえば、次のようにします。 

-Dactions="method1, method2,.." 

-DirepNames="FND_USER_PKG[{function1:SYNC:POST} 
{function2::}],HR_APPRAISALS_API" 

• 1つのアクションまたは irepNameのみをコマンドライン引数として渡す場合は、二重

引用符で囲む必要はありません。 

• ディスクリプタ・ファイルとコマンドを入力として使用してスクリプトを実行します 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

Dfile=<absolute path of service descriptor file> - 

Dverbose=<ON|OFF> 

設計時アクティビティの実行に必要となる引数の値は、ファイル内で指定されていま

す。 

「スクリプトでの RESTサービスの入力ディスクリプタ・ファイルの使用」(ページ 3-69)を

参照してください。 

引数の説明 

isgDesigner.xml の有効な引数の説明は、次のとおりです。 

• actions: 実行するアクションのカンマ区切りリスト。サポートされる操作のリストを次に示

します。 

• deploy: RESTサービス・アーティファクトを生成し、生成されたサービスを配置しま

す。 

• undeploy: 配置されたサービスを配置解除し、サービス・ステータスを初期ステータ

スである「未配置」に再設定します。また、Oracle E-Bsuiness Suite管理対象サー

バーからサービス・アーティファクトを削除します。 

• postclone: リリース 12.2クローン環境へのサービスの再配置を含む、postcloneのス

テップを実行します。 

アクション名を渡すときには、それらがライフ・サイクルの順に指定されていることを確認

してください。たとえば、次のようにします。 

-Dactions="deploy,undeploy" 

postcloneアクションは単独で指定する必要があります。例: 

-Dactions="postclone" 

postcloneアクションを渡す場合は、actionsおよび verbose引数のみが使用されること

に注意してください。たとえば、次のようにします。  
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ant –f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

Dactions="postclone" -Dverbose=ON 

• serviceType: (SOAP, [REST], BOTH): RESTはサービス・タイプのデフォルト値です。

[Enter]キーを押すか、RESTの値を選択します。SOAPサービスと RESTサービスを両

方クローニングするには、値として BOTHを選択します。 

• irepNames: インタフェース名のカンマ区切りリスト。 

インタフェース名には、次のいずれかの構文を使用します。 

• interface_name 

• interface_name[{function1:<interactionPattern>:<VerbList>} 

{function2:<interactionPattern>:<VerbList>} 

{funcntion3...}] 

• 山カッコ(< >)は、オプションのプレースホルダ値を表します。 

• <VerbList>は、+によって区切られる動詞のリストを表します。たとえば、

interface_name[{function1:SYNC:GET+POST}]です。 

注意: コロン(:)は、これらの例では必須です。 

たとえば、Inbound 方向のオープン・インタフェース表 RAXMTRで

は、4つの HTTP動詞(GET、POST、PUTおよび DELETE)をサポートで

きます。 

-DirepNames=RAXMTR[{RA_INTERFACE_LINES_ALL:SYNC: 

GET+POST+PUT+DELETE}] 

interface_name [{function1:SYNC:}]のような<VerbList>

が含まれていない場合、動詞リストはデフォルトでインタフェースでサポー

トされている動詞に設定されます。 

PL/SQL APIでサポートされている動詞は POSTのみであることに注意し

てください。Java Beanサービスおよびアプリケーション・モジュール・サー

ビスでサポートされている動詞は、すべての注釈付き動詞および POST

です。Outbound 方向のオープン・インタフェース表およびオープン・イ

ンタフェース・ビューでは、サポートされている動詞は GETのみです。 

• <interactionPattern>は、相互作用パターンを表します。REST

サービスでは、サポートされている相互作用パターンは SYNC (同期)の

みです。 

interface_name[{function1::POST}]のような

<interactionPattern>が含まれていない場合、相互作用パターン

はデフォルトで SYNCに設定されます。 

interface_name[{function1::}]のような、オプションのプレー

スホルダ値がいずれも含まれていない場合、相互作用パターンはデフォ

ルトで SYNCに設定され、動詞リストはデフォルトでインタフェースでサ

ポートされている動詞に設定されます。  
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interface_name のみが指定されている場合は、同期相互作用パ

ターンとサポートされている動詞を使用してすべての関数が生成されま

す。 

• サポートされていない相互作用パターンまたは動詞を渡すと、エラーになり

ます。 

複数のインタフェースをカンマで区切って指定し、irepNameとして渡すことができます。 

たとえば、-DirepNames="oracle.apps.fnd.rep.ws.service. 

EbsRestLocator[{function1:SYNC:GET+POST}],FND_USER_PKG 

[{function1::POST}]"のようにします 

• file: インタフェースと、インタフェースに対して実行するアクションが含まれている(サー

ビス・ディスクリプタ) XMLファイルの絶対パス。 

たとえば、-Dfile=/u01/oracle/isg_service.xml のようにします 

• verbose: [ON|OFF] デフォルト値は OFFです。たとえば、-Dverbose=OFF のようにし

ます 

• alias: これは、RESTサービスでは必須です。複数のサービスが配置されている場合

は、カンマ区切りの別名を使用します。 

たとえば、-Dalias="FndUserPkgSvc,FndMessageSvc"のようにします。 

使用方法の例 

• アクションのサンプル・コマンド(アクションおよびインタフェース名が渡されます): 

• PL/SQL API FND_USER_PKに含まれている TESTUSERNAMEを、

FndUserPkgSvc という名前の RESTサービス操作として、POST HTTP動詞を指

定して配置します。 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

- Dactions=deploy -DserviceType=REST -

DirepNames=FND_USER_PKG [{TESTUSERNAME:SYNC:POST}] -

Dverbose=ON - 
Dalias=FndUserPkgSvc 

• 1つのコマンドを使用して、次の PL/SQL APIを RESTサービスとして配置します。 

• PL/SQL API FND_USER_PKに含まれている TESTUSERNAMEを、

FndUserPkgSvc という名前の RESTサービス操作として、POST HTTP動詞

を指定して配置します 

• PL/SQL API FND_MESSAGEに含まれている GET_TEXT_NUMBERを、

FndMessageSvc という名前の RESTサービス操作として、POST HTTP動詞を指

定して配置します 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

- Dactions=deploy -DserviceType=REST -DirepNames=" 

FND_USER_PKG[{TESTUSERNAME:SYNC:}],FND_MESSAGE 

[{GET_TEXT_NUMBER::POST}]" -Dverbose=ON -Dalias=" 
FndUserPkgSvc,FndMessageSvc"  



 

 

ネイティブ統合インタフェースおよびサービスの管理 3-69 
 

• RAXMTRオープン・インタフェースに含まれているオープン・インタフェース表

RA_INTERFACE_LINES_ALLを、raxmtr という名前の RESTサービス操作と

して、サポートされている 4つの HTTP動詞を指定して配置解除してから配置しま

す。 

ant -f 

$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

DirepNames=RAXMTR[{RA_INTERFACE_LINES_ALL:SYNC: 

GET+POST+PUT+DELETE}] -DserviceType=REST -Dalias=raxmtr 

- Dactions="undeploy,deploy" -Dverbose=ON 

• オープン・インタフェース・ビューEGO_ITEM_SYNC_Vを、ego という名前の

RESTサービスとして、GET HTTP動詞を指定して配置します。 

ant -f 

$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

DirepNames=EGO_ITEM_SYNC_V[{EGO_ITEM_SYNC_V:SYNC:GET}] 

- 

DserviceType=REST -Dalias=ego -Dactions="deploy" - 

Dverbose=ON 

• 既存の 12.2.x環境から RESTサービスをクローニングします 

ant -f 

$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

Dactions="postclone" -Dverbose=ON 

Enter Service Type : (SOAP, [REST], BOTH) 

REST は、サービス・タイプのデフォルト値です。SOAPサービスと RESTサービス

を両方クローニングするには、値として BOTHを選択します。 

• 設計時アクションを XMLファイルから実行するサンプル・コマンド: 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml - 

Dfile=/u01/oracle/isg_service.xml 

スクリプトでの RESTサービスの入力ディスクリプタ・ファイルの使用 

この項では、必須の引数値を含むディスクリプタ・ファイルを使用して、RESTサービスの設

計時アクティビティを管理する方法について説明します。 

例 1 - すべての PL/SQL関数およびコンカレント・プログラムの RESTサービス操作として

の配置 

太字で強調表示されている必須の引数値(<REST_ACTIONS>、

<ALIAS>USER</ALIAS>および<ALL_FUNCTIONS/>など)を提供する次のディスクリ

プタ・ファイルを使用して、この PL/SQL API FND_USER_PKG に含まれるすべての関数を

POST HTTP メソッドを指定して RESTサービスとして配置します。 

デフォルトでは、PL/SQL APIは、POST HTTP メソッドおよび同期相互作用パターンを指

定して、RESTサービスとしてのみ公開できることに注意してください。したがって、引数

<ALL_FUNCTIONS/>は、ディスクリプタ・ファイルの引数<ALL_FUNCTIONS 

pattern=" SYNC"/>、<ALL_FUNCTIONS verb="POST"/>または

<ALL_FUNCTIONS pattern="SYNC" verb="POST"/>と同様に機能します。 
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<INTERFACE> 

<NAME>FND_USER_PKG</NAME> 

<TYPE>PLSQL</TYPE> 

<REST_ACTIONS> 

<DEPLOY> 

<ALIAS>USER</ALIAS> 

<!-- GENERATES ALL FUNCTIONS WITH DEFAULT VERB "POST" AND 

DEFAULT ITERACTION PATTERN "SYNC" FOR PLSQL--> 

<ALL_FUNCTIONS/> 

</DEPLOY> 

<UNDEPLOY/> 

</REST_ACTIONS> 

<SOAP_ACTIONS> 

... 

</SOAP_ACTIONS> 

</INTERFACE> 

PL/SQL APIおよびコンカレント・プログラムは、SOAPサービスおよび RESTサービスの両

方として公開できるため、同じディスクリプタ・ファイルに、SOAPサービス設計時アクティビ

ティに必須の引数値も含めることができます。参照: スクリプトでの SOAPサービスの入力

ディスクリプタ・ファイルの使用、ページ 3-36。 

例 2 - POSTおよび GET両方の HTTP メソッドを指定した、Java Beanサービス・インタ

フェース・タイプの RESTサービス操作としての配置 

次の例では、ディスクリプタ・ファイルを使用して、INTERFACE4 という名前の Java Bean

サービス・インタフェース・タイプを、POSTおよび GET両方の HTTP メソッドを指定して

RESTサービスとして配置します。 

具体的には、RESTサービスの別名が引数<ALIAS>ALIAS4</ALIAS>で指定され、イ

ンタフェースに含まれるすべてのサービス操作を GETおよび POST両方の HTTP メソッド

を指定して配置する必要があります(これは、このディスクリプタ・ファイルの引数

<FUNCTIONS_LIST pattern="SYNC" verb="GET,POST"/>で示されていま

す)。 

Java Beanサービスおよびアプリケーション・モジュール・サービスは、RESTサービスとして

のみ公開できることに注意してください。 
<INTERFACE> 

<NAME>INTERFACE4</NAME> 

<TYPE>JAVA</TYPE> 

<REST_ACTIONS> 

<DEPLOY> 

<ALIAS>ALIAS4</ALIAS> 

<!-- GENERATES ALL FUNCTIONS WITH VERB "GET,POST" AND 

ITERACTION PATTERN "SYNC" FOR POJO SERTVICES--> 

<ALL_FUNCTIONS pattern="SYNC" verb="GET,POST"/> 

</DEPLOY> 

<UNDEPLOY/> 

</REST_ACTIONS> 

</INTERFACE> 

その他の使用方法 

$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml スクリプトは多目

的スクリプトです。これを使用して、診断テストを実行したり、インスタンスから構成ファイル

をダウンロードすることもできます。 

• 一般 XMLゲートウェイ・サービスの配置、ページ 3-39  
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• 引数 irepNamesの使用方法情報の取得、ページ 3-39 

• 診断テストの実行、ページ 3-40 

SOAPサービスのライフ・サイクル・アクティビティを管理するには、「Antスクリプトを使用し

た SOAPサービス・ライフ・サイクル・アクティビティの管理」(ページ 3-32)を参照してくださ

い。 
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4  
コンポジット・サービス - BPELの管理 

概要 

コンポジット・サービスは、SOAベースのアプリケーションのアセンブル方法を定義する仕

様のセットです。これは、複雑なビジネス・プロセス要件を記述する 1つ以上のサービスで

構成できます。たとえば、コンポジット・サービス - BPELタイプは、様々なアプリケーション

によって処理される可能性がある、より複雑なビジネス・プロセス(受注-入金など)を管理す

るためにサービス・オーケストレーションで使用できます。 

コンポジット・サービス - BPELタイプには、独自のWSDL定義およびサービス・エンドポイ

ントが含まれており、外部Webサービス・クライアントはこれらを使用して実行時にサービス

を起動できます。 

Oracle SOA Suite 11gおよび Oracle SOA Suite 12cでは、BPELプロセスは関連する SOA

コンポジット・アプリケーションとともに管理および配置されることに注意してください。

Oracle SOA Suite 10gでは、これは個別のコンポーネントとして開発および配置されます。 

統合リポジトリには、このリリースのカタログとして、Oracle SOA Suite 10gのコンポジット・

サービス - BPELが表示されます。 

この章では、次のトピックを取り上げます。 

• コンポジット・サービス - BPELの有効化プロセスについて、ページ 4-1 

• コンポジット・サービス - BPELの管理、ページ 4-3 

コンポジット・サービス - BPELの有効化プロセスについて 

コンポジット・サービスを設計するために、統合開発者は Oracle JDeveloper 10g (Service 

Designer)で BPELプロセス・コンポーネントを使用して、一連のサービス・コンポーネントを

ビジネス機能ごとにまとめます。新しく作成されたコンポジット・サービス - BPEL定義には、

まず統合リポジトリ・アノテーションの標準に基づいて注釈付けする必要があります。「統合

管理者」ロールを持つユーザーは、統合リポジトリ・パーサーという名前のスタンドアロン設

計時ツールを使用して、注釈付けされたファイルを検証する必要があります。検証後、統

合リポジトリ・ローダー(iLDT)ファイルが生成され、FNDLOADコマンドを使用して統合リポ

ジトリにアップロードされます。 
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コンポジット・サービス - BPELタイプは、統合リポジトリのユーザー・インタフェースから表示

および検索できます。 

次の図は、有効化プロセスの概要を示しています。 

コンポジット・サービス - BPELの有効化プロセス 

 

「統合リポジトリ・コンポジット・サービスのダウンロード」権限セット

(FND_REP_DOWNLOAD_PERM_SET)を介してコンポジット・サービスのダウンロード権

限を付与されたユーザーは、自分のローカル・ディレクトリにコンポジット - BPELファイルを

ダウンロードできます。統合開発者は、Oracle JDeveloper 10gを使用してダウンロードされ

た BPELファイルを開き、サービス処理のために Oracle SOA Suite 10gで BPELサーバー

に配置する前に、必要に応じてファイルを変更できます。 

注意: コンポジット・サービス - BPELタイプは、Oracle SOA Suite 10gでサポートさ

れます。たとえば、コンポジット - BPELタイプを、Oracle SOA Suite 10g BPEL 

Process Managerの BPELサーバーまたは J2EE環境のサード・パーティの BPEL 

PMに Oracle JDeveloperを介して配置できます。 

コンポジット - BPEL定義の統合リポジトリへのアップロード方法の詳細は、「カスタム統合イ

ンタフェースの有効化プロセス・フロー」(ページ 5-2)を参照してください。 

統合リポジトリ・アノテーションの標準の詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gateway開発者ガイドの「コンポジット・サービス BPELのアノテーション」を参照してくださ

い。 
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コンポジット・サービス - BPELの管理 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、コンポジット・サービスに対する次

のタスクを実行できます。 

• コンポジット・サービス - BPELの表示、ページ 4-3 

その他すべてのユーザーと同様に、統合管理者は、コンポジット・サービスの要約

WSDLファイルおよび BPELファイルを含む、コンポジット・サービス - BPELの詳細を

表示できます。 

• コンポジット・サービス - BPELのダウンロード、ページ 4-4 

コンポジット・サービス - BPELの詳細を表示することの他に、管理者はコンポジット・

サービス - BPELタイプの.ZIPファイルをダウンロードすることもできます(ダウンロード

可能な場合)。 

コンポジット・サービス - BPELの表示 

注釈付けされたカスタム・コンポジット - BPEL定義が統合リポジトリにアップロードされる

と、インタフェース・タイプによる検索時に「コンポジット - BPEL」オプションがすべてのユー

ザーに表示されるようになります。 

統合管理者は、サービス名、記述、BPELファイル、WSDLファイルおよびその他の注釈

付きの情報を含む、選択したコンポジット・サービスのコンポジット詳細を表示できます。 

コンポジット・サービス - BPELを見つけるには、Oracle Integration Repositoryのブラウザ・ウィ

ンドウで、「表示別」に「インタフェース・タイプ」を指定してコンポジット・サービス・インタフェー

ス・タイプに移動するか、「検索」ページでコンポジット・サービス(「コンポジット - BPEL」など)

インタフェース・タイプを選択して検索を実行します。ブラウザ・ツリーまたは検索結果から目

的のコンポジット・サービス名のリンクをクリックして、コンポジット・サービス - BPELのインタ

フェース詳細ページを表示します。このページでは、次の操作を実行できます。 

• コンポジット・サービス - BPELの詳細を表示します。 

• 「要約WSDLの表示」リンクをクリックして、コンポジット・サービス - BPELの要約

WSDL リンクを表示します。 

• 「BPELファイル」リージョンで「BPELファイルの表示」リンクをクリックして、BPELファイ

ルを表示します。 

• 該当するコンポジット・サービス - BPELプロジェクト・ファイルをローカル・ディレクトリに

ダウンロードします。 

統合リポジトリ・アノテーションの標準の詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gateway開発者ガイドの「コンポジット・サービス BPELアノテーション」を参照してくださ

い。 

コンポジット - BPEL定義の統合リポジトリへのアップロード方法の詳細は、「カスタム統合イ

ンタフェースの有効化プロセス・フロー」(ページ 5-2)を参照してください。  
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コンポジット・サービス - BPELのダウンロード 

コンポジット・サービス - BPELの詳細、WSDLファイルおよび BPELファイルの表示に加

え、「統合管理者」ロールを持つユーザーは、コンポジット・サービス - BPELの詳細ページ

で「サービスのダウンロード」をクリックして、関連するコンポジット・サービス・ファイルが含ま

れる BPEL .JARファイルを自分のローカル・マシンにダウンロードできます。 

重要: 一般に、「統合開発者」ロールおよび「統合管理者」ロールを持つユー

ザーのみがコンポジット・サービス - BPELをダウンロードできます。ただし、

「統合リポジトリ・コンポジット・サービスのダウンロード」権限セット

(FND_REP_DOWNLOAD_PERM_SET)を介してコンポジット・サービスのダウ

ンロード権限を付与されたユーザーも、ダウンロード・アクションを実行できま

す。それ以外の場合、「サービスのダウンロード」は、デフォルトで詳細ページ

に表示されない可能性があります。 

コンポジット・サービスのダウンロード権限の付与方法の詳細は、「ロール・

ベースのアクセス管理(RBAC)セキュリティ」(ページ 6-3)を参照してください。 

コンポジット・サービス - BPELをダウンロードするには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責と「統合リポジトリ」リンクを選択します。 

2. 「統合リポジトリ」タブで、「表示別」ドロップダウン・リストから「インタフェース・タイプ」を

選択します。 

3. 「コンポジット - BPEL」インタフェース・タイプ・ノードを展開して、目的のコンポジット・

サービスを見つけます。 

4. ダウンロードするコンポジット・サービス - BPELをクリックして、コンポジット・サービス - 

BPELインタフェースの詳細ページを開きます。 

5. 「サービスのダウンロード」をクリックして、選択したコンポジット - BPELファイルをロー

カル・ディレクトリにダウンロードします。 
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5  
カスタム統合インタフェースおよびサービスの

管理 

概要 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayではカスタム統合インタフェースがサ

ポートされ、それらは、すべてのユーザーに公開できる Oracle Integration Repositoryを介

して、Oracleのシード済インタフェースとともに公開できます。 

カスタム・インタフェース定義は様々なインタフェース・タイプについて作成でき、そのカスタ

ム・インタフェース定義の対象には、XMLゲートウェイ・マップ、ビジネス・イベント、

PL/SQL、コンカレント・プログラム、ビジネス・サービス・オブジェクト、Java API、Java Bean

サービス、アプリケーション・モジュール・サービス、BPELタイプのコンポジット・サービスな

どが含まれます。ビジネス・ニーズに応じて、統合開発者は、統合リポジトリ・アノテーション

の標準に基づき、カスタム・インタフェース定義を作成して注釈付けできます。その後、注

釈付けされた定義を検証して、Oracle Integration Repositoryにアップロードできます。 

注意: EDI、オープン・インタフェース表、オープン・インタフェース・ビュー、および

フォーム用 Java APIの各インタフェースのカスタム・インタフェース・タイプは、この

リリースではサポートされていないことに注意してください。 

Oracle Integration Repositoryは、現時点で、カスタム製品ファミリやカスタム・ビジ

ネス・エンティティの作成には対応していません。 

これらのカスタム統合インタフェースは、アップロード後に、属するインタフェース・タイプに

基づいて統合リポジトリに表示されます。これらと Oracleの統合インタフェースを簡単に区

別できるように、これらのカスタム統合インタフェースはインタフェース・ソース「カスタム」を

使用してカテゴリ化される一方、Oracle E-Business Suiteの Oracleのシード済インタフェー

スはインタフェース・ソース「Oracle」を使用してカテゴリ化されます。現在、カスタム統合イン

タフェースでは、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayの機能をシームレスに

活用できます。サービス対応インタフェース・タイプのカスタム統合インタフェースは、Web

サービスとして公開できます。管理者は、ネイティブ統合インタフェースと同じ管理タスク

を、カスタム統合インタフェースに対して実行できます。 
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これらのタスクには、セキュリティ付与の作成や、配置のライフ・サイクル全体でのサービス

の生成および管理などがあります。 

カスタムWebサービスの使用のガイドライン 

ビジネス・ニーズに対応するカスタムWebサービスを作成または開発するときは、次の条

件を考慮する必要があります。 

要件 使用 

ネイティブの Oracle E-Business Suiteテクノロ

ジ(前述の PL/SQLやビジネス・サービス・オブ

ジェクトなどの、サポートされるカスタム統合イ

ンタフェース・タイプ)に基づいて、既存または

新規の Oracle E-Business Suiteのカスタマイ

ズをWebサービスとして作成できるようにしま

す 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gateway 

ビジネス・ルール、Business Activity 

Monitoring (BAM)、Webサービスの開発およ

び編成などのリッチ・サービス・インフラストラク

チャおよび統合の機能を必要とする SOAア

プリケーションと、Oracle E-Business Suiteを統

合します 

Oracle SOA Suiteと Oracle E-Business Suite 

Integrated SOA Gatewayの組合せ 

Oracle E-Business Suiteに関連付けられてい

ないカスタムWebサービスを開発します 

Oracle WebLogic Webサービス・スタック 

カスタム統合インタフェースの有効化のプロセス・フロー 

次の図に、カスタム統合インタフェースの有効化のプロセス・フロー全体を示します。 
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1. 「統合開発者」ロールを持つユーザーは、サポートされているインタフェース・タイプの

統合リポジトリ・アノテーションの標準に基づいて、カスタム統合インタフェース定義に

注釈付けします。 

参照: Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway開発者ガイドの「統合リポジト

リ・アノテーションの標準」。 

注意: カスタム・スキーマで作成されたカスタム PL/SQL API (単純なデータ型

のみ)の場合は、こうしたカスタム APIを Oracle Integration Repositoryで公開

できます。また、カスタム・スキーマのこうした APIに対して次のタスクを実行し

ます。 

1. APPSスキーマへのアクセス権限を付与します。 

1. 次のように sysdbaとしてカスタム・スキーマに接続します。 

sqlplus '/ as sysdba' 

2. 次のコマンドを使用して、アクセス権限を付与します。 

GRANT EXECUTE on <custom_schema>. 

<custom_package> TO APPS; 

2. カスタム・ストアド・プロシージャのシノニムを作成します。 

1. 次のコマンドを使用して、APPSスキーマに接続します。 

sqlplus <APPS Username> 

Enter password: <Password> 
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2. 次のコマンドを使用して、シノニムを作成します。 

CREATE SYNONYM <custom_package> FOR 

<custom_schema>.<custom_package>; 

2. 「統合管理者」ロールを持つユーザーは、注釈付きカスタム・インタフェース定義をア

ノテーションの標準に対して検証します。この検証では、設計時ツールの 1つである

統合リポジトリ・パーサー(IREPパーサー)を実行することで、注釈付きファイルを読み

取り、エラーが発生しなければ、統合リポジトリ・ローダー・ファイル(iLDT)を生成しま

す。詳細は、次を参照してください。 

• 統合リポジトリ・パーサーの設定および使用、ページ 5-5 

• ILDTファイルの生成、ページ 5-10 

3. 「統合管理者」ロールを持つユーザーは、生成された iLDTファイルを Oracle 

Integration Repositoryにアップロードします。 

参照: ILDTファイルの統合リポジトリへのアップロード、ページ 5-14。 

4. すべてのユーザーは、統合リポジトリ・ユーザー・インタフェースから、アップロードされ

たカスタム・インタフェースを表示できます。 

5. (オプション)「統合管理者」ロールを持つユーザーは、必要に応じて、カスタム統合イ

ンタフェースに必要なセキュリティ付与を作成します。 

これを実行するには、まず統合リポジトリからカスタム・インタフェースを見つけて、選

択したカスタム・インタフェースに含まれるメソッドを選択してから、「付与の作成」をク

リックします。「付与の作成」ページが表示され、管理者は選択したメソッドへのアクセ

ス権限をユーザー、ユーザー・グループまたはすべてのユーザーに付与できます。 

6. (オプション)「統合管理者」ロールを持つユーザーは、カスタム・インタフェースでサー

ビス対応にできる場合は、SOAP Webサービスを生成できます。 

これを実行するには、まずカスタム・インタフェースを見つけて、インタフェース・レベ

ルまたはメソッド・レベルで相互作用パターンを指定してから、選択したカスタム・イン

タフェースの詳細ページで「生成」をクリックします。参照: カスタム SOAP Webサービ

スの生成、ページ 5-22。 

7. (オプション)「統合管理者」ロールを持つユーザーは、Oracle Integration Repository

からアプリケーション・サーバーにサービスを配置します。 

生成された SOAP Webサービスを配置するには、管理者はまず選択したWebサー

ビスごとに 1つの認証タイプ(ユーザー名トークンまたは SAML トークン)を選択してか

ら、選択したインタフェースの詳細ページで「配置」をクリックする必要があります。これ

により、生成されたアクティブ状態のサービスが Oracle SOA Suiteに配置され、

Oracle E-Business Suiteのサービスを、実行時にサービス実行の標準Webサービス

として公開できます。参照: カスタム SOAP Webサービスの配置および配置解除、

ページ 5-23。 
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カスタム・インタフェースを RESTサービスとして公開できる場合、管理者は、選択した

カスタム・インタフェースごとに一意のサービス別名を入力して、必要なサービス操作

を指定してからサービスを配置する必要があります。また、選択したインタフェース・タ

イプが Java Beanサービスまたはアプリケーション・モジュール・サービスの場合、管

理者はそのインタフェースに含まれるサービス操作の HTTP メソッドを指定する必要

があります。 

注意: オープン・インタフェース表およびビューは RESTサービスとして公開で

きますが、カスタム・オープン・インタフェース表とカスタム・オープン・インタ

フェース・ビューは、このリリースではサポートされていません。 

RESTサービスは、Oracle E-Business Suite環境に配置されます。カスタム REST

サービスの配置方法の詳細は、「カスタム REST Webサービスの配置」(ページ 5-24)

を参照してください。 

統合リポジトリ・パーサーを使用して、注釈付けされたカスタム・インタフェース定義を検証

して統合リポジトリにアップロードする方法と、これらのアップロードされたカスタム統合イン

タフェースに対して管理タスクを実行する方法について理解を深めるために、この章では、

次のトピックについて説明します。 

• 統合リポジトリ・パーサーの設定および使用、ページ 5-5 

• カスタム統合インタフェースおよびサービスの管理、ページ 5-20 

カスタム統合インタフェースの作成方法と注釈付け方法の詳細は、Oracle E-Business Suite 

Integrated SOA Gateway開発者ガイドの「カスタム統合インタフェースの作成および注釈付

け」を参照してください。 

統合リポジトリ・パーサーの設定および使用 

設定タスク 

統合リポジトリ・パーサーは、アノテーションの標準に対して、注釈付けされたカスタム・イン

タフェース定義を検証して、統合リポジトリ・ローダー・ファイル(iLDT)を生成するために、

統合管理者によって使用されるスタンドアロンの設計時ツールです。生成された iLDTファ

イルは、FNDLOADコマンドを使用して統合リポジトリにアップロードされるため、統合リポ

ジトリのユーザー・インタフェースから、カスタム・インタフェースを検索、生成および配置で

きます。 

注意: 統合リポジトリ・パーサーでは、カスタム・アプリケーションに登録された統合

インタフェースはサポートされません。 

統合リポジトリ・パーサーを実行する前に、次のステップを使用して、Perl モジュールをイ

ンストールする必要があります。 
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注意: Perlモジュールを作成するには、実行するプラットフォームおよびオペレー

ティング・システムのバージョンに対するネイティブの Cコンパイラを取得する必要

があります。次に、Oracle E-Business Suiteプラットフォームで動作が確認されてい

るコンパイラの最小バージョンを示します。 

• Linux x86-64: Intel C/C++ Compiler (icc)バージョン 7.1.032 

• Linux x86-64: GNU Compiler Collection (GCC)バージョン 4.1.2 

• Oracle Solaris on SPARC (64ビット): Oracle Studio 12 

• HP-UX Itanium: HP ANSI C B3910B A.0.06.05 

• IBM AIX on Power Systems (64ビット): XL C Enterprise 8.0 

Microsoft Windowsプラットフォームは、現時点でこのリリースではサポートされて

いません。 

すべての UNIXプラットフォームへの Perlモジュールのインストール 

次のステップを実行して、前述のすべての UNIXプラットフォームに Perl モジュールをイ

ンストールします。 

1. Oracle E-Business Suiteアプリケーション環境を確立します。 

Oracle E-Business Suite APPS_BASEから、EBSapps.env スクリプトを実行すること

によって、実行ファイル・システムの APPL_TOP 環境を確立します。 

2. 実行ファイル・システムとパッチ・ファイル・システムの両方で、変更する必要がある

Perl 構成ファイルを見つけて、バックアップします。 

たとえば、Oracle Solarisでは、Config.pm が次のディレクトリにあります。 

$FMW_HOME/webtier/perl/lib/5.10.0/sun4-solaris-thread-

multi-64 

3. 実行ファイル・システムとパッチ・ファイル・システムの両方で、Perl構成ファイル

Config. pm を、$FMW_HOME/webtier の Perlディレクトリを指すように変更しま

す。 

たとえば、Oracle Solarisでは、次の文を$FMW_HOME/webtier/perl の絶対パス

を使用して変更する必要があります。 

注意: <FMW_HOME>は、$FMW_HOMEの値です。 

• archlibexp =>relocate_inc('<FMW_HOME>/webtier/perl/lib/ 

5. 10.0/sun4-solaris-thread-multi-64') 

• privlibexp =>relocate_inc('<FMW_HOME>/webtier/perl/lib/ 

5. 10.0')  



 

 

カスタム統合インタフェースおよびサービスの管理 5-7 
 

• sitearchexp =>relocate_inc ('<FMW_HOME>/webtier/perl/ 

lib/site_perl/5.10.0/sun4- solaris-thread-multi-64') 

• sitelibexp =>relocate_inc ('<FMW_HOME>/webtier/perl/ 

lib/site_perl/5.10.0') 

4. システムが Oracle Solarisで稼働している場合は、Config.pm と

Config_heavy. pl のファイルを、統合リポジトリ・パーサーの要件としてインス

トールされた Cコンパイラを指すように変更します。例: 

Config.pm 

cc =>'/opt/SunProd/studio12u3/solarisstudio12.3/bin/cc', 

libpth =>'/opt/SunProd/studio12u3/solarisstudio12.3/lib 

/opt/SUNWspro/WS6U1/lib/v9 /usr/lib/sparcv9 
/usr/ccs/lib/sparcv9 /usr/local/lib/usr/lib /usr/ccs/lib,  

Config_heavy.pl 

cc='/opt/SunProd/studio12u3/solarisstudio12.3/bin/cc' 

ld='/opt/SunProd/studio12u3/solarisstudio12.3/bin/cc' 

5. 新しい Perl モジュールがインストールされる$APPL_TOP_NE に、ディレクトリ

perl を作成します。たとえば、次のようにします。 

mkdir $APPL_TOP_NE/perl 

chmod 755 $APPL_TOP_NE/perl 

6. 実行ファイル・システムで、APPL_TOP環境に次の環境変数を設定します。 

1. PATH の後に、統合リポジトリ・パーサーの要件としてインストールされた Cコン

パイラのパスを付加します。 

2. PERL5LIB の後に、$FND_TOP/perl と$APPL_TOP_NE/perl をこの順序

で付加します。 

たとえば、PERL5LIB=$FND_TOP/perl:$APPL_TOP_NE/ 

perl:$PERL5LIB とエクスポートします。 

3. $FMW_HOME/webtier/lib を LIBPATH に追加します(存在しない場合)。 

たとえば、LIBPATH=$LIBPATH:$FMW_HOME/webtier/lib とエクスポー

トします。 

4. $FMW_HOME/webtier を ORACLE_HOME として設定します。 

たとえば、 ORACLE_HOME=$FMW_HOME/webtier とエクスポートします。 

5. LD_LIBRARY_PATH の後に、$ORACLE_HOME/lib32 と

$ORACLE_HOME/lib を付加します。 

たとえば、LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib32: 

$ORACLE_HOME/lib:$LD_LIB RARY_PATH とエクスポートします。 

6. JAVA_HOME を JDKの最上位ディレクトリに設定します。 
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which javaによって戻されるパスを取得して、JAVA_HOMEを現在の JDKの最上位

ディレクトリに設定します。 

たとえば、Oracle Solarisでは、次のようにします。 

which java 

/prod/EBS122/fs1/FMW_Home/jdk/jre/bin/java 

export JAVA_HOME=/prod/EBS122/fs1/FMW_Home/jdk 

7. パッチ 13602850 (p13602850_R12_GENERIC.zip)をダウンロードして、一時領

域に解凍します。 

パッチ 13602850には、次の Perlモジュールが含まれます。 

• Compress-Raw-Zlib-2.009 

• Compress-Zlib-2.009 

• Class-MethodMaker-1.12 

次のコマンドを使用して、これらのモジュールを前述の順序でインストールします。 

注意: Perl コマンドが見つからない場合は、Perl 

($FMW_HOME/webtier/perl/bin/perl)を起動します。 

Oracle Solaris、AIXおよび HP-UX Itaniumのプラットフォームのみ 

Compress-Raw-Zlib-2.009 の Perlモジュールをインストールした後、

Compress-Zlib-2.009 をインストールする前に、PERL5LIB の後に、

$APPL_TOP_NE/perl/lib/5.10.0/<platform thread-multi 

directory>を付加します。 

たとえば、Oracle Solarisでは、 

PERL5LIB=$APPL_TOP_NE/perl/lib/5.10.0/sun4- solaris-

thread-multi-64:$PERL5LIB とエクスポートします。 

1. cd $APPL_TOP_NE/perl 

2. インストールするモジュールを$APPL_TOP_NE/perl にコピーします。 

例: cp -r /temp/Compress-Raw-Zlib-2.009。 

3. cd <Perl module name> 

例: cd Compress-Raw-Zlib-2.009 

4. perl Makefile.PL  
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注意: HP-UX Itaniumでは、Compress-Raw-Zlib-2.009 のインス

トール時に、オプション CC=cc が必要になる場合があります。たとえば、

perl Makefile.PL CC=cc などです。 

エラーが発生した場合、$APPL_TOP_NE/perl にコピーして再試行す

る前に、設定を確認して、インストールしている Perlモジュールを

$APPL_TOP_NE/perl から削除します。 

5. make 

注意: ccコンパイラが見つからない場合、Makefile の LDパラメータ

に、Cコンパイラの実行ファイルへの正しいパスが含まれることを確認して

ください。 

Oracle Solarisで次の警告が表示される場合は、Makefile 全体で- 

xarch=v9 を-m64 に置き換えて、再度 make を実行します。 

cc: Warning: -xarch=v9 is deprecated, use -m64 to 

create 64-bit programs 

6. make install 

統合リポジトリ・パーサーの使用 

統合リポジトリ・パーサーがインストールされて適切に設定されたら、パーサーを実行し、エ

ラーが発生しなかった場合は、iLDTファイルを生成した後、統合リポジトリにアップロード

できます。 

注意: 統合リポジトリに存在するオブジェクト(またはクラス)については、新しい

バージョンが、統合リポジトリに存在する現在のバージョンよりも高い場合にのみ、

統合リポジトリ・ローダー・プログラムによって、そのオブジェクトの新しい定義が再

ロードされます。新しいファイルのバージョンが、リポジトリ内の現在のバージョン以

下である場合、新しいファイルはアップロードされません。 

したがって、ソース・ファイルに定義されたオブジェクトの変更内容が統合リポジトリ

に反映されるように、パーサーを実行する前に、ターゲットのソース・ファイルの

ヘッダー・バージョンを増分する必要があります。 

次の各項で、統合リポジトリ・パーサーの使用と、FNDLOADユーティリティについて詳細

に説明します。 
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ILDTファイルの生成 

前提条件 - 環境変数の設定 

統合リポジトリ・パーサーを実行して iLDTファイルを生成する前に、パーサーの操作に影

響する可能性がある次の環境変数を設定します。 

1. Oracle E-Business Suite APPS_BASEから、EBSapps.env スクリプトを実行すること

によって、実行ファイル・システムの APPL_TOP 環境を確立します。 

2. 次の環境変数が、パーサーの操作に影響します。 

• LIBPATH: $FMW_HOME/webtier/lib を LIBPATH 変数に追加します(存在

しない場合)。たとえば、 

LIBPATH=$LIBPATH:$FMW_HOME/webtier/lib とエクスポートします。 

• CLASSPATH: Javaファイルの解析時に使用されます。これは、そのようなファイル

を使用して-generate を実行するときに、(コンパイルと同様に)適切に設定する

ために必要です。 

パーサーが特定のクラスを検出できない場合は、CLASSPATH でそれが使用可

能かどうかを確認します。 

Linuxマシンについては、CLASSPATH を setenv CLASSPATH 

classpath1:classpath2 のように設定できます。 

それ以外の場合は、プラットフォームのドキュメントで classpath変数の設定方法を

参照してください。 

• JAVA_HOME: Javaランタイムの検索に使用されます。 

JAVA_HOME が設定されていない場合、APPL_TOP 環境から which javaによっ

て戻されるパスを取得して、JAVA_TOP を JDKの最上位ディレクトリに設定しま

す。例: 

• AIXの場合: 

JAVA_HOME=$COMMON_TOP/util/jdk32 とエクスポートします。 

• Oracle Solarisの場合: 

JAVA_HOME=$COMMON_TOP/util/jdk とエクスポートします。 

• PERL5LIB=$APPL_TOP_NE/perl/lib/5 

10.0:$APPL_TOP_NE/perl/lib/site_perl/5. 

10.0:$FND_TOP/perl:$PERL5LIB.とエクスポートします。 

• HP-UX Itaniumの場合のみ 

次のように、LD_LIBRARY_PATH の後に、$FMW_HOME/webtier/lib を付加しま

す。 

LD_LIBRARY_PATH=$FMW_HOME/webtier/lib:$LD_LIBRARY_PATH とエク

スポートします。  
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統合リポジトリ・パーサーの実行 

iLDT (*.ildt)ファイルを生成するには、次の構文を使用して統合リポジトリ・パーサーを

実行します。 

$IAS_ORACLE_HOME/perl/bin/perl $FND_TOP/bin/irep_parser.pl -g 

-v-username=<a fnd username> <product>:<relative path from 

product top>:<fileName>:<version>=<Complete File Path, if not 

in currect directory> 

カスタム PL/SQL APIおよび BPELタイプのカスタム・コンポジットの iLDTファイルの生成

の例: 

• $IAS_ORACLE_HOME/perl/bin/perl $FND_TOP/bin/irep_parser.pl 

–g -v -username=sysadmin 

fnd:patch/115/sql:SOATest1S.pls:12.0 =SOATest1S.pls 

• $IAS_ORACLE_HOME/perl/bin/perl $FND_TOP/bin/irep_parser.pl 

–g -v -username=sysadmin 

fnd:<path>:ONT_POI_R121XB7A.bpel:12.0 

=<Path>/ONT_POI_R121XB7A.bpel 

注意: 統合リポジトリ・パーサーの実行中にエラー・メッセージ Javaランタイムが見

つかりませんが表示される場合は、JREの場所を変数 OA_JRE_TOPに設定しま

す。JREの場所は$JAVA_HOME/jre になっている可能性があり、JAVA_HOME

が設定されていない場合は、$FMW_HOME/wlserver_10.3/server/ 

bin/setWLSEnv.sh ファイルをソースとします。 

パーサーの実行中は、コンソールのエラー・メッセージに注意する必要があります。これら

のエラーは、アノテーションが正しくないか、注釈付けされたファイルになんらかの構文エ

ラーがあることが原因で発生します。アノテーションが適切で、ファイルの構文が正しいこと

を確認してください。 

注釈付けされたインタフェース・ファイルでエラーが発生しない場合は、iLDT (*.ildt)

ファイルが生成されます。この生成された iLDTファイルは、統合リポジトリにアップロード

する必要があります。 

参照: ILDTファイルの統合リポジトリへのアップロード、ページ 5-14。 

統合リポジトリ・パーサー(irep_parser.pl)の使用方法の詳細 

統合リポジトリ・パーサーの使用方法は、-manual オプションを使用してコマンド・プロン

プトから表示できます。 

$IAS_ORACLE_HOME/perl/bin/perl $FND_TOP/bin/irep_parser.pl - 

manual 

名前 irep_parser.pl インタフェース・リポジトリ・アノテーション・プロセッサ 

概要 irep_parser.pl [-verbose] [-logfile=file ? -append- 

logfile=file] [-generate] [-force] [-outdir=directory] [-

java- source=version] [-cache-java=oper] [-cache-file=file] 

[- imports=file] [-username=username] <filespec>... 

説明 irep_parser によってプログラム・ソース・ファイルのインタフェース・アノテーショ

ン・ドキュメントが読み取られ、そのファイル・タイプに応じて検証されます。  
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-generate フラグが指定されている(および他の条件が満たされる)と、iLDTファイルが

生成されます。詳細は、-generate オプション(ページ 5-13)を参照してください。 

検証エラーは通常、grep -n の結果のように、ファイル名および行番号とともに報告され

ます。 

ファイル・タイプ 

irep_parser では、ほぼすべてのタイプのアプリケーション・ソース・ファイルを処理でき

ます。サポートされるインタフェース・タイプのアノテーションの標準に対して、注釈付けされ

たファイルを検証する場合、一致しないファイルは無視されます。 

サポートされるファイル・タイプのリストは、次のとおりです。 

注意: 統合リポジトリ・パーサーでは、XMLゲートウェイ・マップ、ビジネス・イベン

ト、PL/SQL、コンカレント・プログラム、ビジネス・サービス・オブジェクト、Java API、

Java Beanサービス、アプリケーション・モジュール・サービスおよび BPELタイプ

のコンポジット・サービスのカスタム・インタフェース定義がサポートされています。 

EDI、オープン・インタフェース表、インタフェース・ビューおよびフォーム用 Java 

APIインタフェースのカスタム・インタフェース・タイプは、このリリースではサポート

されていません。 

• .java: すべての Javaファイルが完全に解析されます。 

• .p(kh/ls): PL/SQLパッケージ仕様が処理されます。 

パッケージ本文が検出された場合は、パーサーの処理が中止され、ファイルが無視さ

れます。 

• .ldt: 注釈付けされたコンカレント・プログラムの LDTファイルを処理します。多くの

LDTファイルは、コンカレント・プログラムのローダー・ファイルではない(つまり、

afcpprog.lct で作成されていない)ため、すぐに失敗して無視されます。 

• .xgm: XMLゲートウェイ・マップ・ファイルを処理し、注釈付けされたマップを検索しま

す。 

• .xml: XMLファイルを処理し、ファイル名パターンが一般的であることから、様々な種

類のビジネス・サービス・オブジェクトのデータを示す署名の内容をスキャンします。 

• .wfx: ビジネス・イベント・ファイルを処理し、注釈付けされたイベントを検索します。 

ファイル仕様 

引数 filespec のトークンの形式は、次のとおりです。 

• pathname: 単純な pathname 引数は、処理するファイルを直接示します。パス情報

が含まれていないため、出力 iLDTを生成できません。たとえば、検証のみがサポート

されます。-development フラグ(ページ 5-13)を参照してください(これには、以前の

検証のみの使用との下位互換性があります。) 

• product:relative_path[:name[:version]]=pathname: 処理するファイ

ルの物理的な場所に加えて、製品と、製品の最上位からの相対パス(およびファイルの

名前とバージョン)を指定します。 

=の記号の左側のソース・ファイル情報が出力 iLDTに逐語的にインポートされ、それ
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以外の検査はされないことに注意してください。右側の pathname は実際のファイル

を参照する必要があり、そのファイルの配置場所は任意です。 

product と relative_path は、APPL_TOP のファイルの場所に対応します。 

オプション 

オプションは、識別可能な最小の文字数まで短縮できます。多くの場合、最初の文字のみ

にできます。オプションを組み合せることはできません。サポートされるオプションは、次の

とおりです。 

• -generate: iLDT (インタフェース・リポジトリ・シード・データ)ファイルを生成します。

現在のディレクトリまたは-outdir によって指定されたディレクトリにファイルが作成さ

れます。 

生成されるファイルの名前は、ファイル名のすべてのピリオドをアンダースコアに置き換

えて接尾辞.ildt を付加することで導出されます。 

注意: -generate フラグを使用するには、コマンドラインの filespecに(少なく

とも)ソースの製品とパスが含まれる必要があります。詳細は、

prod:path[:name[:version]]=pathname (ページ 5-12)および 

-development フラグ(ページ 5-13)を参照してください。 

• -force: -generate フラグを使用して iLDTの生成を要求するとき、ファイルがアノ

テーションに対して正しくないファイル・タイプであるか、意味のあるアノテーションの内

容を含まない(アノテーションが一切ないか、いずれかのマスター・レベルのアノテー

ションに@rep:scope タグがない)場合は、空のファイルが作成されます。前回の実行

から同じ名前のファイルが存在した場合、ゼロ長のファイルで強制的に上書きされま

す。 

実質的な影響は、実際のエラー(解析、検証、および不完全な生成)が発生したファイ

ルのみが、(少なくとも)空の iLDTファイルの作成で表現されないことです。 

• -development: これは、開発者がファイル内のアノテーションの構文を迅速に確認

するための特別なフラグです。これは、product、relative path from product top、version

などのフィールドのサンプル値を指定して、-generate フラグと-verbose フラグの

両方を使用することと同じです。たとえば、-d TestFileName は、-g -v nul: 

relative/path/unknown:TestFileName:1.0=TestFileName と同じで

す。 

これにより、ファイル名の単純なリストを使用した、テスト用の iLDTを生成できます。 

• -outdir=directory: 生成される出力を配置する、(作業ディレクトリ以外の)代替

ディレクトリを指定します。 

• -username=username: このインタフェースをカスタム・サービスとしてマークする、

(デフォルトの SEEDユーザー名以外の)有効な FNDユーザー名。  
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タグ-username がない場合は、シード済インタフェースとみなされます。カスタム・イン

タフェースは、統合リポジトリのユーザー・インタフェースではラベル「カスタム」によって

識別され、「検索」ページの「詳細検索オプションの表示」をクリックした後、「インタ

フェース・ソース」フィールドの「カスタム」を選択すると検索できます。 

• -logfile=file: すべての冗長なトレースおよび検証のエラー・メッセージを、標準

出力に出力しないで、ログ・ファイルに書き込みます。これは、- append-logfile

と相互に排他的です。 

• -append-logfile=file: これは-logfile に似ており、すべての冗長なトレース

および検証のエラー・メッセージを、標準出力に出力しないで、ログ・ファイルに付加し

ます。これは、-logfile と相互に排他的です。 

• -verbose: 処理されたファイルや内部処理に関する過多な情報、致命的でない警告

メッセージなどを提供します。これは、生成されたエラー・メッセージへの付加情報で

す。 

filespec引数なしで使用する場合は、パーサーのバージョンの問合せに便利です。 

• -java-source=version: Java解析をサポートする言語のバージョンをパーサーに

通知します(JDKバージョン番号を使用)。重要度の低い変更は 1.4(アサーション機

能)、主要変更は 1.5(総称、拡張 for ループ、オートボクシング/アンボクシング、型保証

された列挙、可変引数、staticのインポートおよびアノテーション)で導入されました。指

定しない場合、1.5 と想定されます。 

戻り値 

処理中にエラーが発生しなかった場合、パーサーは終了値 0を返します。エラーが発生し

た場合は、エラーがあったファイルの数を返します。 

生成(クラス解決)時に不完全な情報を含むファイルは、-generate フラグが使用されて

いる場合にのみエラーとみなされます。 

迅速な検証の例 

開発時の PL/SQL仕様ファイルのアノテーションの検証では、次の文を使用します。 

• $IAS_ORACLE_HOME/perl/bin/perl $FND_TOP/bin/irep_parser.pl 

*s. pls 

• $IAS_ORACLE_HOME/perl/bin/perl $FND_TOP/bin/irep_parser.pl 

–v -g itg:patch/115/sql:12.0=fndav.pls 

ILDTファイルの統合リポジトリへのアップロード 

検証が完了し、iLDTファイルが生成されたら、統合管理者は、FNDLOADコマンドを使用

して、生成された iLDTファイルを統合リポジトリにアップロードできます。カスタム・インタ

フェースをリポジトリに表示して、すべてのユーザーに公開できます。  
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iLDTファイルをアップロードするための手動ステップ 

次のステップを実行して、iLDTファイルを統合リポジトリにアップロードします。 

1. Oracle E-Business Suite リリース 12インスタンスにログインします。 

2. Oracle E-Business Suiteアプリケーション環境変数を設定します。 

Oracle E-Business Suite APPS_BASEから、EBSapps.env スクリプトを実行すること

によって、実行ファイル・システムの APPL_TOP 環境を確立します。 

3. 次のコマンドを使用して、iLDTファイルをアップロードします。 

$FND_TOP/bin/FNDLOAD <APPS username> 0 Y UPLOAD 
$fnd/patch/115/import/wfirep.lct <ildt file> 

ORACLE Password: 

カスタム PL/SQL APIおよび BPELタイプのカスタム・コンポジットの iLDTファイルの

アップロードの例: 

• $FND_TOP/bin/FNDLOAD apps @isg122d 0 Y UPLOAD 

$FND_TOP/patch/115/import/wfirep.lct SOATest1S_pls.ildt 

ORACLE Password: password 

• $FND_TOP/bin/FNDLOAD apps @$TWO_TASK 0 Y UPLOAD 

$FND_TOP/patch/115/import/wfirep.lct . 

/ONT_POI_R121XB7A_bpel.ildt 

ORACLE Password: password 

4. 生成されたログ・ファイルの、すべてのエラー・メッセージに注意してください。エラー・

メッセージは、主に、データベース接続文字列が正しくないことか、lct ファイルが正

しくないことが原因です。 

iLDTファイルが正しくアップロードされたかどうかを確認するために、「コンカレント要

求が正常に終了しました。」という文字列を探します。 

5. ビジネス・サービス・オブジェクトの場合のみ - インスタンスの様々な製品の最上位に

存在するビジネス・サービス・オブジェクトのインタフェースに関連する iLDTファイル

をすべてロードする、FNDIRLOAD というコンカレント・プログラムを発行します。 

注意: コンカレント要求を実行するユーザーに FNDIRLOADコンカレント・プ

ログラムが関連付けられるようにします。 

たとえば、「システム管理者」職責を持つユーザーによって要求が実行される

場合、「要求グループ」ウィンドウの「System Administrator Reports」グループ

の要求の一部として FNDIRLOADをリストする必要があります。 
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「要求グループ」ウィンドウ 

 

名前リストに FNDIRLOADが見つからない場合、次のステップを使用して、

「システム管理者」職責に登録します。 

1. 「システム管理者」職責で Oracle E-Business Suiteにログインします。ナ

ビゲーション・メニューから、「システム管理者」→「セキュリティ」→「職

責」→「定義」を選択します。 

2. 「職責」ウィンドウで検索して、「職責名」フィールドの値としての「システ

ム管理者」を見つけます。 

「要求グループ名」として「System Administrator Reports」が選択される

ようにします。 
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「職責名」と「要求グループ名」が強調表示された「職責」ウィンドウ 

 

変更を保存して、ウィンドウを閉じます。 

3. ナビゲーション・メニューから、「システム管理者」→「セキュリティ」→「職

責」→「要求」を選択します。 

「要求グループ」ウィンドウで検索して、「グループ」フィールドの値として

の「System Administrator Reports」を見つけます。 

「要求」リージョンで、FNDIRLOADプログラムをリストに追加して、エン

トリを保存します。 
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「要求グループ」ウィンドウ 

 

「パラメータ」ウィンドウで、APPLTOP_IDの適切な値を入力します。 
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「パラメータ」ポップアップ・ウィンドウが表示された「要求の発行」ウィンドウ 

 

注意: APPLTOP_IDパラメータの値を取得するために、システム管理者が次

の問合せを実行できます。 

SELECT max(appl_TOP_id) 

FROM ad_appl_tops 
WHERE active_flag = 'Y' 

「発行」をクリックして、要求を実行します。 

要求のログ・ファイルを検査して、コンカレント要求の実行中に問題が発生したかどうか

を確認します。 

これらの注釈付けされたソース・ファイルは、正常にアップロードされると、属するインタ

フェース・タイプに基づいて統合リポジトリに表示されます。管理者は、これらのカスタム統

合インタフェースに対して管理タスクを実行できます。 

iLDTファイルの更新バージョンのアップロードである場合は、ファイルに含まれる更新済

APIが正常に起動されるようにするために、アップロードの後に管理者が次の追加のタスク

を実行する必要があります。 

• SOAPサービスの場合、データ・ソースが配置される Oracle SOA Suite管理対象サー

バーを停止して起動します。 

• RESTサービスの場合、既存のキャッシュを消去して、データ・ソースが配置される

oafm Oracle E-Business Suite管理対象サーバーを停止して起動します。  
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カスタム統合インタフェースおよびサービスの管理 

カスタム統合インタフェースは、サポートされるインタフェース・タイプの統合リポジトリ・アノ

テーションの標準に基づいて注釈付けされます。これらのインタフェースの動作は、ネイ

ティブでパッケージ化されていない、カスタム・インタフェースであることを除いて、Oracleの

シード済インタフェースと同じです。そのため、統合管理者は、ネイティブのインタフェース

の管理と同じアプローチを使用して、カスタムのインタフェースおよびサービスを管理しま

す。 

これらの管理タスクには、次のものがあります。 

• SOAP Webサービスをサポートしているカスタム統合インタフェースの場合 

• SOAPサービスのみのセキュリティ付与の作成、ページ 5-22 

• カスタム SOAP Webサービスの生成、ページ 5-22 

• カスタム SOAP Webサービスの配置および配置解除、ページ 5-23 

• カスタム SOAP Webサービスの再設定、ページ 5-23 

• カスタム SOAP Webサービスのリタイア、ページ 5-23 

• カスタム SOAP Webサービスの有効化、ページ 5-24 

• カスタム・ビジネス・イベントの購読、ページ 5-24 

• REST Webサービスをサポートしているカスタム統合インタフェースの場合 

• カスタム REST Webサービスの配置、ページ 5-24 

• カスタム REST Webサービスの配置解除、ページ 5-25 

• カスタム REST Webサービスのセキュリティ付与の管理、ページ 5-25 

• カスタム・コンポジット統合インタフェースの場合 

• カスタム・コンポジット・サービスの表示およびダウンロード、ページ 5-25 

アップロードされたカスタム統合インタフェースの統合リポジトリからの表示 

次の方法を使用して、カスタム・インタフェースを見つけます。 

• 「インタフェース・リスト」ページで、「インタフェース・ソース」ドロップダウン・リストから「カ

スタム」を選択し、「スコープ」フィールドに値を指定して、カスタム統合インタフェースの

表示を絞り込みます。ドロップダウン・リストの「Oracle」の検索基準は、シード済インタ

フェースの検索に使用されます。 
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「インタフェース・ソース」の「カスタム」が強調表示された「インタフェース・リスト」ページ 

 

• 「検索」ページで、「詳細検索オプションの表示」をクリックし、「インタフェース・ソース」ド

ロップダウン・リストから「カスタム」を選択し、必要に応じて検索基準としてインタフェー

ス・タイプ、製品ファミリまたは範囲を指定します。 

たとえば、PL/SQLタイプのカスタム・インタフェースを探すには、「インタフェース・ソー

ス」として「カスタム」、「インタフェース・タイプ」として「PL/SQL」を選択します。 
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「インタフェース・ソース」の「カスタム」が強調表示された「検索」ページ 

 

カスタム統合インタフェースの検索方法の詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gatewayユーザーズ・ガイドを参照してください。 

SOAPサービスのみのセキュリティ付与の作成 

適切なユーザーにこれらの新しくアップロードされたカスタム統合インタフェースの使用を

許可するために、管理者は、特定のカスタム・インタフェースに含まれる 1つ以上のメソッド

を選択して、選択したメソッドのアクセス権限をユーザー、ユーザー・グループまたはすべ

てのユーザーに付与できます。 

SOAPサービスのみをサポートするインタフェースの場合、セキュリティ付与は、インタ

フェースの詳細ページの「メソッド」リージョンで管理されます。SOAPサービスのみをサ

ポートするインタフェースの付与を管理する詳細は、「SOAP Webサービスのみのセキュリ

ティ付与の管理」(ページ 3-23)を参照してください。 

カスタム SOAP Webサービスの生成 

カスタム統合インタフェースが Oracle Integration Repositoryにアップロードされたら、統合

管理者または統合開発者は、これらのインタフェース定義が属するインタフェース・タイプ

をサービス対応にできる場合に、そのインタフェース定義をWSDL記述に変換できます。 

Webサービスを生成するには、まず管理者がカスタム・インタフェースを見つけてから、イ

ンタフェース・レベルまたはメソッド・レベルで相互作用パターンを指定して、インタフェース

の詳細ページで「生成」をクリックします。 

Webサービスが正常に生成されたら、WSDL リンクが表示されて、さらに「Webサービス」

リージョン(または、インタフェースを SOAP と RESTの両方のサービスとして公開できる場

合は「SOAP Webサービス」タブ)に「生成済」のWebサービスのステータス情報が表示さ

れます。選択したカスタム・サービスの選択した相互作用パターン情報(「同期」、「非同期」
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または「同期」と「非同期」の両方)も表示されます。 

ネイティブ統合インタフェースに基づく SOAPサービスの生成方法の詳細は、「SOAP Web

サービスの生成」(ページ 3-4)を参照してください。 

カスタム SOAP Webサービスの配置および配置解除 
カスタム・インタフェースに対して、ネイティブのパッケージ化されたインタフェースと同様に

Webサービスが正常に生成されたら、管理者は同じ配置アクティビティを実行して、生成さ

れたサービスを有効な状態で Oracle SOA Suite WebLogic環境に配置します。カスタム・

サービスを配置する前に、管理者は、Webサービスを認証するための 1つの認証タイプを

選択する必要があります。 

管理者は、必要に応じてサービスを配置解除できます。 

注意: このリリースでは、ネイティブの Oracle E-Business Suiteサービスと同様、カ

スタム・サービスの配置済WSDL URLに、soa-infra でサービスがホストされ

ている、サービス・エンドポイントの物理的な場所が示されます。以前の Oracle E-

Business Suite リリースからアップグレードされたシステムでは、リリース 12.2への

アップグレード後には、カスタム・サービスの配置済WSDL URLの情報が、すで

に変更されています。このため、配置されたカスタム・サービスを起動するとき、

Webサービス・クライアントで、それに応じて新しいWSDL URL とサービスの場所

およびアドレスに置き換えることが必要になある場合があります。 

SOAP Webサービスの配置および配置解除の方法の詳細は、「SOAP Webサービスの配

置および配置解除」(ページ 3-11)を参照してください。 

カスタム SOAP Webサービスの再設定 
カスタム・サービスが正常に生成または配置されたら、「Webサービス」リージョン(または、

インタフェースを SOAP と RESTの両方のサービスとして公開できる場合は「SOAP Web

サービス」タブ)に「再設定」が表示されるため、必要に応じてこれを使用して、「生成済」ま

たは「配置済」のWebサービスのステータスをその初期状態である「未生成」に再設定でき

ます。この機能により、特定のサービスのカスタム・サービス・アーティファクトが、現在の状

態に関係なく消去されます。 

詳細は、「SOAP Webサービスの再設定」(ページ 3-17)を参照してください。 

カスタム SOAP Webサービスのリタイア 
カスタム・サービスが有効な状態で Oracle SOA Suiteに正常に配置されると、配置された

カスタム・サービスで新しい要求を受け入れる準備が整います。 

管理者は、「Webサービス」リージョン(または、インタフェースを SOAP と RESTの両方の

サービスとして公開できる場合は「SOAP Webサービス」タブ)の「リタイア」をクリックして、

配置されたカスタム・サービスの有効な状態を変更できます。 
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これにより、配置されたカスタム・サービスがリタイアし、新しい要求を受け入れなくなりま

す。 

リタイアしたカスタム・サービスについては、管理者が、再度有効になるように、リタイアした

サービスを有効化できます。 

SOAP Webサービスのリタイアの詳細は、「SOAP Webサービスのリタイア」(ページ 3-18)

を参照してください。 

カスタム SOAP Webサービスの有効化 
リタイアしたカスタム・サービスについては、インタフェースの詳細ページで「有効化」をク

リックして有効化できます。この処理により、リタイアしたカスタム・サービスを再度有効にで

きます。 

Webサービスの有効化の詳細は、「SOAP Webサービスの有効化」(ページ 3-20)を参照し

てください。 

カスタム・ビジネス・イベントの購読 
ネイティブのビジネス・イベントと同様に、管理者は、ビジネス・イベントのインタフェースの

詳細ページから「購読」をクリックして、カスタム・ビジネス・イベントを購読できます。内部的

には、WF_BPEL_QAGENT を送信エージェントとする、選択されたそのイベントについて、

イベント・サブスクリプションが作成されます。 

そのカスタム・イベントに対するイベント・サブスクリプションが正常に作成されたら、かわり

に「購読解除」が表示されます。「購読解除」をクリックすると、WF_BPEL_Q キューからイベ

ント・サブスクリプションが削除されます。 

ビジネス・イベントの購読の詳細は、「ビジネス・イベントの購読」(ページ 3-22)を参照してく

ださい。 

カスタム REST Webサービスの配置 
RESTサービスとして公開できるカスタム・インタフェースが統合リポジトリにアップロードさ

れたら、管理者はカスタム RESTサービスを配置できます。 

カスタム・インタフェースを RESTサービスとして配置する前に、管理者は、選択したインタ

フェースのサービス別名を指定して、「サービス操作」表から 1つ以上のメソッドを選択する

必要があります。また、選択したインタフェース・タイプが Java Beanサービスまたはアプリ

ケーション・モジュール・サービスの場合、管理者は、配置前に、選択したインタフェースに

含まれる、任意の Javaまたはアプリケーション・モジュールのメソッドに対して HTTP動詞

を指定する必要があります。 

サービスが正常に配置されると、「RESTサービス・ステータス」フィールドが「未配置」から

「配置済」に更新され、配置された RESTサービスで新しいサービス要求を受け入れる準

備が整ったことが示されます。 

RESTサービスの配置の詳細は、「REST Webサービスの配置」(ページ 3-42)を参照してく

ださい。  
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カスタム REST Webサービスの配置解除 

カスタム RESTサービスが Oracle E-Business Suite管理対象サーバーに正常に配置され

たら、「REST Webサービス」タブに「配置解除」が表示されます。RESTサービスを配置解

除すると、配置された RESTサービスが統合リポジトリに戻されるだけでなく、ステータスも

その初期状態である「未配置」に再設定されます。 

RESTサービスの配置解除の詳細は、「REST Webサービスの配置解除」(ページ 3-58)を

参照してください。 

カスタム RESTサービスのセキュリティ付与の作成 

SOAPサービスのみをサポートするインタフェースの付与を管理する場合と同様、管理者

は、特定のカスタム・インタフェースに含まれる 1つ以上のメソッドを選択して付与を作成

し、選択したメソッドのアクセス権限をユーザー、ユーザー・グループまたはすべてのユー

ザーに付与できます。ただし、RESTサービスとして公開できるインタフェースについては、

かわりに「付与」タブでセキュリティ付与が管理されます。 

被付与者に対して、プロシージャへのアクセス権限が承認されると、関連する SOAP と

RESTのサービス操作に同時にアクセスする権限が付与されます。SOAPサービスと

RESTサービスをサポートするインタフェースの付与を管理する詳細は、「SOAPおよび

REST Webサービスのセキュリティ付与の管理」(ページ 3-60)を参照してください。 

カスタム・コンポジット・サービスの表示およびダウンロード 

カスタム・コンポジット・サービスの表示 

カスタム・コンポジット・サービスを表示するには、「検索」ページで、「インタフェース・タイ

プ」フィールドから「複合」を選択します。「詳細検索オプションの表示」をクリックし、「インタ

フェース・ソース」ドロップダウン・リストから「カスタム」を選択し、検索基準として製品ファミリ

または範囲を指定します。 

検索結果からカスタム・コンポジット・サービスをクリックして、コンポジット・サービスの詳細

を表示します。 

カスタム・コンポジット・サービスのダウンロード 

管理者は、インタフェースの詳細ページで「サービスのダウンロード」をクリックして、.JAR

ファイルに集約された関連するカスタム・コンポジット・ファイルをローカル・ディレクトリにダ

ウンロードできます。 

コンポジット・サービスの表示およびダウンロードの方法の詳細は、次を参照してください。 

• コンポジット・サービス - BPELの表示、ページ 4-3 

• コンポジット・サービス - BPELのダウンロード、ページ 4-4 
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6  
Webサービスの保護 

概要 

セキュリティは、無許可アクセスからサービス・コンテンツを保護するように設計されている

最も重要な機能です。 

Webサービス・コンテンツへの安全なアクセスを確保するために、Oracle E-Business Suite 

Integrated SOA Gatewayでは、次のセキュリティ・モデルを使用してユーザーによる特定の

サービスまたは操作の起動を認証および承認します。 

• 機能セキュリティおよびデータ・セキュリティ、ページ 6-1 

• ロール・ベースのアクセス管理(RBAC)セキュリティ、ページ 6-3 

• 複数組織アクセス管理セキュリティ(MOACセキュリティ)、ページ 6-5 

• WSサービス・セキュリティ(Webサービス・セキュリティ)、ページ 6-8 

機能セキュリティおよびデータ・セキュリティの管理 
Oracle E- Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、Oracle User Managementの機能

セキュリティおよびデータ・セキュリティを利用して、承認されたユーザーが Oracle 

Integration Repositoryから公開された統合インタフェースの特定のメソッドを起動できるよう

にするセキュリティ機能を提供しています。これにより、アプリケーション・データが無許可ア

クセスや API内の Java メソッドまたは関数の実行から保護されます。 

機能セキュリティは、Oracle E-Business Suiteの基本的なアクセス管理です。これにより、シ

ステム内の個々のメニューおよびメニュー・オプションへのユーザー・アクセスが制限されま

す。インタフェース・タイプにかかわらず、APIを使用することで、Oracle E-Business Suite

でデータを挿入および更新できます。APIに機能セキュリティ・レイヤーが適用されている

場合、アプリケーションへのユーザー・アクセスは暗黙的に制限されます。 

データ・セキュリティでは、機能セキュリティに加えて、セキュリティ管理のレイヤーを提供し

ます。つまり、データ・セキュリティでは、データ・レベルでのアプリケーションへのユー

ザー・アクセスがさらに厳しく制限されます。 
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API内で特定のメソッドを実行するための適切な権限をユーザーに許可するために、セ

キュリティ付与の概念を使用してセキュリティが適用されます。このアプローチによって、

データ・アクセス権限をユーザー、ユーザー・グループまたはすべてのユーザーに付与す

ることができます。この目的を達成するために、統合管理者は、APIに含まれる 1つ以上

のメソッドを選択して、選択したメソッドに対する権限をユーザーに付与できます。 

管理者は、次の方法でセキュリティ付与を作成できます。 

• インタフェースに含まれるメソッドが 1つのみの場合は、セキュリティ付与を作成する際

に、この 1つのメソッドを選択する必要があります。 

コンカレント・プログラム・インタフェース・タイプに含まれるメソッドは 1つのみです。

XMLゲートウェイ・インタフェースのユーザー・セキュリティは「メソッド」リージョンではな

く、Oracle XML Gatewayで管理されます。 

• インタフェースに複数のメソッドが含まれている場合は、セキュリティ付与を作成する際

に複数のメソッドを同時に選択できます。 

複数のメソッドが含まれるインタフェース・タイプは、PL/SQL、ビジネス・サービス・オブ

ジェクト、Javaインタフェース、オープン・インタフェース表およびオープン・インタフェー

ス・ビューです。 

注意: 同期および非同期両方の相互作用パターンのサポートを使用して

サービス対応にすることができる PL/SQLインタフェースの場合は、PL/SQL

インタフェースの選択されたメソッド名に対するセキュリティ付与が、サービス

の生成された同期操作および非同期操作に適用されます(サービスの生成

時に両方の相互作用パターンが選択された場合)。 

セキュリティ付与の作成 

統合リポジトリ管理者(または統合管理者ロールを持つユーザー)は、選択したインタフェー

ス・メソッドまたはプロシージャおよび関数のアクセス権限を適切なユーザー、ユーザー・グ

ループまたはすべてのユーザーに許可することで、セキュリティ付与を作成できます。 

セキュリティ付与は、ビジネス・サービス・オブジェクト・インタフェースなど、SOAPサービス

としてのみ公開できるインタフェース・タイプでは「メソッド」リージョンで管理されます。参照: 

SOAPサービスのみのセキュリティ付与の管理、ページ 3-23。 

注意: XMLゲートウェイ・インタフェースは SOAPサービスとしてのみ公開できま

すが、Oracle XML Gatewayユーザー・インタフェースでは、ユーザー・セキュリ

ティは「取引先ユーザー設定」フォームを使用して管理されます。参照: 「取引先

ユーザー設定」フォームでの XMLゲートウェイ・ユーザーのセキュリティの管理、

ページ 3-26。 

RESTサービスとして公開できるインタフェース・タイプの場合は、セキュリティ付与は「付

与」タブで管理されます。このようなインタフェースには、PL/SQL API、コンカレント・プログ

ラム、Java Beanサービス、アプリケーション・モジュール・サービス、オープン・インタフェー

ス表およびオープン・インタフェース・ビューがあります。  
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参照: SOAPおよび RESTサービスのサポートを備えたインタフェースの付与の管理、ペー

ジ 3- 60。 

機能セキュリティおよびデータ・セキュリティの詳細は、Oracle E-Business Suiteセキュリ

ティ・ガイドの「Oracle Application Object Libraryのセキュリティ」の章を参照してください。 

ロール・ベースのアクセス管理セキュリティの管理 

承認されたユーザーのみに特定の管理タスクの実行を許可するために、Oracle E- 

Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、Oracle User Managementのロール・ベース

のアクセス管理(RBAC)セキュリティを利用して、追加のセキュリティ・レイヤーを構築してい

ます。この RBACセキュリティは、ユーザー・ロールを介して適用されます。そのため、ユー

ザーがアプリケーション・サーバーからのコンポジット・サービスのダウンロードなどの特定

のタスクを実行できるかどうかは、ユーザーに付与されているロールによって決定されま

す。 

このアプローチは、データ・セキュリティおよび機能セキュリティに基づいていますが、その

いずれよりも高度な機能です。 

ロール・ベースのアクセス管理セキュリティ 

 

前述したように、機能セキュリティは Oracle E- Business Suiteにおけるアクセス管理の基本

レイヤーです。これにより、システム内の個々のメニューおよびメニュー・オプションへの

ユーザー・アクセスが制限されますが、それらのメニュー内に含まれているデータへのアク

セスは制限されません。データ・セキュリティでは、アプリケーション・データおよびデータに

対してユーザーが実行できるアクションに対するアクセス管理が提供されます。 

RBACでは、アクセス管理はロールを通じて定義され、ロールは、ユーザーが特定の機能

を実行するために必要な職責、権限、権限セットおよび機能セキュリティ・ポリシーを一元

管理するように構成できます。こうすることで、新しい権限セットを自動的に継承するロール

を通じて変更を行えるため、ユーザー権限の一括更新が簡略化されます。必要に応じて、

ジョブ機能に基づいて、各ロールに特定の権限または権限セットを割り当てることができま

す。たとえば、ある組織に「アナリスト」、「開発者」および「管理者」ロールがあるとします。

「管理者」ロールには、すべての管理関連タスクまたは機能を含む権限セットを含めて、
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「管理者」ロールでジョブ機能を実行できるようにする一方で、「アナリスト」および「開発者」

ロールにはそれらのアクセス権限を付与しないようにすることができます。 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayのロール・ベースのア

クセス管理(RBAC)セキュリティ 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、各管理機能が権限とみなされま

す。関連する権限が 1つの権限セットにグループ化され、これが適切な機能ロールに関連

付けられ、セキュリティ付与を介して適切なユーザーに割り当てられます。 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、次のシード済権限セットを使用し

て承認されたユーザーのみに管理権限を制限しています。 

• 「統合管理者」権限セット(FND_REP_ADMIN_PERM_SET) 

• 「統合リポジトリ・コンポジット・サービスのダウンロード」

(FND_REP_DOWNLOAD_PERM_SET) 

「統合管理者」権限セット 

「統合管理者」権限セット(FND_REP_ADMIN_PERM_SET)には、「統合管理者」ロールを

持つユーザーが実行するほぼすべての管理タスクが含まれています。これは、次の管理

権限で構成されます。 

「統合管理者」権限セット 

特権 権限 権限表示名 

生成/再生成 FND_REP_GENERATE Webサービスの生成 

配置 FND_REP_DEPLOY Webサービスの配置 

配置解除 FND_REP_UNDEPLOY Webサービスの配置解除 

エージェントへのサブスクリプション FND_REP_SUBSCRIBE エージェントへのサブスクリプション 

付与の作成 
FND_REP_METHOD_GR

NT 
実行権限をメソッドに付与 

「統合リポジトリ・コンポジット・サービスのダウンロード」権限セット 

適切な権限を持つユーザーはコンポジット・サービスをダウンロードでき、その権限は「統

合リポジトリ・コンポジット・サービスのダウンロード」権限セット

(FND_REP_DOWNLOAD_PERM_SET)という、前述の「統合管理者」権限セットとは異な

る権限セットに関連付けられています。 
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このアプローチでは、必要に応じて、「統合管理者」ロール、「統合開発者」ロールまたは

「統合アナリスト」ロールを介してダウンロード機能を個別にユーザーに付与できます。 

「統合リポジトリ・コンポジット・サービスのダウンロード」権限セット 

特権 権限 権限表示名 

コンポジット・サービスのダウ

ンロード 
FND_REP_DOWNLOAD_CS 

コンポジット・サービスのダウ

ンロード 

MOACセキュリティの管理 
複数組織とは、会計帳簿、ビジネス・グループ、法的エンティティ、営業単位または在庫組

織です。複数組織およびそれらの組織間の関係を Oracle E-Business Suiteの単一のイン

ストールで定義できます。 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、MOACセキュリティ機能を使用し

て、承認されたユーザーのみに営業単位内でのデータ・アクセス権限が付与されるように

しています。 

システム管理者はMOACを使用して、アクセス権限の範囲をセキュリティ・プロファイルと

して事前定義し、プロファイル・オプション「MO: セキュリティ・プロファイル」を使用してセ

キュリティ・プロファイルを職責に関連付けることができます。このアプローチを使用すること

で、複数の営業単位が 1つのセキュリティ・プロファイルに関連付けられ、そのセキュリ

ティ・プロファイルが職責に割り当てられます。そのため、セキュリティ・プロファイルのアクセ

ス管理を介して、ユーザーは職責を変更することなく複数の営業単位のデータにアクセス

できます。 

たとえば、USAおよび UK営業単位で構成される販売会社で、USA営業単位には

Western Region Salesおよび East Region Salesがあるとします。営業マネージャには、

USAおよび UK両方の売上に対する責任があります。管理者は、USAまたは UKのいず

れかに対して責任を負います。営業担当は、自分が担当する営業地域に対してのみ責任

を負います。 

次の図は、営業組織の階層を示しています。 
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営業組織の階層 

 

会社内の営業データを保護するために、関連する営業単位を事前定義されたセキュリ

ティ・プロファイルに関連付けることができます。たとえば、すべての営業データへのアクセ

ス権限を Vision Salesセキュリティ・プロファイルにグループ化します。USA Salesセキュリ

ティ・プロファイルは USA関連データ用で、地域のセキュリティ・プロファイルは指定された

地域のデータ用です。システム管理者は、複数の営業単位が含まれるこれらのセキュリ

ティ・プロファイルを、適切な職責を介してユーザーに関連付けることができます。これによ

り、営業管理者は、職責を変更せずに EasternまたはWestern地域の営業データに簡単

にアクセスできます。次の図は、この販売会社のセキュリティ・プロファイル、職責および営

業単位間の関係を示しています。 
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セキュリティ・プロファイル、職責および営業単位間の関係図 

 

職責により営業単位が決定される 

職責は、営業単位にリンクされているセキュリティ・プロファイルに関連付けられているた

め、職責がユーザーがアクセス権限を持つ営業単位を決定するための鍵となります。 

1. PL/SQLおよびコンカレント・プログラム・インタフェースを使用して Oracle E-Business 

Suite と統合する場合、SOAP要求の SOAHeader 要素で渡されるアプリケーション・

コンテキスト値は、Responsibility、RespApplication、SecurityGroup、NLSLanguageお

よび Org_Idです。PL/SQLおよび Java Beanサービスでは、同じコンテキスト値が、

REST要求の HTTP本文の一部として RESTHeader 要素で渡されます。 

ビジネス・サービス・オブジェクト・インタフェースを使用して Oracle E-Business Suiteと

統合する場合、SOAP要求の ServiceBean_Header 要素で渡されるアプリケー

ション・コンテキスト値は、RESPONSIBILITY_NAME、

RESPONSIBILITY_APPL_NAME、SECURITY_GROUP_NAME、

NLS_LANGUAGEおよび ORG_IDです。 

2. MOAC設定は、ユーザーが属するビジネス・サービス・オブジェクト・インタフェースの

RespApplicationまたは RESPONSIBILITY_APPL_NAMEに基づいて行われます。

Org_Idが渡された場合、組織アクセスは渡された組織に設定されます。 

3. NLS言語の要素が指定された場合、渡された言語で SOAP要求を使用できます。す

べての対応する SOAP応答とエラー・メッセージも、同じ言語で戻すことができます。

言語が指定されていない場合、ユーザーのデフォルトの言語が使用されます。 
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複数組織の設定および実装の詳細は、Oracle E-Business Suite複数組織インプリメンテー

ション・ガイドを参照してください。 

Webサービス・セキュリティの管理 

Webサービス・セキュリティ(WSセキュリティ)は、アプリケーション間で安全にメッセージを

交換できるようにするための仕様です。これは、メッセージ・コンテンツの整合性と機密性を

満たす安全なWebサービスを構築する際に使用できる、標準の拡張子のセットを提案し

ます。また、複数のセキュリティ・トークンのサポートも提供されます(詳細は、関連するプロ

ファイル・ドキュメントで規定されています)。 

Webサービスのコンテンツを保護し、Webサービス操作を認証するために、Oracle E- 

Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、インバウンド・サービス要求に対する次の認

証セキュリティ・モデルがサポートされています。 

• SOAPサービスの場合 

• UsernameTokenベースのセキュリティ、ページ 6-10 

• SAML Sender-Vouches トークン・ベースのセキュリティ、ページ 6-12 

設計時に、統合管理者はサービスを配置する前に認証タイプを 1つ選択する必要が

あります。サービスに対して認証タイプが指定されない場合は、検証エラーが発生しま

す。 

配置済の SOAPサービスの認証タイプを変更する必要がある場合、管理者はまず

SOAPサービスを配置解除し、適切な変更を行い、SOAPサービスを再生成してから、

サービスを再度配置する必要があります。SOAPサービスの配置および配置解除の方

法の詳細は、「SOAP Webサービスの配置および配置解除」(ページ 3-11)を参照してく

ださい。 

• RESTサービスの場合 

• HTTP Basic認証、ページ 6-15 

• トークン・ベース認証、ページ 6-16 

すべての RESTサービスは、HTTP Basic認証(ユーザー名とパスワード)またはトーク

ン・ベース認証(ユーザー名と Oracle E-Business Suiteセッション IDなどの有効なトー

クン)のいずれかによって保護されます。 

ユーザーのアイデンティティを確立するためのサブジェクト認証 

実行時に、Oracle WebLogic管理対象サーバーで配置された SOAコンポジットに対し、

Oracle SOA Suiteを介して SOAP要求が受信されると、選択された認証タイプに応じて、

Oracle E-Business Suiteの JAAS (Java Authentication and Authorization Service)ベースの

ログイン・モジュールによって各メッセージが認証されます。 
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注意: JAAS (Java Authentication and Authorization Service)は Javaセキュリティ・

フレームワークで、現在 Javaコードを実行しているユーザーを安全に判別するた

めのユーザー(ユーザー・ログイン)の認証や、特定の操作へのアクセスまたは操

作の実行に必要な適切なアクセス管理権限をユーザーが持っていることを確認

するためのユーザーの承認に使用できます。 

ユーザーを認証するために、Oracle E- Business Suiteの JAASベースのログイン・

モジュールが、Oracle SOA Suiteを含むWebLogicサーバーに配置されます。 

RESTサービスでは、REST要求で提供されたユーザー名/パスワード情報に基づいて

ユーザーが認証されると、セキュリティ・ログイン・サービスを使用してユーザー証明書が検

証され、一意のアクセス・トークン(Oracle E-Business Suiteセッション IDなど)が返されま

す。このトークンを LoginModuleに送信し、トークン・ベース認証のために後続の要求で使

用できます。 

実行権限を検証するためのサブジェクト承認 

設計時に、ユーザーにはセキュリティ付与および RBACベースの機能セキュリティを介し

て、特定の機能または APIを実行するための適切なアクセス権限が付与されます。 

SOAPサービスの承認 

実行時に、SOAP メッセージ・ヘッダーの情報を使用して、起動された操作へのアクセス権

が現在のコンテキストにあるかどうかが判別されます。たとえば、Oracle E- Business Suiteア

プリケーションのコンテキストには、Oracle E-Business Suite Webサービスの正常な動作に

必要な値を渡すために使用される重要な要素が多数含まれています。十分な権限を持つ

Oracle E-Business Suiteユーザーが API取引またはコンカレント・プログラムを実行するに

は、その API取引またはコンカレント・プログラムのコンテキスト・ヘッダー情報が必要で

す。 
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次のコード・スニペットは、アプリケーション・コンテキストのサンプル・ヘッダーを示していま

す。 

<soapenv:Header> 
 .. 
 <!--wsse Header--> 
 <fnd:SOAHeader> 
 <fnd:Responsibility>SYSTEM_ADMINISTRATOR</fnd:Responsibility> 
 <fnd:RespApplication>FND</fnd:RespApplication> 
 <fnd:SecurityGroup>STANDARD</fnd:SecurityGroup> 
 <fnd:NLSLanguage>AMERICAN</fnd:NLSLanguage> 
 <fnd:Org_Id>204</fnd:Org_Id> 
</fnd:SOAHeader> 
</soapenv:Header> 

承認に使用される SOAPヘッダー要素の詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gateway開発者ガイドの「アプリケーション・コンテキストの SOAPヘッダー」を参照してくだ

さい。 

RESTサービスの承認 

認証後、LoginModuleでは認証されたユーザーのロールおよびアクセス権限を検証し、そ

のユーザーが基礎となる APIの実行に必要となる権限を持つ場合にのみ、その APIの実

行を承認します。 

UsernameTokenベースのセキュリティ 

UsernameTokenベースのセキュリティでは、認証のために SOAPヘッダーで送信された

ユーザー名/パスワードが Oracle E-Business Suiteで作成されたユーザーに関連付けられ

ています。 

ユーザー名はクリア・テキストで、パスワードは UsernameTokenプロファイルの最も機密性

が高い部分です。このセキュリティ・モデルでサポートされているパスワード・タイプは、プ

レーン・テキスト・パスワード(PasswordText)です。 

注意: PasswordTextパスワード・タイプは、クリア・テキストで記述されたパスワード

です。Webサービスを起動する SOAP要求には、ユーザー名とプレーン・テキス

ト・パスワードで構成されるセキュリティ・ヘッダーを含める必要があります。 
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SOAP要求の一部として実行時に受信したパスワードは、Oracle E-Business Suiteに格納

された暗号化パスワードに対して検証されます。検証後に、SOAP要求からのプレーン・テ

キスト・パスワードは破棄されます。 

実行時に、Oracle SOA Suiteを介して受信された SOAP要求メッセージは、wsse:security 

Webセキュリティ・ヘッダーに基づく認証のために、Oracle E-Business Suiteの JAASベースの

ログイン・モジュールに渡されます。 

基本的な UsernameTokenセキュリティ・ヘッダーを次に示します。 

<S11:Envelope xmlns:S11="..." xmlns:wsse="..."> 

<S11:Header> 

... 

<wsse:Security> 

<wsse:UsernameToken> 

<wsse:Username>Zoe</wsse:Username> 

<wsse:Password>password</wsse:Password> 

</wsse:UsernameToken> 

</wsse:Security> 

... 

</S11:Header> 

... 

</S11:Envelope> 

重要: XMLゲートウェイ・インタフェースの取引先レベルおよび WSセキュリティ・

ヘッダー・レベル両方での承認チェック 

Oracle XML Gatewayでは、各取引先に Oracle E-Business Suiteユーザーが構

成されています。「取引先の設定」フォームに定義されている承認済ユーザーの

みが、XML取引を実行できます。外部クライアントは、そのようなユーザー名を、

SOAP本文の<ECX:SOAHeader>要素(または一般 XMLゲートウェイ・サービス

の場合は<XMLGateway_Header>要素)内で定義されている<USERNAME>およ

び<PASSWORD>要素で渡すことができます。これらのユーザー名パラメータは、

取引を開始する前に、Oracle XML Gatewayによって、取引先設定に定義されて

いるユーザー名に照らして検証されます。 

このため、XMLゲートウェイ・インタフェース・タイプの場合、取引先レベルと、

SOAP要求の wsse:securityヘッダーで渡されたユーザー名の両方で認可チェッ

クが実行されます。取引先設定およびユーザーを取引先に関連付ける方法の詳

細は、Oracle XML Gatewayユーザーズ・ガイドを参照してください。 

Oracle E-Business Suiteからの SOAP メッセージのWSセキュリティ・ヘッダーは、次のよう

になります。 

  



 

6-12 Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayインプリメンテーション・ガイド 

 

<xml version="1.0" encoding="UTF-8"> 

<env:Envelope 

xmlns:env="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/" 

xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 

xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"> 

<env:Header> 

<wsse:Security xmlns:wsse="http://docs.oasis-open. 

org/wss/2004/01/oasis-200401-wsswssecurity-secext-1.0.xsd> 

<wsse:UsernameToken> 

<wsse:Username>Kwalker</wsse:Username> 

<wsse:Password Type="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/ 

oasis- 200401-wss-username-token-profile-1.0#PasswordText">password 

</wsse: Password> 

</wsse:UsernameToken> 

</wsse:Security> 

</env:Header> 

<env:Body> 

... 

</env:Body> 

</evn:Envelope> 

SAML Sender-Vouches トークン・ベースのセキュリティ 
ユーザー名の送信に SAMLアサーションのみを利用するWebサービスを認証するため

に、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、SAML トークン(Sender 

Vouches)ベースのWebサービス・セキュリティをサポートしています。 

Security Assertion Markup Language (SAML)は、セキュリティ・ドメイン間、つまりアイデン

ティティ・プロバイダとサービス・プロバイダとの間で認証データおよび認可データを交換す

るための XMLベースの標準です。 

信頼できる Sender-Vouches SAML トークンを使用したユーザーの認証方法 

SAML トークンでは、SAMLアサーションをセキュリティ・トークンとして使用します。SAML

トークンのタイプの 1つに、sender-vouches SAML トークンがあります。このトークンでは、

sender-vouches メソッドを使用して、SOAP メッセージと SOAP メッセージに追加された

SAMLアサーションの間の通信を確立します。 

認証タイプとして SAML トークンを使用するサービスがWebアプリケーションによって起動

されると、SAMLアサーションを含むまたは参照するこの SOAP要求メッセージが Oracle 

SOA Suiteを介して受信され、Oracle E- Business Suiteの JAASベースのログイン・モ

ジュールに渡されて、wsse:security Webセキュリティ・ヘッダーに基づいてサービス

が認証されます。アサーションの検証および処理の一環として、Oracle E-Business Suiteの

レシーバまたはログイン・モジュールでは、サブジェクト、参照される SAMLアサーションの

クレーム、および文に定義されている確認方法を満たす証拠を提供するエンティティの間

の関係を確立する必要があります。 

言い換えると、エンタープライズ情報システムにログオンするユーザーを検証および認証

するためには、信頼できる sender-vouches SAML トークン・セキュリティを使用して、SOAP

メッセージと SOAP メッセージに追加された SAMLアサーションの間の通信を確立する必

要があります。 

注意: すべてのユーザーが有効な条件で SAML トークンを送信できるため、認証

フレームワークでは、特定の SAML トークン・ソースのみを信頼し、それらの各

ソースのパブリック・キーを共通キー・ストアに格納します。この公開キー・インフラ

ストラクチャ(PKI)ベースのセキュリティでは、Webサービスを認証するためのより

http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/
http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/
http://www.w3.org/2001/XMLSchema
http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance
http://docs.oasis-open/
http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-
http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-
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洗練された、信頼できるルールが提供されます。 

次のアルゴリズムは、このリリースの SAML トークン・セキュリティで動作保証され

ています。 

• 対称エンコーディング・アルゴリズム: 

http://www.w3.org/2001/04/xmlenc#aes128-cbc 

• キー暗号化アルゴリズム: 

http://www.w3.org/2001/04/xmlenc#rsa-oaep-mgf1p 

重要:SAML トークン・セキュリティが正常に動作するようにするために、実行する

必要がある設定ステップがあります。SAML トークン・セキュリティの設定の詳細

は、My Oracle Supportのナレッジ・ドキュメント 1332262.1の Setting Up SAML 

Token Security for Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway Release 12.2

を参照してください。 

ユーザーを認証するために、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway との PKIの

信頼を確立したすべてのエンティティが、有効なユーザー名とともに SAMLアサーション

を送信できます。PKIによって信頼されたエンティティによって、デジタル署名されている

必要がある、ユーザー名が埋め込まれた SAML トークン・プロファイルが送信されます。

Webサービスに添付された SAML トークン・ポリシーでは、Issuerや Conditionsなどの属

性が検証されます。検証後、ログイン・モジュール(IsgSAMLLoginModule)によって、

NameCallbackを介して SAMLプリンシパル(NameIdentifier 内のユーザー名)が抽

出されます。このことは、シングル・サインオン(SSO)ユーザーについては LDAPに対して、

または非 SSOユーザーについては Oracle E-Business Suite FND_USER に対して検証さ

れます。 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、すべてのユーザーが有効な

Oracle E-Business Suiteユーザーである必要があることに注意してください。SSOを使用す

る場合、SSO用の LDAPサーバーのユーザーは、Oracle E-Business Suiteの FND_USER

表と同期している必要があります。そうでない場合、ユーザー承認のために FND_USER 表

のエントリに対してアプリケーション職責を照合したときに、ユーザー承認チェックが失敗し

ます。 

エンタープライズ・シングル・サインオン環境での Oracle E-Business Suiteの統合の詳細

は、Oracle E-Business Suiteセキュリティ・ガイドを参照してください。 

注意: ログイン・モジュール IsgSAMLLoginModule は、認証プロバイダ

IsgAuthenticator を介して起動されます。 

次の図は、sender-vouches SAML トークン・ベースのセキュリティ認証プロセス・フローを示

しています。 
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1. 信頼できるアプリケーションによってユーザーが認証され、SAML Sender-Vouches

トークンが含まれている、デジタル署名された SOAP要求が作成されます。 

信頼できるアプリケーションとは、そのパブリック・キーが Oracle E-Business Suite 

Integrated SOA Gatewayで認識されており、そのパブリック・キーを使用して SOAP要

求でデジタル署名された SAMLアサーションを送信できる任意のアプリケーションで

あることに注意してください。 

2. Webサービスに添付された SAML トークン・ポリシーによって、署名および SAML条

件が検証されます。 

3. Oracle SOA Suiteの IsgSAMLLoginModule によって、NameCallbackを介して

SAMLプリンシパル(NameIdentifier 内のユーザー名)が抽出されます。このこと

は、シングル・サインオン(SSO)ユーザーについては LDAPに対して、または非 SSO

ユーザーについては Oracle E-Business Suite FND_USER に対して検証されます。 

NameIdentifier の形式は、ユーザーが LDAP (SSOユーザーの場合)または

Oracle E-Business Suiteの FND_USER (非 SSOユーザーの場合)のいずれに対して

認証されたかを示しています。形式が dn=xxxx の場合、これは LDAPに対して認

証された SSOユーザーです。そうでない場合、これは Oracle E-Business Suiteの

FND_USER に対して認証された非 SSOユーザーです。 

非 SSO環境の sender-vouches SAMLアサーションのサンプルを次に示します。 

 

<Assertion AssertionID="be7d9814c36381c27fefa89d8f27e126" 

IssueInstant=" 2010-02-27T17:26:21.241Z" Issuer="www.oracle.com" 

MajorVersion="1" MinorVersion="1" 

xmlns="urn:oasis:names:tc:SAML:1.0:assertion"xmlns: 

samlp="urn:oasis:names:tc:SAML:1.0:protocol"><Conditions NotBefore=" 

2010-02-27T17:26:21.241Z" NotOnOrAfter="2011-02-27T17:26:21.241Z"/> 

<AuthenticationStatement AuthenticationInstant="2010-02-

27T17:26:21.241 Z" 

AuthenticationMethod="urn:oasis:names:tc:SAML:1.0:am:password"> 

<Subject> 

<NameIdentifier Format="urn:oasis:names:tc:SAML:1.1:nameid-

format: unspecified" 

NameQualifier="notRelevant">SYSADMIN</NameIdentifier> 

<SubjectConfirmation> 

<ConfirmationMethod>urn:oasis:names:tc:SAML:1.0:cm:sender- 

vouches</ConfirmationMethod> 

</SubjectConfirmation> 

</Subject> 

</AuthenticationStatement> 

</Assertion> 

SSO環境の sender-vouches SAMLアサーションのサンプルを次に示します。  

http://www.oracle.com/
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<Assertion 

IssueInstant="2010-02-27T17:26:21.241Z" Issuer="www.oracle.com" 

MajorVersion="1" MinorVersion="1" 

xmlns="urn:oasis:names:tc:SAML:1.0:assertion" 

xmlns:samlp="urn:oasis:names:tc:SAML:1.0:protocol"><Conditions 

NotBefore="2010-02-27T17:26:21.241Z" 

NotOnOrAfter="2011-02-27T17:26:21.241Z"/> 
<AuthenticationStatement AuthenticationInstant="2010-02-

27T17:26:21.241Z" 

AuthenticationMethod="urn:oasis:names:tc:SAML:1.0:am:password"> 

<Subject> 
<NameIdentifier Format="urn:oasis:names:tc:SAML:1.1:nameid-

format: unspecified" 

NameQualifier="notRelevant">orclApplicationCommonName=PROD1, 

cn=EBusiness,cn=Products,cn=OracleContext,dc=us,dc=oracle, 

dc=com</NameIdentifier> 

<SubjectConfirmation> 
<ConfirmationMethod>urn:oasis:names:tc:SAML:1.0:cm:sender- 

vouches</ConfirmationMethod> 

</SubjectConfirmation> 

</Subject> 

</AuthenticationStatement> 

</Assertion> 

 

• Issuer: この属性の値は Oracle SOA Suiteから定義されます。これは jps-

config.xml に表示されます。Issuer の追加方法の詳細は、My Oracle Support

のナレッジ・ドキュメント 1332262.1の Setting Up SAML Token Security for Oracle E-

Business Suite Integrated SOA Gateway Release 12.2を参照してください。 

• Conditions: このタグは、SAMLアサーションが有効な期限を定義します。 

• NameIdentifier: このタグの値にはユーザー名が含まれています。 

ユーザー名の形式が LDAP DNの場合、そのユーザー名は SSOユーザー用の登録

された OIDで検証されます。そうでない場合は、ユーザー名は非 SSOユーザー用の

FND_USER 表で検証されます。 

• SubjectConfirmation: これは sender-vouchesである必要があります。 

SOAPセキュリティ・ヘッダーで sender-vouches SAML トークンを使用してWebサービスを

認証する方法の詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway開発者ガイドの

「SAML トークン・ベースの SOAPセキュリティ・ヘッダー」を参照してください。 

HTTP Basic認証 
Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、安全な転送プロトコルである

HTTPSを介して RESTサービスを起動するユーザーを認証するために、HTTP Basic認

証セキュリティをサポートしています。 

HTTPクライアント・アプリケーションから Oracle E-Business Suite RESTサービスへのアク

セスが試行された場合、REST要求メッセージの一部として、HTTPヘッダーでユーザー・

セキュリティ証明書(ユーザー名/パスワード)が入力データとして提供される必要がありま

す。ユーザー名およびパスワードは、認証および承認のために LoginModuleにルーティ

ングされます。 

http://www.oracle.com/
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LoginModuleでは、HTTPヘッダーから証明書を抽出し、Oracle E-Business Suiteのユー

ザー表に照らしてユーザーを認証し、認証されたユーザーのアイデンティティを確立しま

す。次に LoginModuleでは、ISGサービス・プロバイダ・フレームワークに応答を送信しま

す。 

• 認証および承認されたユーザー要求では、サービス・プロバイダ・フレームワークによっ

てセキュリティ・サービスが起動されてアプリケーション・コンテキストが初期化され、

RESTサービスが実行されます。 

• 認証および承認されなかったユーザー要求では、サービス・プロバイダ・フレームワーク

からクライアントにシステム・フォルトが返されます。 

次の図は、HTTP Basic認証セキュリティの認証プロセス・フローを示しています。 

HTTP Basic認証セキュリティの認証プロセス・フロー 

 

W3Cにより定義されている HTTP Basic認証に基づき、HTTPクライアント・アプリケーショ

ンでは次のヘッダー・フィールドを使用してユーザー証明書を送信する必要があります。 

Authorization: Basic <base64 encoded version of username: 

password> 

ご使用の Oracle E-Business Suite環境でシングル・サインオン(SSO)が構成されている場

合は、Oracle Directory Services (LDAPサーバー)に格納されている情報に対して認証が

実行される SSOにユーザー認証を委任する必要があることに注意してください。 

トークン・ベース認証 
トークン・ベースのセキュリティでは、サーバーが提供するセキュリティ・トークンを使用して

ユーザーを認証します。ユーザーが複数の要求によってサーバーにログオンしようとした

場合、その都度ユーザー名とパスワードを使用してユーザーを認証するかわりに、HTTP

ヘッダーで一意のアクセス・トークン(Oracle E-Business Suiteセッション IDなど)を

Cookie として送信できます。 

たとえば、Oracle E-Business Suiteユーザーは、最初は指定したユーザー名とパスワードで

認証され、ログインが成功すると、次に示すようにセキュリティ・ログイン・サービスによって

Oracle E-Business Suiteユーザー・セッションが作成され、セッション IDが返されます。 
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<response> 
<data> 
<accessToken>OEj6fXXoDoo4EeubKLgYes7io7</accessToken> 
<accessTokenName>myEbsInstance</accessTokenName> 
<ebsVersion>12.2.0</ebsVersion> 
<userName>SYSADMIN</userName> 
</data> 
</response> 

ユーザー・セッションを指すセッション IDが、ユーザー認証のために後続のすべてのWeb

サービス呼出しの HTTPヘッダーに Cookieとして渡されます。 

POST /webservices/rest/Invoice/create_invoice 

Cookie: <accessTokenName>=<accessToken> 

Content-Type: application/xml 

LoginModuleによって、HTTPヘッダーからトークン(セッション ID)が解釈および抽出さ

れ、後続の要求では認証のためにパスワードではなく、トークンを使用してサブジェクトまた

はユーザー名が検証されます。 

HTTP Basic認証セキュリティと同様に、要求が認証および承認されると、サービス・プロバ

イダ・フレームワークによってセキュリティ・サービスが起動されてアプリケーション・コンテキ

ストが初期化され、RESTサービスが実行されます。 

そうでない場合は、システム・フォルトが返されます。 

次の図は、トークン・ベース認証セキュリティの認証プロセス・フローを示しています。 

トークン・ベース認証セキュリティの認証プロセス 

 

この図では、初回要求でユーザー名/パスワード情報が提供され、検証されています。有

効なユーザーに対し、ログイン・サービスを介して一意のトークン(EBS Token1)が取得され

ます。後続の呼出しで異なるサービスが要求された場合は、パスワードのかわりにトークン

がユーザー名とともにヘッダーで提供されます。 

この後続の要求では、Oracle E-Business Suiteセッションの初期化で必要となる可能性が

あるアプリケーション・コンテキスト情報も提供されます。セキュリティ LoginModuleを使用し

てヘッダーからトークンが解釈および抽出され、ユーザーが認証されて、要求が承認され

ます。RESTサービスを起動する前に、アプリケーション・コンテキスト・セッションの初期化

も行われます。サービスの起動に成功すると、応答メッセージが応答ペイロードとともに送

信されます(使用可能な場合)。  
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トークン・ベースのセキュリティを使用する利点 

トークン・ベースのセキュリティを使用する場合、前述のアプリケーション・コンテキスト情報

をすべての要求で渡す必要がないことに注目してください。後続の要求でコンテキスト値

が提供されない場合、以前に渡された値が使用されます。 

これにより、HTTPヘッダーに含まれるペイロードのサイズが削減されるため、必要なデー

タ帯域幅が少なくなります。これは、モバイル・データ・ネットワークで特に役立ちます。 

RESTヘッダーのアプリケーション・コンテキストの詳細は、Oracle E-Business Suite 

Integrated SOA Gateway開発者ガイドの「アプリケーション・コンテキストの RESTヘッ

ダー」を参照してください。 

コンテキスト値を使用して Oracle E-Business Suiteセッションを初期化または再初期化する

方法の詳細は、Oracle E-Business Suiteセキュリティ・ガイドの「Oracle Application Object 

Library RESTセキュリティ・サービス」の項を参照してください。 
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7  
Webサービスのロギング 

概要 

ロギング・サポートをより詳細なレベルに拡張し、Webサービス・アクティビティを詳細に可

視化するために、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、拡張された、柔

軟性のあるWebサービス・ロギング・メカニズムを提供しています。統合管理者は、ログ設

定を統合インタフェース・レベルで構成できます。これには、ロギング機能を設定する対象

とするインタフェース名の選択、設計時ログの有効化または無効化および適切なランタイ

ム・ログ重要度レベルの選択が含まれます。さらに、同じロギング・ユーザー・インタフェー

スを使用して、Webサービス監査機能をインタフェース・レベルで有効または無効にするこ

とができます。 

ロギングを適切に設定および構成すると、Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gatewayを介して提供されたWebサービス・アクティビティを簡単にモニタリングおよび監

査できます。ログ・メッセージを追跡したり、設計時や実行時に発生した問題をトラブル

シューティングすることができます。さらに、管理者は、既存のログ設定を削除したり、必要

に応じてサービス・モニターから監査情報をパージすることができます。 

重要: ロギング機能は、SOAPサービスでのみサポートされます。このリリースで

は、この機能は RESTサービスでサポートされません。 

主な機能 

拡張されたWebサービス・ロギング機能は、次のとおりです。 

• 一元化されたわかりやすいユーザー・インタフェースで、Oracle E-Business Suite SOAP

サービスのロギングと監査を構成できます。 

• ロギングと監査の設定を統合インタフェース・レベルで構成できます。 

• 設計時ログとランタイム・ログ、さらにWebサービス監査機能を有効にしたり無効にする

ことができます。 
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• Oracle E-Business Suite内のすべての設計時と実行時の SOAPサービス・アクティビ

ティを、そのサービスのロギングが有効な場合はログに記録したり監査することができま

す。 

• ログ・ビューが統合されたことにより、統合リポジトリから SOAPサービスの生成と配置の

ログを参照することや、設計時ログとランタイム・ログが有効になっている場合は、サー

ビス・モニターからサービス処理ログを参照することができます。 

• サービス・モニターを使用して、監査情報をデータベース表からパージできます。 

設計時ログには、選択したインタフェースまたはサービスで設計時ログが有効になっている

場合にのみ、SOAPサービスの生成および開発ライフ・サイクル・アクティビティの各ステー

ジが取得されます。 

• インタフェースで設計時ログが有効になっている場合は、「ログ構成」フィールドに「使

用可能」と表示されます。インタフェースのインタフェース詳細ページに「ログの表示」が

表示され、これを使用して「ログおよびエラー詳細」ページでログの詳細を参照できま

す。 

設計時アクティビティでエラーが発生した場合は、「ログおよびエラー詳細」ページに、

エラーの詳細も表示されます。 

• 設計時ログが有効になっていない場合は、「ログ構成」フィールドに「使用不可」と表示

されます。設計時アクティビティを実行しているときにエラーが発生した場合は、かわり

にそのインタフェースに対して「エラーの表示」が表示され、これを使用してエラーと例

外の詳細のみを参照できます。 

ランタイム・ログでは、Oracle E-Business Suiteサービスでランタイム・ログが有効になってい

る場合、Webサービス・クライアントによるそのサービスの起動時にサービス処理の詳細を

記録します。ログが特定のインスタンスで使用可能な場合、サービス・モニターに「ログ」ア

イコンが表示されます。管理者はログ・メッセージを表示できます。 

監査機能では、特定のインタフェースまたはサービスの監査機能が有効になっている場

合、Oracle SOA Suiteから実行されたWebサービス・アクティビティをモニタリングおよび

追跡できます。監査機能が有効になっているインタフェースまたはサービスのすべての

SOAP メッセージ、関連付けられているペイロード、および障害メッセージをサービス・モニ

ターで保存および監査できます。 

ロギング機能について理解を深めるために、この章では、次のトピックについて説明しま

す。 

• ロギング構成ユーザー・インタフェース・ページへのアクセス、ページ 7-3 

• 既存の構成の表示および検索、ページ 7-4 

• 新規構成の追加、ページ 7-6 

• 既存の構成の更新、ページ 7-9 

• 既存の構成の削除、ページ 7-9 

• ログ・メッセージの表示、削除およびエクスポート、ページ 7-11  
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ロギング構成ユーザー・インタフェースへのアクセス 
ログおよび監査設定ページにアクセスするには、「統合管理者」ロールを持つユーザーとし

て、Oracle E-Business Suiteにログインします。 

ナビゲーション・メニューから、「統合 SOAゲートウェイ」職責を選択し、「管理」→「構成」を

選択します。「管理」タブが「構成」サブタブとともに表示されます。 

注意: ナビゲーション・メニューの「管理」という選択肢は、「統合管理者」ロールを

持つユーザーが、「統合 SOAゲートウェイ」職責を使用して Oracle E-Business 

Suiteにログインした後にのみ表示されます。 

統合リポジトリのユーザー・インタフェースの外部で実行されるすべての管理タスク

は、「管理」タブの下にグループ化されて表示されます。これらのタスクには、「構

成」サブタブでのログ設定と監査設定の管理および「サービス・モニター」サブタブ

での SOAP要求のモニタリングが含まれます。 

「ログおよび監査設定詳細」ページ 

 

「ログおよび監査設定詳細」ページは、次のロギング設定と管理アクティビティのすべてを

実行するためのエントリ・ページです。 

• 既存の構成の表示および検索、ページ 7-4 

「ログおよび監査設定詳細」ページが表示されると、インタフェース別にリストしたすべて

の既存のロギングおよび監査設定が構成表に表示されます。表の各エントリには、イン

タフェース名、内部名、製品名、サービス・ステータス、設計時ログのステータス(「オン」

または「オフ」)、ランタイム・ログの重要度レベルおよび監査機能のステータス(「オン」ま

たは「オフ」)が含まれます。 

表から「内部名」のリンクをクリックすると、統合リポジトリに、選択したインタフェースのイ

ンタフェース詳細ページが表示されます。 
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• 新規構成の追加、ページ 7-6 

インタフェースの新しいログ構成を追加するには、「ログおよび監査設定詳細」ページ

で「別の行の追加」をクリックします。空の行が表示され、ランタイム・ログのログ重要度

情報を指定したり、選択したインタフェースの設計時ログやサービス監査機能を有効ま

たは無効にして、新しい構成を追加できます。 

• 既存の構成の更新、ページ 7-9 

構成表で、変更対象のログ設定に対して希望する値を選択して、既存の構成を直接更

新できます。この設定には、設計時ログ、ログの重要度レベルおよび監査機能のス

テータスが含まれます。 

• 既存の構成の削除、ページ 7-9 

ログ設定を削除するインタフェースを選択し、「ログおよび監査設定詳細」ページで「削

除」をクリックして、既存の構成を削除できます。 

既存の構成の表示および検索 

ロギングは、統合インタフェース・レベルで有効にできます。統合管理者が「統合 SOA

ゲートウェイ」職責を使用して Oracle E-Business Suiteにログインしてナビゲーション・メ

ニューの「管理」→「構成」リンクを選択すると、「ログおよび監査設定詳細」ページが表示さ

れます。インタフェース別のすべての既存のログ構成が自動的に構成表に表示されます。 

既存の構成が表示された「ログおよび監査設定詳細」ページ 

 

表にリストされる各ログ・エントリには、インタフェース名、内部名、製品名、Webサービス・

ステータス、設計時ログのステータス(「オン」または「オフ」)、ランタイム・ログの重要度レベ

ルおよび監査機能のステータス(「オン」または「オフ」)が含まれます。 
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既存の構成の検索 

検索機能は、ログ設定が構成されているインタフェースの数が 10を超える場合にのみ使

用できます。この状況では、「インタフェース名」フィールドがこのページの上部に表示さ

れ、構成をインターフェス名でフィルタリングまたは検索できます。構成の詳細を参照する

対象のインタフェース名(Order%など)を指定した後、「検索」をクリックして問合せを実行し

ます。検索基準に合うすべてのインタフェース名が表に表示されます。 

ログ構成が定義されていない場合は、空の表がインタフェース・レベルのロギング構成が定

義されていません。というメッセージとともに表示されます。 

構成表では、次のタスクを実行できます。 

• 「別の行の追加」をクリックして、新しいログ構成を追加できます。参照: 新規構成の追

加、ページ 7-6。 

• 表内の構成の数が 10を超える場合は、インタフェース名で構成リストを検索します。 

• 「インタフェース名」リンクをクリックして、選択したインタフェースを表示します。これによ

り、統合リポジトリにインタフェース詳細ページが表示されます。 

• 選択したインタフェースの既存の構成を更新します。これには、設計時ログやサービス

監査機能の有効化または無効化、ランタイム・ログの重要度レベルの変更、ランタイム・

ログの無効化が含まれます。参照: 既存の構成の更新、ページ 7-9。 

• 目的とするログ構成の「削除」をクリックして、既存の構成を削除します。参照: 既存の構

成の削除、ページ 7-10。 

既存の構成を表示および検索するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責を選択します。 

ナビゲーション・メニューで、メニュー選択から「管理」→「構成」リンクを選択します。

「ログおよび監査設定詳細」ページが表示されます。 

2. すべての既存のログおよび監査構成が自動的にインタフェース名別に表に表示され

ます。 

3. 表にリストされている構成の数が 10を超える場合は、インタフェース名を入力して検

索を実行し、「検索」をクリックして問合せを実行できます。一致するすべてのインタ

フェースが表に表示されます。 

4. 既存のログ構成を削除するには、削除対象の設定を選択し、「削除」をクリックして、

データベースから削除します。 

5. 新しい構成を追加するには、「別の行の追加」をクリックして新規設定を追加します。 
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新規構成の追加 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、新規ログ設定を統合インタフェー

ス・レベルで構成できます。「ログおよび監査設定詳細」ページで「別の行の追加」をクリッ

クします。現在の構成表の最後に空の行が追加され、特定のインタフェースの新規構成を

追加できます。これには、ランタイム・ログのログ重要度情報を指定したり、値を「オフ」に設

定することでランタイム・ログを無効にしたり、選択したインタフェースの設計時ログやサー

ビス監査機能を有効または無効にすることが含まれます。 

注意: 設計時ログには、選択したインタフェースで設計時ログが有効になっている

場合にのみ、設計時に記録された、サービスの生成、配置、配置解除、再設定、

リタイア、有効化などの SOAPサービス・アクティビティが取得されます。設計時ロ

グを有効化しない場合、ログは書き込まれません。 

新規ロールで新規構成を追加するには、次のタスクを実行します。 

• ロギングを有効にするインタフェース名の指定: 

ロギングを有効にする対象のインタフェース名を検索して選択します。「インタフェース

名」フィールドが選択されると、関連付けられた「内部名」、「製品」および「サービス・ス

テータス」の各フィールドが自動的に設定されます。 

注意: ロギングは、インタフェース・レベルまたはサービス・レベルで構成され

ます。メソッド・レベルまたは操作レベルでの構成は、このリリースではサポー

トされていません。 

「設計時ログ」、「ランタイム・ログ・レベル」、「監査」などの残りの構成フィールドもデフォ

ルト値とともに表示されます。これらは必要に応じて変更できます。 

• 設計時ログの有効化(オプション) 

設計時ログを使用して、サービスの生成および配置ライフ・サイクル中に発生した問題

や例外をトラブルシューティングします。デフォルトでは、インタフェース名の選択後、最

初は設計時ログが無効になっています。ただし、ドロップダウン・リストから「オン」を選択

することによって、選択したインタフェースに対してこの機能を有効にできます。 

設計時ログが選択したインタフェースまたはサービスで有効になっている場合は、サー

ビスの生成、配置、配置解除、再設定、リタイア、有効化などの設計時アクションについ

てログが書き込まれます。設計時ログを有効化しない場合、ログは書き込まれません。 

たとえば、Order Capture というインタフェースの設計時ログが有効になっているとしま

す。設計時におけるサービスの生成および配置中には、統合リポジトリのユーザー・イ

ンタフェースから、選択した Order Captureインタフェースに固有のログを取得できま

す。 
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Order Captureのインタフェース詳細ページに「ログの表示」が表示され、これを使用し

て設計時アクティビティの間に発生したログおよびエラーの詳細を表示できます。 

注意: 設計時ログが有効になっていない場合および設計時アクティビティの実

行中にエラーが発生した場合は、かわりにそのインタフェースに対して「エラー

の表示」が表示されます。「エラーの表示」をクリックすると、「ログおよびエラー

詳細」ページでエラーおよび例外の詳細にのみアクセスし、参照できます。 

設計時ログの表示の詳細は、「生成および配置時ログの表示」(ページ 3-27)を参照し

てください。 

• 監査機能の有効化(オプション) 

デフォルトでは、インタフェース名を選択すると、監査機能は無効になります。ドロップ

ダウン・リストから「オン」を選択すると、そのインタフェースに対してこの機能で監査証跡

を作成できるようになります。 

特定のインタフェースまたはサービスの監査機能が有効になっている場合は、関連付

けられているペイロードおよび障害メッセージとともに、Oracle SOA Suiteが処理するそ

のインタフェースまたはサービスのすべての SOAP メッセージをサービス・モニターで

保存および監査できます。 

サービス・モニターの詳細は、「サービス・モニターを使用した SOAP メッセージのモニ

タリングおよび管理」(ページ 8-1)を参照してください。 

• ログ重要度の選択によるランタイム・ログの有効化(オプション) 

デフォルトでは、インタフェース名の選択後、ランタイム・ログは無効になっています。

「ランタイム・ログ」フィールドでログ重要度レベルを変更することによって有効にすること

ができます。 

ログ・レベルは、有効なサービスのロギング出力を制御するために使用されます。ドロッ

プダウン・リストからデフォルトの「オフ」以外の値を選択して、ランタイム・ログを有効にし

ます。 

実行時におけるWebサービス・クライアントによる Oracle E-Business Suiteサービスの

起動中には、そのサービスでランタイム・ログが有効になっている場合、SOAPサービス

に関連付けられているログ・メッセージがサービス・モニターに取得され、参照できま

す。サービス・モニターで検索結果表の「ログ」アイコンをクリックして、「Webサービス・

ランタイム・ログ」ページを開き、特定のインスタンスに対するサービスについて記録さ

れたログを参照できます。 

重要: PL/SQL、コンカレント・プログラム、XMLゲートウェイ・インタフェース・タ

イプのランタイム・ロギングは、Oracle SOA Suiteによって処理されます。その

ため、「ログおよび監査設定詳細」ページでこれらのサービスに対してランタイ

ム・ログ・レベルを設定すると、サービスが Oracle SOA Suiteに配置されている

場合は Oracle SOA Suiteログが表示されます。Oracle E-Business Suite 

Integrated SOA Gatewayコード(パッケージ名 oracle.apps. fnd.isgで識別され

る)からの限定されたランタイム・ログ文がこれらのサービスについて表示されま

す。  



 

7-8 Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayインプリメンテーション・ガイド 

 

ビジネス・サービス・オブジェクト・インタフェース・タイプのランタイム・ロギング

は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayによって処理されま

す。そのため、サービス・モニターには、ここで選択したログ・レベルに基づい

てこれらのインタフェースの Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gatewayログが表示されます。 

ランタイム・ログの表示の詳細は、「サービス処理ログの表示」(ページ 8-8)を参照して

ください。 

ログ・レベル 

次の表では、ランタイム・ログに使用可能なログ・レベルを示しています。 

ログ・レベル 

重要度 説明 

オフ(デフォルト) ロギングをオフにするために使用できる特別

なレベル。 

重大 重大な障害を示すメッセージ・レベル。 

警告 潜在的な問題を示すメッセージ・レベル。 

情報 情報メッセージを示すメッセージ・レベル。 

構成 静的構成メッセージを示すメッセージ・レベ

ル。 

詳細 トレース情報を示すメッセージ・レベル。 

より詳細 かなり詳細なトレース・メッセージを示します。 

最も詳細 非常に詳細なトレース・メッセージを示しま

す。 

ログ・メッセージは、中間層とデータベース・サーバー間で相互に関連付けられることがあり

ます。配置されているサービスの新規構成が追加されると、配置されているサービスにつ

いて構成されたランタイム・ログ・レベルなどの新しく構成されたログ設定が Oracle SOA 

Suiteに追加されます。 
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配置されているサービスの構成が削除されると、ランタイム・ログ・レベルがコンポジット・レ

ベルでも Oracle SOA Suiteでも再設定されます。同じメカニズムは、統合管理者が配置さ

れているサービスの既存のログ・レベルを更新する場合にも適用され、新しいログ・レベル

がデータベースで更新されます。 

配置されていないサービスの新規構成が追加されると、そのサービスについて設定された

ログ・レベルなどのランタイム・ログ構成は、サービスの配置後に有効になります。 

新規構成を追加するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責を選択します。 

ナビゲーション・メニューから、「管理」→「構成」を選択します。「ログおよび監査設定

詳細」ページが表示されます。 

2. 新規構成を追加するには、「別の行の追加」をクリックします。 

空の行が表示され、次の情報を入力できます。 

• インタフェース名: ログを構成する適切なインタフェース名を指定します。 

「インタフェース名」フィールドが選択されると、関連付けられた「内部名」、「製品」

および「サービス・ステータス」の各フィールドが自動的に設定されます。「設計時

ログ」、「ランタイム・ログ」、「監査」などの残りの構成フィールドもデフォルト値ととも

に表示されます。これらは必要に応じて変更できます。 

• 設計時ログ: デフォルトでは、「オフ」に設定されます。ドロップダウン・リストから「オ

ン」を選択することによって、設計時ログを有効にすることができます。 

• ランタイム・ログ: デフォルトでは、「オフ」に設定され、ランタイム・ログはオフになり

ます。ドロップダウン・リストから適切な値を選択することによって、デフォルト値を

変更できます。 

• 監査: デフォルトでは、「オフ」に設定されます。ドロップダウン・リストから「オン」を

選択することによって、監査機能を有効にすることができます。 

3. 「適用」をクリックして、情報を保存します。 

既存の構成の更新 

「ログおよび監査設定詳細」ページで、ランタイム・ログの重要度の変更、設計時ログや監

査機能の有効化や無効化などの選択したインタフェースの既存の構成を変更できます。 
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ランタイム・ログ情報の更新が強調表示された「ログおよび監査設定詳細」ページ 

 

インタフェースのログ設定を更新するには、ドロップダウン・リストから適切な値を選択しま

す。たとえば、Order Captureインタフェースのランタイム・ログを有効にし、適切なログ・レベ

ルを設定します。これを行うには、「ランタイム・ログ」フィールドで「オフ」値を「情報」に変更

します。Order Captureサービスに特有の、サービス起動時の情報メッセージがすべて書き

込まれます。 

インタフェースの既存の設定を変更した後、「適用」をクリックして、変更をデータベースに

保存し、変更が配置済のサービスに適用される場合は Oracle SOA Suiteに保存します。

前に保存された詳細を表示するには、「取消」をクリックします。 

既存の構成を更新するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責を選択します。 

ナビゲーション・メニューから、「管理」→「構成」を選択します。「ログおよび監査設定

詳細」ページが表示されます。 

2. 「設計時ログ」、「ランタイム・ログ・レベル」および「監査」フィールドのドロップダウン・リ

ストから適切な値を選択して、インタフェースの基本ログ設定を更新します。 

3. 変更後、「適用」をクリックして変更を保存します。前に保存された詳細を表示するに

は、「取消」をクリックします。 

既存の構成の削除 

既存の構成が不要になった場合は、「ログおよび監査設定詳細」ページから直接削除でき

ます。 

既存の構成を削除するには、削除する設定を少なくとも 1つ選択して「削除」をクリックしま

す。これにより、既存の構成リストとデータベースからレコードが削除されます。 
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選択したログ設定が正常に削除されたことを示す確認メッセージが表示されます。これによ

り、選択したインタフェースのロギングおよび監査機能が無効になります。 

「削除」ボタンが選択された「ログおよび監査設定詳細」ページ 

 

サービスが Oracle SOA Suiteに配置されている場合は、そのサービスの構成が削除される

と、ランタイム・ログ・レベルがコンポジット・レベルでも Oracle SOA Suiteでも再設定されま

す。 

削除するログ構成を選択せずに「削除」をクリックした場合は、削除するインタフェース・レ

ベルのログ構成を少なくとも 1つ選択する必要があることを示す通知メッセージが表示され

ます。 

既存のロギング構成を削除するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責を選択します。 

ナビゲーション・メニューから、「管理」→「構成」を選択します。「ログおよび監査設定

詳細」ページが表示されます。 

2. 既存の構成を削除するには、削除する目的のインタフェース・レベル設定を選択して

「削除」をクリックします。選択したインタフェースの構成がリストおよびシステムから削

除されます。 

ログ・メッセージの表示、削除およびエクスポート 
サービス配置ライフ・サイクルの各ステージで発生したエラーを効果的にトラブルシュー

ティングまたはデバッグするために、ロギング機能が適切に有効化されているインタフェー

スまたはサービスについて記録されたログ詳細を参照およびダウンロードできます。 

パスワードおよび暗号化されていないプレーン・テキストのセキュリティ資格証明はログに

記録されません。 

生成および配置時ログの表示 

設計時におけるサービスの生成および配置ライフ・サイクル中には、特定のインタフェース

で設計時ログが有効になっている場合、統合リポジトリのユーザー・インタフェースからログ

を取得できます。インタフェースで設計時ログが有効になっている場合は、そのインタ

フェースのインタフェース詳細ページに「ログの表示」が表示されます。 
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注意: インタフェースで設計時ログが有効になっていない場合、および生成、配

置、配置解除、再設定、リタイア、有効化などの設計時アクティビティでエラーが

発生した場合は、かわりに「エラーの表示」が表示され、これを使用してエラーと例

外の詳細のみを参照できます。設計時ログが有効になっていないため、設計時に

記録されたログ・メッセージは見つかりません。 

「ログの表示」をクリックして、「ログおよびエラー詳細」ページを開き、「ログ詳細」リージョン

では表にまとめられたログ・メッセージを参照でき、設計時アクティビティでエラーが発生し

た場合には「エラー詳細」リージョンでエラー・メッセージ詳細を参照できます。 

「ログ詳細」リージョンでのログの削除およびエクスポート 

「ログ詳細」リージョンでインタフェースに対して取得されたメッセージを参照した後、必要

に応じて、「ログの削除」をクリックすることによって削除できます。リージョンで取得された

すべてのログが完全に削除されることをアラートする警告メッセージが表示されます。

「Yes」をクリックして、処理を確認します。ログが正常に削除された後、「ログ詳細」リージョ

ンに空のログ表が表示されます。 

ログを削除する前に、「エクスポート」をクリックすることによって、バックアップ・コピーを保存

できます。これにより、「ログ詳細」リージョンにリストされたレコードを Microsoft Excelにエク

スポートし、後で使用できます。 

サービスの生成および配置ライフ・サイクル中に記録されたログを統合リポジトリから参照

する方法の詳細は、「生成および配置時ログの表示」(ページ 3- 27)を参照してください。 

サービス処理ログの表示 

実行時におけるWebサービス・クライアントによる Oracle E-Business Suiteサービスの起動

中には、サービス・モニターにログ・メッセージを取得して参照できます。サービス・モニ

ターで検索結果表の要求の「ログ」アイコンをクリックして、「Webサービス・ランタイム・ログ」

ページを開き、特定のインスタンスに対する要求のログ詳細を参照できます。 

「Webサービス・ランタイム・ログ」ページには、次のログ・リージョンが含まれています。 

• ランタイム中間層ログ: このリージョンのログは、Oracle E-Business Suite統合の Oracle 

SOA Suiteサーバーのファイル・システムから取得されます。 

• アダプタ・ログ: このリージョンのログは、Oracle E-Business Suite側でWebサービスに

対して実行され、Oracle E-Business Suite表から取得されます。 

Oracle E-Business Suite表から取得されたアダプタ・ログの削除およびエクスポート 

サービスについて Oracle E-Business Suite表から取得されたアダプタ・ログ・メッセージを

参照した後、必要に応じて、「ログの削除」をクリックすることによってメッセージを削除でき

ます。アダプタ・ログ表で取得されたすべてのログが完全に削除されることをアラートする警

告メッセージが表示されます。「Yes」をクリックして、処理を確認します。アダプタ・ログが正

常に削除された後、空のログ表が表示されます。 
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ログを削除する前に、「エクスポート」をクリックすることによって、バックアップ・コピーを保存

できます。これにより、表にリストされたレコードが Microsoft Excelにエクスポートされます。 

 

注意: ここで削除されたログ・レコードはインスタンス固有ですが、コンカレント要求

の実行時に特定の日付範囲を入力する必要があるサービス・モニターのパージ・

プログラムは、インスタンス固有ではありません。パージ・コンカレント要求では、

「成功」ステータスで完了したサービスのサービス処理ログのみが削除されます。

「障害」ステータスのサービスのログは削除されません。 

サービス・モニターからのログのパージの詳細は、「SOAP メッセージ、監査および

ログのパージ」(ページ 8-11)を参照してください。 

サービス要求の処理中に記録されたログ・メッセージの表示の詳細は、「サービス処理ログ

の表示」(ページ 8-8)を参照してください。 
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8  
サービス・モニターを使用した SOAP メッセージ

のモニタリングおよび管理 

この章では、次のトピックを取り上げます。 

• サービス・モニターの概要 

• SOAP要求の検索 

• SOAP要求および応答詳細の表示 

• サービス処理ログの表示 

• SOAP メッセージ、監査およびログのパージ 

• 「構成」サブタブを使用したWebサービス監査の有効化 

サービス・モニターの概要 

以前は SOAモニターと呼ばれていたサービス・モニターは、サービスの実行をモニターお

よび管理する、集中管理型の軽量なツールです。Webサービス要求および応答の各イン

スタンスのデータと統計をフェッチし、Oracle E-Business Suite Webサービスのモニタリング

機能を提供します。 

Oracle E-Business Suiteでサービス・モニターのユーザー・インタフェースを使用して、

Oracle SOA Suiteが送受信したすべての実行時 SOAP要求および応答データを参照でき

ます。さらに、サービス・モニターは、監査機能が有効になっている場合、サービス実行の

監査レコードを提供します。 

重要: サービス・モニターでは、SOAPサービスのみがモニタリングおよび監査され

ます。実行時の RESTサービスのモニタリングと監査の機能は、このリリースでは

サポートされていません。 

モニタリングのために、サービス・モニターは、インスタンス ID、統合インタフェースの詳

細、SOAPヘッダー、開始日、終了日、ステータスなどのすべてのサービスの実行に関す

る基本情報を格納します。 
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監査機能が無効になっている場合、SOAP要求および応答のペイロードは添付とともに格

納されません。 

監査機能が有効になっている場合、サービス・モニターは、インスタンスで使用可能な場

合、SOAP要求と応答のペイロード、障害メッセージおよび添付を保存します。この監査機

能により、さらに監査証跡が提供され、統合管理者はサービス実行詳細をすばやく取得し

たり、発生したエラーや例外を特定することができます。 

重要: 「構成」サブタブを使用したサービス監査機能の有効化 

モニタリング機能については、サービス・モニターは永続的なモニタリング・ツール

として、常に、すべての Oracle E-Business Suite Webサービスをモニタリングでき

ます。ただし、その監査機能は、「ログおよび監査設定詳細」ページを介して、イン

タフェース・レベルまたはサービス・レベルで明示的に有効にする必要がありま

す。 

監査機能をログ構成とともにインタフェース・レベルまたはサービス・レベルで有効

にする方法の詳細は、「新規構成の追加」(ページ 7-6)を参照してください。 

サービス・モニターへのアクセス 

サービス・モニターにアクセスするには、「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、

Oracle E-Business Suiteにログインします。 

ナビゲーション・メニューから、「統合 SOAゲートウェイ」職責を選択し、「管理」→「サービ

ス・モニター」リンクを選択します。「サービス・モニター」サブタブに「モニター検索」ページ

が表示されます。 

注意: ナビゲーション・メニューの「管理」という選択肢は、「統合管理者」ロールを

持つユーザーが、「統合 SOAゲートウェイ」職責を使用して Oracle E-Business 

Suiteにログインした後にのみ表示されます。 

統合リポジトリのユーザー・インタフェースの外部で実行されるすべての管理タスク

は、「管理」タブの下にグループ化されて表示されます。これらのタスクには、

「サービス・モニター」サブタブでの SOAP要求のモニタリングおよび「構成」サブ

タブでのログと監査設定の管理が含まれます。 
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「モニター検索」ページ 

 

統合管理者は、サービス・モニターから次のアクティビティを実行できます。 

• SOAP要求の検索、ページ 8-3 

• SOAP要求および応答詳細の表示、ページ 8-5 

• ログ・メッセージの表示、ページ 8-8 

• SOAP メッセージ、監査およびログのパージ、ページ 8-11 

• 「構成」サブタブを使用したWebサービス監査の有効化、ページ 8-13 

SOAP要求の検索 

「検索」リージョンで、Oracle SOA Suiteから受信した SOAP要求を指定した基準に基づい

て検索できます。 

サービス・モニターでは、SOAP要求をインスタンス ID、相互作用パターン、要求ステータ

ス、Webサービス名、操作名、要求受取時間で検索できます。 

「相互作用パターン」フィールドのドロップダウンの選択肢には、同期操作に加えて、非同

期パターンのサポートも含まれます。「任意」、「同期要求のみ」、「非同期要求のみ」、「同

期要求応答」、「非同期要求応答」などの選択肢から適切な値を選択できます。  
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要求受取時間を値リストから選択できます。その値は、「指定なし」、「最新 2週間」、「最新

30日」、「最新 60日」、「最新 90日」、「今週」および「今日」です。 

注意: 「指定なし」を除いて、「要求受取済」フィールドの値選択肢のリストには、要

求が受け取られた当日が含まれます。たとえば、「今週」は要求が受け取られた当

日を含む最近の 7日間を意味し、「最新 30日」は要求が受け取られた当日を含

む最近の 30日を意味します。 

「指定なし」は、要求受取日に関係なく、受取済要求のブラインド検索を意味しま

す。このフィールドを空白のままにすると、「今週」が要求受取時間のデフォルト値

になります。 

オプションで、「検索」リージョンの「詳細検索オプションの表示」リンクをクリックして、さらに

検索基準を入力できます。これらの基準には、ユーザー名と選択した時間枠が含まれま

す。 

検索を実行すると、検索基準に合うすべてのエントリが取得され、表に表示されます。結果

表の各エントリには、インスタンス ID、Webサービス名、操作名、相互作用パターン、要求

の受取および応答の日時、ユーザー名および要求ステータスが含まれます。 

インスタンスでサービス処理ログ・メッセージが使用可能な場合は、結果表で「ログ」アイコ

ンが有効になり、これを使用してログ・メッセージを表示できます。 

検索結果ページでは、次のタスクを実行できます。 

• モニターされる SOAP要求および応答それぞれのステータスの表示 

• 特定のWebサービス名リンクのクリックによる、統合リポジトリでのサービス詳細の表示 

• 特定の SOAP要求の「詳細」アイコンのクリックによる、SOAP要求および応答詳細の表

示 

参照: SOAP要求および応答詳細の表示、ページ 8-5。 

• インスタンスでログ・メッセージが使用可能な場合、「ログ」アイコンのクリックによるサー

ビス処理ログ詳細の表示 

参照: ログ・メッセージの表示、ページ 8-8。 

• 「パージ」のクリックによる、一定期間に収集された SOAP要求と応答、監査およびロ

グ・メッセージのパージ 

参照: SOAP メッセージ、監査およびログのパージ、ページ 8-11。 

Webサービス監査機能は、「ログおよび監査設定詳細」ページから統合インタフェース・レ

ベルで有効にします。監査機能を有効または無効にする方法の詳細は、「新規構成の追

加」(ページ 7-6)を参照してください。 
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検索を実行するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責を選択します。ナビゲーション・メニューから、「管

理」セクションの「サービス・モニター」リンクを選択して、「モニター検索」ページを開き

ます。 

2. 「検索」リージョンで、インスタンス ID、相互作用パターン、要求ステータス、Webサー

ビス名、操作名、要求受取時間などの適切な検索基準を入力します。「実行」をクリッ

クして、検索を実行します。 

3. オプションで、「詳細検索オプションの表示」リンクをクリックして次の情報を入力する

ことで、さらに検索基準を入力します。 

• 自: 適切な検索開始日を入力します。 

• 至: 適切な検索終了日を入力します。 

• ユーザー名: 適切なユーザー名を検索して選択します。 

「実行」をクリックして、検索を実行します。 

4. 検索基準に合うすべての SOAP要求が表示されます。 

5. 特定のインスタンス IDの「詳細」アイコンをクリックして、SOAP要求および応答詳細

を表示します。 

6. 特定のインスタンス IDでサービス処理ログが使用可能な場合は、「ログ」アイコンをク

リックして、ログ詳細を表示します。 

7. 「パージ」をクリックして、一定期間に収集された SOAP要求と応答、監査およびログ・

メッセージをパージします。 

SOAP要求および応答詳細の表示 

検索を実行した後、基準に合うすべての SOAP メッセージが取得されます。SOAP要求お

よび応答詳細を表示するには、検索結果表にリストされている特定のインスタンス IDの

「詳細」アイコンをクリックします。要求詳細と応答詳細のページが表示されます。 
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SOAP要求および応答詳細ページ 

 

ページの上部に一般的な SOAP要求のヘッダーが表示されます。このヘッダー情報に

は、Webサービス名、操作名、相互作用パターン、ユーザー名、職責、NLS言語、セキュ

リティ・グループ名、実行時間および要求が監査されているかどうかが含まれます。 

Webサービス名のリンクをクリックすると、統合リポジトリにサービスのインタフェース詳細

ページが表示されます。これにより、統合インタフェースとサービスの詳細を参照できます。 

詳細ページには、一般ヘッダーに加えて、次のリージョンが表示されます。 

• 要求詳細: このリージョンには、SOAP要求受取日時、添付数、要求ステータスおよび

SOAP要求のペイロードを表示するための表示リンクが含まれています。 

SOAP要求の「表示」リンク(使用可能な場合)をクリックして、その要求の実際の XML

ファイルを表示します。 

注意: 「表示」リンクは、選択したインタフェースまたはサービスの監査機能

が、その要求の処理時点で有効になっていた場合にのみ表示されます。そ

の要求の処理時点で無効になっていた場合、「表示」リンクは表示されませ

ん。同じ理論は、SOAP応答の処理にも適用されます。 
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SOAP要求の XML ファイル 

  

さらに、特定の条件が満たされた場合は、要求リージョンに次のリージョンも表示されま

す。 

• エラー情報: サーバー障害が原因で要求が失敗ステータスの場合は、エラーの説

明と詳細を含む「エラー情報」リージョンが表示されます。 

エラー・メッセージ、エラー・コードおよび可能な解決は、「エラー・メッセージ」(ペー

ジ C-1)を参照してください。 

• 添付: SOAP要求に添付が関連付けられている場合は、すべての添付名や MIME

タイプ情報などの添付詳細を含む「添付」リージョンが表示されます。 

• 応答詳細: このリージョンには、SOAP応答送信日時、添付数および SOAP応答のペ

イロードを表示するための表示リンクが含まれています。 

SOAP応答の「表示」リンク(使用可能な場合)をクリックして、その応答の実際の XML

ファイルを表示します。 

注意: 「表示」リンクは、その応答の処理時点で選択したインタフェースまたは

サービスの監査機能が有効になっていた場合にのみ表示されます。その応答

の処理時点で監査機能が無効になっていた場合、「表示」リンクは表示されま

せん。同じ理論は、SOAP要求の処理にも適用されます。 

さらに、相互作用パターンが「要求のみ」タイプの場合、応答ペイロードの「表

示」リンクは表示されません。 

SOAP要求および応答詳細を表示するには: 
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1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責を選択します。 

ナビゲーション・メニューから、「管理」セクションの「サービス・モニター」リンクを選択

して、「モニター検索」ページを開きます。 

2. 検索を実行し、検索結果を表示します。参照: SOAP要求の検索、ページ 8-3。 

3. 特定の要求の「詳細」アイコンをクリックして、SOAP要求および応答詳細を表示しま

す。要求詳細と応答詳細のページが表示されます。 

4. SOAP要求または応答の「表示」リンク(使用可能な場合)をクリックして、その SOAP

要求または応答メッセージの実際の XMLファイルを表示します。 

5. 添付が関連付けられている場合は、「添付」リージョンに添付情報が表示されます。 

6. SOAP要求ステータスが「失敗」の場合は、「要求詳細」リージョンに「エラー情報」リー

ジョンが表示されます。 

サービス処理ログの表示 

実行時におけるWebサービス・クライアントによる Oracle E-Business Suiteサービスの起動

中に SOAP メッセージを効果的にモニタリングするために、「ログおよび監査設定詳細」

ページで特定のインタフェースまたはサービスのランタイム・ログが有効になっている場

合、指定したサービスのそのインスタンスについて、サービス・モニターでログ・メッセージ

を取得できます。 

SOAP要求を受け取ると、サービス・プロバイダは、データベース順序に基づいて一意の

数値インスタンス IDを生成し、サービス・モニターに渡します。そのため、サービス・モニ

ターの各 SOAP要求はインスタンス IDおよび「ログ」アイコンとともに表示され、このアイコ

ンを使用してログ詳細を取得できます。 

検索結果表の「ログ」アイコンをクリックして、「Webサービス・ランタイム・ログ」ページでロ

グ・メッセージを参照します。 

重要: PL/SQL、コンカレント・プログラム、XMLゲートウェイ・インタフェース・タイプ

のランタイム・ロギングは、Oracle SOA Suiteによって処理されます。そのため、「ロ

グおよび監査設定詳細」ページでこれらのサービスに対してランタイム・ログ・レベ

ルを設定すると、サービスが Oracle SOA Suiteに配置されている場合は Oracle 

SOA Suiteログが表示されます。Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway

コード(パッケージ名 oracle.apps.fnd.isg で識別される)からの限定された

ランタイム・ログ文がこれらのサービスについて表示されます。 

ビジネス・サービス・オブジェクト・インタフェース・タイプのランタイム・ロギングは、

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayによって処理されます。このた

め、サービス・モニターには、「ログおよび監査設定詳細」ページで選択したログ・

レベルに基づいて、これらのインタフェースの Oracle E-Business Suite Integrated 

SOA Gatewayのログが表示されます。 



 

 

サービス・モニターを使用した SOAPメッセージのモニタリングおよび管理 8-9 
 

「Webサービス・ランタイム・ログ」ページ 

 

「Webサービス・ランタイム・ログ」ページには、次のログ・リージョンが含まれています。 

• ランタイム中間層ログ 

ランタイム中間層実行ログは、Oracle E-Business Suite統合の Oracle SOA Suiteサー

バーのファイル・システムから取得されます(ファイル・ロギング)。ログは、選択したサー

ビス要求の表にまとめられます。 

ただし、Oracle E-Business Suite表から取得されるアダプタ・ログとは異なり、中間層ログ

は詳細の参照のみ可能であり、このタイプのログをサービス・モニターのユーザー・イン

タフェースから直接削除することはできません。 

• アダプタ・ログ 

Oracle E-Business Suite側でのWebサービスの実行については、ランタイム・ログは

Oracle E- usiness Suiteのログ表(FND_LOG_MESSAGES)に記録され、ここから取得さ

れます(データベース・ロギング)。 

これらのログ・メッセージは、特定のインスタンスの選択されたサービスについて、表形

式でまとめられてリストされます。表の各エントリには、ログ順序、ログ・タイムスタンプ、

モジュール、重要度レベルおよび実際のメッセージが含まれます。  
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「アダプタ・ログ」リージョンでのログの削除およびエクスポート 

「アダプタ・ログ」リージョンで特定のインスタンスの要求について取得されたログ・メッ

セージを参照した後、必要に応じて、「ログの削除」をクリックすることによってログ・メッ

セージを削除できます。表のすべてのアダプタ・ログが完全に削除されることをアラート

する警告メッセージが表示されます。「Yes」をクリックして、処理を確認します。すべて

のアダプタ・ログが正常に削除された後、空のログ表が表示されます。 

ログを削除する前に、「エクスポート」をクリックすることによって、バックアップ・コピーを

保存できます。これにより、表にリストされたレコードが Microsoft Excelにエクスポートさ

れ、後でこれを使用できます。 

ファイル・ロギングおよびデータベース・ロギング 

通常、ログ文は、Oracle SOA Suiteサーバーのファイル・システム(ファイル・ロギング)また

は Oracle E-Busines Suiteのデータベース表(データベース・ロギング)で取得できます。デ

フォルトでは、ログ文は、ロギングが「ログおよび監査設定詳細」ページで有効になっている

場合はデータベースで取得されます。 

データベース・ロギングのパフォーマンスの向上 

ファイル・ロギングと比較して、データベース・ロギングでは、設計時操作のパフォーマンス

が低くなります。Oracle E-Buiness Suiteで、オプション・パラメータ

<sid>.ISG_KEEP_ALIVE_DB_CONN=true を isgagent.properties で設定す

ることで、パフォーマンスを改善できます。 

ファイル・ロギングの有効化 

ファイル・ロギングを有効化するには、プロパティ isgagent.properties 

(Oracle E-Buiness Suite)および isg.properties (Oracle SOA Suite)を設定します。 

注意: ロギング・メカニズムは、Oracle E-Business Suiteと Oracle SOA Suiteで同じ

にする必要があります。ファイル・ロギングを Oracle E-Buiness Suiteで有効にした

場合は、Oracle SOA Suiteでも有効にする必要があります。 

• <sid>.ISG_GLOBAL_LOG=true 

• <sid>.ISG_LOGGER=FILE 

Oracle E-Business Suiteでは、ログ・ファイルは、isgagent.properties ファイルの

<SID>.ISG_TEMP_DIRECTORY_LOCATION プロパティで指定したパスに作成されま

す。 

Oracle SOA Suiteサーバーでは、ログ・ファイルは、

$INST_TOP/soa/isg.properties ファイルの

<SID>.ISG_TEMP_DIRECTORY_LOCATION プロパティで指定したパスに作成されま

す。 

ファイル・ロギングが有効になっている場合、設計時操作とランタイム操作のログ文は、イン

タフェース詳細ページとサービス・モニターのユーザー・インタフェースに表示されません。 

ログの重要度レベルおよびログの構成方法の詳細は、「新規ロギング構成の追加」(ページ

7-6)を参照してください。  
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設計時におけるサービスの生成および配置中に記録されたログおよびエラー・メッセージ

を参照する方法の詳細は、「生成および配置時ログの表示」(ページ 3-27)を参照してくだ

さい。 

サービス・モニターでログ・メッセージを表示するには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責を選択します。 

ナビゲーション・メニューから、「管理」セクションの「サービス・モニター」リンクを選択

して、「モニター検索」ページを開きます。 

2. 検索を実行し、検索結果を表示します。参照: SOAP メッセージの検索、ページ 8-3。 

3. 検索結果表で、目的のインスタンスの「ログ」アイコンをクリックします。「Webサービ

ス・ランタイム・ログ」ページが表示され、ログ詳細を参照できます。 

4. 「アダプタ・ログ」リージョンで、「ログの削除」をクリックし、必要に応じて特定のインスタ

ンスについて表にリストされているすべてのログを削除します。「Yes」をクリックして、

処理を確認します。「いいえ」をクリックすると、「Webサービス・ランタイム・ログ」ペー

ジに戻ります。 

「エクスポート」をクリックすると、ログ・リスト表がMicrosoft Excelにエクスポートされま

す。 

SOAP メッセージ、監査およびログのパージ 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、SOAP メッセージ、Oracle E-

Business Suiteデータベースに格納されたログおよびサービス・モニターで一定期間収集

された監査レコードをパージできます。「サービス・モニター」タブのモニター検索ページで

「パージ」をクリックして、「サービス・モニター・パージ」ページを起動します。 

注意: Oracle SOA Suiteのサーバー・ファイル・システムから取得されたログ・メッ

セージはパージできません。ログ・メッセージ表に格納されている、Oracle E-

Business Suite API実行のログ・メッセージは、Oracle E-Business Suiteデータ

ベースからパージできます。 
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「サービス・モニター・パージ」ページ 

 

「サービス・モニター・パージ」ページで次のパージ・パラメータを入力します。 

• 要求名: 要求の名前を指定します。 

• 開始日: パージ対象の日付範囲の開始日を指定します。 

• 終了日: パージ対象の日付範囲の終了日を指定します。 

「発行」をクリックします。パージ要求の要求番号が自動的に割り当てられ、これにより、要

求が処理のために発行されたことが示されます。要求が実行されると、指定した日付範囲

内のすべての SOAP要求がパージされます。 

モニター済 SOAP要求および応答は、次の順序でパージされます。 

1. SOAP要求のパージ 

これにより、指定した日付範囲のすべての SOAP要求が削除されます。 

2. SOAP本文のパージ 

これにより、(指定した日付範囲の)パージされた SOAP要求に対応するペイロードな

どの SOAP本文が削除されます。 

3. SOAP添付のパージ 

これにより、指定した日付範囲の SOAP要求および応答に関連付けられているすべ

ての添付が削除されます。 

4. Oracle E-Business Suiteデータベースからのログ・メッセージのパージ 

これにより、「成功」ステータスで完了したサービスのサービス処理ログのみが削除さ

れます。「障害」ステータスのサービスのログは削除されません。 

パージは、指定した日付範囲のサービスの「完了日」に基づいて行われます。 
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5. Oracle SOA Suiteからのコンポジット・インスタンスのパージ 

これにより、指定した日付範囲の Oracle SOA Suiteのコンポジット・インスタンスが削

除されます。 

SOAP要求および応答をパージするには: 

1. 「統合管理者」ロールを持つユーザーとして、Oracle E-Business Suiteにログインしま

す。「統合 SOAゲートウェイ」職責を選択します。 

ナビゲーション・メニューから、「管理」セクションの「サービス・モニター」リンクを選択

して、「モニター検索」ページを開きます。 

2. 「パージ」をクリックします。 

3. 「サービス・モニター・パージ」ページで次の情報を入力します。 

1. パージ要求の名前を入力します。 

2. 「開始日」フィールドと「終了日」フィールドに入力して、パージ対象の時間範囲

を指定します。 

4. 「発行」をクリックして、パージ要求を発行します。 

「構成」サブタブを使用した Webサービス監査の有効化 

SOAP要求および応答の検索や表示に加え、サービス・モニターには、要求、応答、障害

などの SOAP メッセージ詳細を追跡できる監査機能が用意されています。 

特定のサービスの監査機能が有効になっている場合は、関連付けられているペイロードと

ともに Oracle SOA Suiteが処理するそのサービスのすべての着信 SOAP要求と対応する

応答、および障害メッセージをサービス・モニターで保存および追跡できます。 

監査機能は、「構成」サブタブの「ログおよび監査設定詳細」ページからインタフェース・レ

ベルで有効にします。 
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監査を有効にするために「オン」が選択された「ログおよび監査設定詳細」ページ 

  

監査機能を有効にするには、機能を有効にするインタフェースを選択し、「監査」ドロップダ

ウン・リストから「オン」を選択します。「適用」をクリックして、追加を検証します。 

監査機能をログ構成とともにインタフェース・レベルで有効にする方法の詳細は、「新規構

成の追加」(ページ 7-6)を参照してください。 
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9  
サービス起動フレームワークの実装 

概要 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、Oracle E-Business SuiteからWeb

サービスを起動して消費するためにサービス起動フレームワーク(SIF)を使用し、この処理

には、WSDLで記述されたサービスを起動できるようにするために、Oracle Workflow Java

ビジネス・イベント・システム(JBES)とシードされた Javaルール関数が活用されます。 

注意: Oracle E-Business Suiteのサービス起動フレームワークは、Oracle 

Workflow Javaビジネス・イベント・システムを介して有効化され、Oracle JRF (Java 

Required Files)の JAX-WS (Java API for XML-based Web Services)ディスパッチ

に基づいています。 

以前は、SIFは Oracle Application Server 10gで提供されるWebサービス起動フ

レームワーク(WSIF)に基づいていました。このリリースでは、SIFは次の高レベル

のアーキテクチャ・ダイアグラムに示すように Oracle JRFの JAX-WS (Java API for 

XML-based Web Services)ディスパッチを活用します。 
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このサービス起動フレームワークを使用することで、開発者や実装担当者は、SOAP API

を直接操作するかわりにWSDL記述を介してWebサービスと対話できます。このアプ

ローチにより、プロトコルや場所に依存しない方法でWebサービスにアクセスできます。 

この起動フレームワークが Oracle E-Business Suiteで使用されていることにより、実行時

に、バインディングの更新された実装を接続できます。その結果、スタブレス(完全に動的)

なWebサービス起動が容易になるだけでなく、コーリング・サービスがサービス・バインディ

ングの選択を実行時まで延期できます。より重要なこととして、これにより、疎結合されたア

プリケーション間のシームレスなビジネス統合が強化され、サービスの実行と消費が加速さ

れます。 

ここで説明するサービス起動フレームワークでは、文書ベースのWebサービス起動のみ

がサポートされていることに注意してください。Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gatewayは、この起動フレームワークを介した RPC (リモート・プロシージャ・コール)スタイ

ルのWebサービス起動をサポートしていません。 

注意: 文書ベースのWebサービスは、サービス・プロバイダとコンシューマの間で

一般的に合意されたスキーマを持つ XMLの形式を通信プロトコルとして使用し

ます。一方、RPCベースのWebサービスは、SOAPを使用してクロス・プラット

フォームのリモート・プロシージャ・コールを起動します。 

サービス起動フレームワークがWebサービスを起動する方法について理解を深めるため

に、この章では、次のトピックについて説明します。 

• サービス起動フレームワーク・アーキテクチャの概要、ページ 9-3 

• サービス起動フレームワークの主要機能について、ページ 9-6 

• サービス起動フレームワークの実装、ページ 9-7 
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サービス起動フレームワーク・アーキテクチャの概要 

Oracle Workflowは、Oracle E-Business Suite内の主要なプロセス管理ソリューションで

す。Oracle Workflow内の必須コンポーネントである Oracle Workflowビジネス・イベント・

システムは、Oracle E-Business Suite内の統合ポイントの識別に役立つイベントおよびサブ

スクリプション機能を提供します。 

ビジネス・イベント・システムは、イベント・マネージャとワークフロー・プロセス・イベント・アク

ティビティで構成されます。イベント・マネージャを使用すると、重要なイベントに対するサ

ブスクリプションを登録できます。ワークフロー・プロセス内のビジネス・イベントを表すイベ

ント・アクティビティを使用することで、ワークフロー・プロセス内の複雑なビジネス・フローや

ロジックをモデル化できます。 

イベントが発生すると、イベント・マネージャによってイベントへのサブスクリプションが実行

されます。サブスクリプション処理には、イベント情報でのカスタム・コードの実行、ワークフ

ロー・プロセスへのイベント情報の送信および他のエージェントまたはシステムへのイベント

情報の送信が含まれます。 

たとえば、Oracle Workflow JBESを介してWebサービスを起動するには、Webサービス

のメタデータを解析してサブスクリプション・パラメータとして格納できるように、イベント・サ

ブスクリプション定義でWebサービスを表すWSDL URLの記述を使用する必要がありま

す。 

注意: サービス起動フレームワークでは、Oracle Workflow Javaビジネス・イベン

ト・システム(JBES)を活用することにより、WSDL URLで表されるほぼすべての形

式のWebサービスを Oracle E-Business Suiteから起動できます。 

実行時に起動側イベントが発生すると、イベントおよびサブスクリプションのパラメータを使

用して、SOAP要求メッセージを送信することでWebサービスが起動されます。外部Web

サービスと通信するために、この要求、つまり出力メッセージを変換する必要がある場合

は、サービスを起動する前に、出力メッセージの XSL変換が実行されます。同期要求応

答操作で、応答が使用可能な場合、Oracle E-Business Suiteと通信またはコールバックす

るために、必要に応じて入力メッセージの XSL変換を実行できます。 

注意: 解析および格納されたサブスクリプション・パラメータと同名前のイベント・パ

ラメータが渡された場合は、イベント・パラメータの値によってサブスクリプション・

パラメータが上書きされます。 

この実行時サービス起動プロセスを次の図に示します。 
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起動プロセスの処理の仕組みと、Oracle Workflowコンポーネントとの間の関係について

理解を深めるために、次のアーキテクチャ・ダイアグラムに、Oracle Workflowからのエンド

ツーエンドのサービス起動中に情報を交換する様々なコンポーネントのトポロジを示しま

す。 

 

Oracle Workflowビジネス・イベント・システムは、PL/SQLと Javaの両方のレイヤーからイ

ベントを呼び出すことができるワークフロー・コンポーネントです。したがって、Oracle E-

Business Suiteからのサービス起動は、PL/SQLレイヤーまたは Javaレイヤーから行うこと

ができます。 

1. PL/SQLからのサービス起動 

1. アプリケーションは PL/SQL API WF_EVENT.Raise を使用してビジネス・イベ

ントを呼び出します。 
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イベント・データは、WF_EVENT.Raise API のコール内でイベント・マネージャに

渡すことができます。または、イベント・マネージャでは、サブスクリプションにデータ

またはペイロードが必要な場合に、イベントの生成機能をコールすることで、イベン

ト・データまたはメッセージ・ペイロードを取得できます。 

注意: WF_EVENT.Raise API の詳細は、Oracle Workflow API リファ

レンスを参照してください。 

2. Oracle Workflowビジネス・イベント・システム(BES)により、イベントのサブスクリプ

ションに Javaルール関数 oracle.apps.fnd.wf.bes. 

WebServiceInvokerSubscription が存在することが識別されます。 

3. ビジネス・イベント・システムはイベント・メッセージをWF_JAVA_DEFERRED

キューにエンキューします。その後、Java遅延エージェント・リスナーにより、サブス

クリプションがデキューおよび実行され、その Javaルール関数によってWebサービ

スが起動されます。 

4. コールバック・イベントおよびエージェントのパラメータが指定されている場合は、

コールバック情報を使用して、Webサービス応答が Oracle E-Business Suiteに返さ

れます。コンカレント・マネージャ(CM)層で実行される Java遅延エージェント・リス

ナーのプロセスによって、Webサービスが起動されます。 

2. Javaからのサービス起動 

1. Javaアプリケーションでは、OAフレームワーク・ページ・コントローラ/AMImplまた

はコンカレント・マネージャ(CM)層で実行されている Javaコードから Java メソッド

oracle.apps. fnd.wf.bes.BusinessEvent.raise を使用して、ビジネ

ス・イベントを呼び出します。 

2. イベントは、サブスクリプションのシードされた Javaルール関数

oracle.apps.fnd.wf.bes.WebServiceInvokerSubscription がアク

セス可能な Javaで呼び出されるため、このルール関数がインラインで実行されるか

遅延実行されるかは、サブスクリプションのフェーズに応じて決定されます。 

• フェーズが 100以上の起動側サブスクリプションが作成された場合は、イベント

はWF_JAVA_DEFERREDキューにエンキューされます。 

• フェーズが 100未満の起動側サブスクリプションが作成された場合は、イベント

はインラインでディスパッチされます。 

イベントが「OAフレームワーク」ページから呼び出された場合は、OACORE 

WebLogic Server 内でディスパッチ・ロジックが実行されます。 

イベントが PL/SQL APIまたは Java メソッドを使用して呼び出された後、呼び出されたイベ

ントは次の方法で処理できます。 

• 呼び出されたイベントが Javaビジネス・イベント・システムにすぐにディスパッチされた

場合、シードされた Javaルール関数とその関連イベント・サブスクリプション情報が取

得され、Webサービスを起動するために実行されます。 
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• 呼び出されたイベントがWF_JAVA_DEFERREDキューにエンキューされた場合、コン

カレント層で実行されている Java遅延エージェント・リスナーはイベント・メッセージをデ

キューし、イベントを Javaビジネス・イベント・システムにディスパッチします。シードされ

た Javaルール関数とその関連イベント・サブスクリプション情報が取得され、Webサー

ビスを起動するために実行されます。 

Webサービスの起動中、シードされた Javaルール関数はまず、サブスクリプション用に作

成されたWebサービス・メタデータを読み取ります。 

Webサービス入力メッセージを変換する必要がある場合、Javaルール関数は、PL/SQL 

API ECX_STANDARD.perform_xslt_transformation を使用して、イベント作成

時に生成された要求メッセージに対して XSL変換を実行します。次に、Javaルール関数

がサービスを起動します。 

注意: XSL変換 PL/SQL APIの詳細は、Oracle XML Gatewayユーザーズ・ガイド

の実行エンジン APIを参照してください。 

同期要求応答操作で、応答メッセージを使用でき、かつWebサービス出力メッセージの

XSL変換が必要な場合、出力(応答)メッセージに対して XSL変換が実行されます。 

コールバック情報が提供されている場合は、ビジネス・イベントを呼び出すか、応答メッ

セージをペイロードとして、指定されたワークフロー・エージェントにイベントをエンキューす

ることにより、コールバックを実行します。 

注意: Javaコードからのサービス起動では、Webサービス起動側サブスクリプショ

ンがフェーズ 100未満のサブスクリプションと同期している場合、イベントが呼び

出されるとすぐにWebサービスが起動され、成功すると、BusinessEvent オブ

ジェクトに対してメソッド getResponseData()を使用することによって、即座に

応答を利用できます。 

サービス起動フレームワークの主要機能 
サービス起動フレームワークには次の機能があります。 

• Oracle E-Business Suiteインスタンスからの様々なサービス起動ソースまたはポイントを

サポートします。これには次が含まれます 

• PL/SQLレイヤー 

• ワークフロー・プロセス 

• その他の PL/SQLコード 
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• フォーム 

• Javaレイヤー 

• OAフレームワーク 

• スタンドアロン Javaコード 

• 同期要求応答、およびWSDLでの一方向/通知のみのメッセージ・パターンをサポート

します。 

• HTTPSプロトコルを介した TLSベースのWebサービス起動をサポートします。 

• UsernameTokenベースのWebサービス認証を通じてWebサービス(WS)セキュリティ

をサポートします。 

• アプリケーション・コンテキストを SOAPエンベロープに埋め込むために必要なヘッダー

部分の値の受渡しをサポートします。 

• エラーおよび例外処理と、起動再試行機能を提供します。 

• サービス起動のビジネス・イベントをテストする機能を提供します。 

サービス起動フレームワークの実装 

この項では、次のトピックについて説明します。 

• 設定タスク、ページ 9-7 

• HTTPSを介して TLSベースのWebサービスを起動するための設定タスク、ページ 9-9 

• サービス起動フレームワークの実装、ページ 9-14 

設定タスク 

Webサービスは次のいずれかの層から起動できます。 

• OACORE WebLogic Server: 「OAフレームワーク」ページからの同期イベント・サブス

クリプション(フェーズ 100未満)を使用したWebサービス起動は、OACORE WebLogic 

Serverから実行されます。 

• コンカレント・マネージャ(CM)層 JVM: 次のWebサービスの起動は、ワークフロー・

エージェント・リスナー・サービス内で実行される Java遅延エージェント・リスナー内の

CM層 JVMから実行されます。 

• PL/SQLからの同期または非同期イベント・サブスクリプションによる起動  
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• Java/OAフレームワークからの同期イベント・サブスクリプションによる起動 

• スタンドアロン JVM: OACOREまたは CMの外部で実行される Javaプロセスからの、

同期イベント・サブスクリプションを使用したWebサービスの起動は、その JVM内から

実行されます。 

プロキシ・ホストおよびポートの設定 

ターゲットWebサービスがファイアウォール内にあり、Oracle E-Business Suiteサーバーか

ら直接アクセスできる場合、管理者はプロキシ・ホストとポートを構成する必要はありませ

ん。 

ただし、起動されるターゲットWebサービスがファイアウォールの外側にあり、要求をプロ

キシ経由でルーティングする必要がある場合、管理者は、次のアクティビティを実行するた

めに、Webサービスの起動が発生する層に対してプロキシ・ホストとポートを適切に設定お

よび構成する必要があります。 

• サブスクリプションの定義時にWSDLを解析して使用する 

• サブスクリプション定義からWebサービスを起動する 

WebLogicサーバーおよびコンカレント・マネージャ層 JVMでの共通プロキシ設定 

共通設定情報を使用してプロキシ・ホストとポートを構成します。この情報は、次の条件に

適用されます。 

• WebLogicサーバーのプロキシ・ホストおよびポート 

OAフレームワークから起動されるWebサービスについては、JBESシード Javaルール

関数は、OACOREのWebLogic Server内で実行されます。 

WebLogicサーバー起動スクリプト(<EBSDomain>/bin/startWebLogic.sh)が

機能するためには、JAVA_OPTIONSに、次のシステム・プロパティを設定する必要が

あります。 

-Dhttp.proxyHost=myproxy.host.name 

-Dhttp.proxyPort=80 

-Dhttp.nonProxyHosts=*.example.com|localhost 

• コンカレント・マネージャ層 JVMのプロキシ・ホストおよびポート 

PL/SQLおよび Javaから非同期サブスクリプションを使用して起動されたWebサービ

スについては、イベント・マネージャによってそれらが実行され、

WF_JAVA_DEFERREDキューにエンキューされると、常に、アプリケーション・コードに

よってイベントが呼び出されます。イベント・サブスクリプションは Java遅延エージェン

ト・リスナーによって CM層から実行されます。 

Webサービスが Java遅延エージェント・リスナーによって起動された場合、コードは

CM層の Javaサービスの JVM内で実行されます。Webサービスがファイアウォールの

外側にある場合、プロキシ・ホストとポートを適切に構成する必要があります。 
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WebLogicサーバーおよび CM層 JVMのプロキシ・ホストとポートを構成するには、次の

エントリで AutoConfigコンテキスト・ファイルを更新し、AutoConfigを実行する必要がありま

す。 
<!-- proxy --> 

<proxyhost oa_var="s_proxyhost">myproxyhost</proxyhost> 

<proxyport oa_var="s_proxyport">80</proxyport> 

<nonproxyhosts oa_var="s_nonproxyhosts">any domain that needs 

to be by-passed (such as *.us.example.com)</nonproxyhosts> 

この構成は、CM層 JVMのすべてのプログラムとサービスに適用されます。ワークフロー・

コンテナにのみプロキシを設定する場合は、次のステップを実行します。 

1. 「ワークフロー管理者Webアプリケーション」職責を持つユーザーとして Oracle E-

Business Suiteにログインします。 

2. ナビゲータから「Oracle Applications Manager」リンクを選択し、「ワークフロー・マ

ネージャ」リンクをクリックします。 

3. 「エージェント・リスナー」ラジオ・ボタンをクリックします。 

4. 「ワークフローJava遅延エージェント・リスナー」ラジオ・ボタンをクリックします。 

5. 「ワークフロー・エージェント・リスナー・サービス」行をクリックします。 

6. 「ワークフロー・エージェント・リスナー・サービス」を選択し、「編集」をクリックします。 

7. Edit Service Parametersをクリックします。 

8. 次の値を指定します。 

SVC_PROXY_SET=true:SVC_PROXY_HOST=<your proxy server>: 

SVC_PROXY_PORT=<your proxy port> 

9. $ADMIN_SCRIPTS_HOME で adcmctl.sh スクリプトを使用して CMコンテナを再

起動します。 

スタンドアロン Javaクラスを使用する場合のプロキシ・ホストおよびポートの設定 

次のエントリを設定する必要があります。 

java -Dhttp.proxyHost=myproxyhost -Dhttp.proxyPort=80 classname 

HTTPSを介して TLSベースのWebサービスを起動するための設定タスク 

サービス起動フレームワークは、サーバー認証方法を使用した TLSベースのWebサービ

ス起動をサポートしています。クライアントが HTTPS経由でWebサーバーに接続すると、

サーバーは検証のためにサーバー証明書をクライアントに送り返します。検証すると、クラ

イアントは暗号化されたデータをサーバーに送信します。サーバー認証により、クライアント

はサーバーを識別できます。 
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HTTPS (TLSを介した HTTPプロトコル)経由でサーバーからWebサービスを起動する前

に、TLSベースのWSDLを読み取り、TLSサービス・エンドポイントを起動するために、手

動の設定タスクを実行する必要があります。 

クライアントは、次の 2種類のサーバー証明書のいずれかを受け取る場合があります。 

• 認証局(CA)によって発行された公開証明書 

• 自己署名証明書または信頼する証明書リストにない証明書 

サービス起動フレームワークの次の設定タスクを実行して、TLSベースのWebサービスを

起動します。 

• SIF JVMの証明書ストアへのサーバーTLS証明書のインポート、ページ 9-10 

• TLSプロキシ・ホストおよびポートの設定、ページ 9-12 

• 追加の設定タスクの実行、ページ 9-13 

SIF JVMの証明書ストアへのサーバーTLS証明書のインポート 

認証局(CA)によって発行された公開証明書 

サーバー証明書が公開証明書で、かつ VeriSign社などの公開 CAによって発行されてい

る場合、SIF JVMの証明書ストアまたは信頼する証明書リストにある可能性が高くなりま

す。 

自己署名証明書または信頼する証明書リストにない証明書 

次のタスクを実行して、サーバーの TLS証明書を SIF JVMの証明書ストアにインポートす

るか、信頼する証明書リストに追加します。 

1. 次のいずれかの方法を使用して、サーバー証明書をエクスポートします。 

• openssl ユーティリティを使用します。 

openssl ユーティリティを使用して、次の構文で宛先サーバーに接続します。 

$ openssl s_client -connect <server>:<port> -showcerts 

重要: 宛先にポートがない場合は、デフォルトの HTTPSポート 443を使

用する必要があります。 

例: $ openssl s_client -connect host. 

example.com:443 -showcerts 

BEGIN CERTIFICATEから END CERTIFICATE までの証明書の内容(サンプル

の証明書に示されているように BEGIN CERTIFICATE と END CERTIFICATEの

行を含む)をファイルにコピーし、ファイル(my_cert.cer など)を保存します。 

前述の openssl コマンドの出力例は次のようになります。 
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$ openssl s_client -connect host.example.com:443 -showcerts 

... 
Server certificate 
-----BEGIN CERTIFICATE----- 
MIIFVjCCBD6gAwIBAgIQBVWzfUyIcCa5LtuV+f9WvjANBgkqhkiG9w0BAQUFADCB 

sDELMAkGA1UEBhMCVVMxFzAVBgNVBAoTDlZlcmlTaWduLCBJbmMuMR8wHQYDVQQL 
ExZWZXJpU2lnbiBUcnVzdCBOZXR3b3JrMTswOQYDVQQLEzJUZXJtcyBvZiB1c2Ug 

YXQgaHR0cHM6Ly93d3cudmVyaXNpZ24uY29tL3JwYSAoYykwNTEqMCgGA1UEAxMh 

VmVyaVNpZ24gQ2xhc3MgMyBTZWN1cmUgU2VydmVyIENBMB4XDTA5MDQyMTAwMDAw 

MFoXDTEwMDUwNTIzNTk1OVowgckxCzAJBgNVBAYTAlVTMRMwEQYDVQQIEwpDYWxp 
Zm9ybmlhMRcwFQYDVQQHFA5SZWR3b29kIFNob3JlczEbMBkGA1UEChQST3JhY2xl 

IENvcnBvcmF0aW9uMR8wHQYDVQQLFBZJbmZvcm1hdGlvbiBUZWNobm9sb2d5MTMw 

MQYDVQQLFCpUZXJtcyBvZiB1c2UgYXQgd3d3LnZlcmlzaWduLmNvbS9ycGEgKGMp 

MDUxGTAXBgNVBAMUECoub3JhY2xlY29ycC5jb20wgZ8wDQYJKoZIhvcNAQEBBQAD 
gY0AMIGJAoGBAL/EBxxt2keWTuJbo4SogWmiaJxThYDMvy8nWkpvKIp3s7OCQW0G 

t17sAirfBkUirbGRlcWi5fi0RReruGXgYxFnf12fBNAimRWVo3mjeQo8BpRBm27n 

3YcTZUlaIE77FvB3913jzD9c4sbjIe2fGpVmx+X9PZmDKSY9KPGjDbFNAgMBAAGj 

ggHTMIIBzzAJBgNVHRMEAjAAMAsGA1UdDwQEAwIFoDBEBgNVHR8EPTA7MDmgN6A1 
hjNodHRwOi8vU1ZSU2VjdXJlLWNybC52ZXJpc2lnbi5jb20vU1ZSU2VjdXJlMjAw 

NS5jcmwwRAYDVR0gBD0wOzA5BgtghkgBhvhFAQcXAzAqMCgGCCsGAQUFBwIBFhxo 

dHRwczovL3d3dy52ZXJpc2lnbi5jb20vcnBhMB0GA1UdJQQWMBQGCCsGAQUFBwMB 

BggrBgEFBQcDAjAfBgNVHSMEGDAWgBRv7K+g3Yqk7/UqEGctP1WCvNfvJTB5Bggr 

BgEFBQcBAQRtMGswJAYIKwYBBQUHMAGGGGh0dHA6Ly9vY3NwLnZlcmlzaWduLmNv 

bTBDBggrBgEFBQcwAoY3aHR0cDovL1NWUlNlY3VyZS1haWEudmVyaXNpZ24uY29t 

L1NWUlNlY3VyZTIwMDUtYWlhLmNlcjBuBggrBgEFBQcBDARiMGChXqBcMFowWDBW 

FglpbWFnZS9naWYwITAfMAcGBSsOAwIaBBRLa7kolgYMu9BSOJsprEsHiyEFGDAm 

FiRodHRwOi8vbG9nby52ZXJpc2lnbi5jb20vdnNsb2dvMS5naWYwDQYJKoZIhvcN 

AQEFBQADggEBADBi9NfljQLuD2Tnol3pmQl717rc8kKmpLYEO6u5MxIK0+L2MslV 

4NE1qbNx1dfIoW68HHXtpsF5KtKFLYk9EoOkBd7oMp7fFv31RANV3LpdAHZC9EaK 

CA/oKB2RrSu7ZmaUvoRb+3v5FdhAmgtoY6Wljk0yxMvXVf/TOeXqKl8C/r1gSzyC 

s/jVmy6N81Oeleqtozzt/aJNGu7xu/MdtP13eyu7RSEBRGJwEwTXH+rTUKK8mle0 

Kz15DgJ6ByK2XZmD4Z+O8DTUhUhIHR1OhuLR7zjGp9W7wQuCizUcTvuKEGzVf5D/ 

y7orhV0U+AoXnl/5wntVMZc/Tmqr/Fkb8+g= 
-----END CERTIFICATE----- 

... 

• Webブラウザの使用: 

Webブラウザから、HTTPS URL (https://<hostname>:<port>/ 

webservices/SOAProvider/xmlgateway/ont poi/?wsdl など)を介し

て使用できるWSDLファイルにアクセスします。 

1. ブラウザにWSDLファイルが正常にロードされたら、ブラウザの右下隅にある

ロック・アイコンをダブルクリックして、証明書をエクスポートします。 

たとえば、Internet Explorerでは、ロック・アイコンをダブルクリックし、「詳細」→

「ファイルにコピー」を選択します。Mozilla Firefoxでは、ロック・アイコンをダブ

ルクリックし、「Security」→「View Certificate」→「Details」→「Export」を選択し

ます。 

2. ブラウザのメニューを使用して証明書にアクセスすることもできます。たとえば、

Internet Explorerでは、「ツール」ドロップダウン・メニューから「インターネット 

オプション」を選択して「インターネット オプション」ポップアップ・ウィンドウを開

きます。「コンテンツ」タブを選択し、「証明書」をクリックします。「個人」(または

「ほかの人」)タブを選択して証明書を選択し、「エクスポート」をクリックします。  
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3. DERでエンコードされたバイナリ X.509 (.CER)または Base 64でエンコードさ

れた証明書をエクスポートまたは保存できます。 

注意: TLS証明書をエクスポートするステップは、ブラウザのバージョ

ンによって異なる場合があります。 

2. サーバーの TLS証明書を適切な SIF JVMの証明書ストアにインポートして、信頼す

る証明書のリストに追加します。 

重要: サービス起動フレームワークを介してWebサービスが起動される場所に

関する情報は、「設定タスク」(ページ 9-7)で説明しています。 

証明書をインポートするために使用できる多くのユーティリティがあります。たとえば、

キーと証明書をキーストアに保存するキーおよび証明書管理ユーティリティである

keytool を使用できます。この管理ユーティリティは、暗号化キー、X.509証明書

チェーンおよび信頼する証明書のキーストア(データベース)を管理するために、JDK

でデフォルトで使用できます。 

keytool コマンドの構文は次のとおりです。 

keytool -import -trustcacerts -keystore <key store 

location> - storepass <certificate store password> -alias 

<alias name> - file <exported certificate file> 

例: 

keytool -import -trustcacerts -keystore 

"$AF_JRE_TOP/jre/lib/security/cacerts" -storepass password 

- alias xabbott_bugdbcert -file my_cert.cer 

注意: これは単一行として入力する必要があります。ファイル(-file)はエクス

ポートされた証明書ファイル(my_cert.cerなど)です。 

TLSプロキシ・ホストおよびポートの設定 

TLSベースのWebサービスがファイアウォールの外側にある場合、Webサービスを起動

する JVMは TLSプロキシを介して通信する必要があります。TLSプロキシを使用するに

は、すべての適切な層で、次の設定タスクが必要になります。 

WebLogicサーバーでのプロキシ・ホストおよびポートの設定 

OAフレームワークから起動されるWebサービスについては、JBESシード Javaルール関

数は、OACOREのWebLogic Server内で実行されます。 

WebLogicサーバー起動スクリプト(<EBSDomain>/bin/startWebLogic.sh)が機能

するためには、JAVA_OPTIONS に、次のシステム・プロパティを設定する必要がありま

す。 

-Dhttps.proxyHost=myproxy.host.name 

-Dhttps.proxyPort=80 
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-Dhttps.nonProxyHosts=*.example.com|localhost 

AutoConfigは、現在プロパティ https.proxyHost および https.proxyPort をサ

ポートしていません。AutoConfigの実行中に前述のプロパティが保持されるようにするに

は、コンテキスト・ファイルをカスタマイズしてこれらの 2つのプロパティを追加します。 

AutoConfig管理構成をカスタマイズする方法の詳細は、My Oracle Supportナレッジ・ド

キュメント 387859.1の Using AutoConfig to Manage System Configurations in Oracle E-

Business Suite Release 12を参照してください。 

コンカレント・マネージャ層 JVMでのプロキシ・ホストおよびポートの設定 

PL/SQLおよび Javaから非同期サブスクリプションを使用して起動されたWebサービスに

ついては、イベント・マネージャによってそれらが実行され、WF_JAVA_DEFERRED

キューにエンキューされると、常に、アプリケーション・コードによってイベントが呼び出され

ます。イベント・サブスクリプションは Java遅延エージェント・リスナーによって CM層から実

行されます。 

Webサービスが Java遅延エージェント・リスナーによって起動された場合、コードは CM

層の Javaサービスの JVM内で実行されます。ワークフロー・エージェント・リスナー・サー

ビスは、現在 TLSプロキシを設定するためのサービス・パラメータをサポートしていませ

ん。AutoConfigを使用して、TLSプロキシを$APPL_TOP/admin/adovars.env のコ

ンカレント・マネージャの JVMシステム・プロパティに直接設定できます。 

<oa_environment type="adovars"> 

<oa_env_file type="adovars" oa_var="s_adovars_file" 

osd="unix"> 

$APPL_TOP/admin/adovars.env</oa_env_file> 

... 

<APPSJREOPTS oa_var="s_appsjreopts">="-

Dhttps.proxyHost=[proxyhost] 

-Dhttps.proxyPort=[sslproxyport]</APPSJREOPTS> 

... 

</oa_environment> 

スタンドアロン Java クラスを使用する場合のプロキシ・ホストおよびポートの設定 

次のエントリを設定する必要があります。 

java -Dhttps.proxyHost=[proxyhost] -Dhttps.proxyPort=[sslproxyport] 
<classname> 

追加の設定タスクの実行 

さらに、次のタスクを実行して、TLS 1.2のみおよび下位互換性のある TLS 1.2でサービス

を起動します。 

1. 前提条件パッチ 13866584を含むパッチ 22612527を FMWホーム(FMW_HOME)に

適用します。 

2. $OA_JRE_TOP の下の 32ビット JDK 7を、Oracle Technology Networkページ

(http://www. oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jce-7-download-

432124.html)の Java Cryptography Extension (JCE)更新で更新します。 

3. s_fmw_jdktop コンテキスト変数によって参照されるディレクトリの下の 64ビット

JDK 7を Java Cryptography Extension (JCE)更新で更新します。 

4. Oracle Applications Managerを使用して Oracle E-Business Suiteコンテキスト変数を

更新します。  

http://www/
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1. 「ワークフロー管理者Webアプリケーション」職責を持つユーザーとして Oracle 

E-Business Suiteにログインします。 

2. ナビゲータから「Oracle Applications Manager」リンクを選択し、AutoConfigを選

択します。 

3. アプリケーション層コンテキスト・ファイルを選択し、Edit Parametersを選択しま

す。 

4. 次のコンテキスト変数を更新します。 

• s_afjsmarg = -Dhttps.protocols=TLSv1,TLSv1.1,TLSv1.2 

or -Dhttps.protocols=TLSv1.2 

• 下位互換性のある TLS 1.2を有効にするには、次の内容を追加します。 

s_afjsmarg = -Dhttps.protocols=TLSv1,TLSv1.1,TLSv1.2 

• TLS 1.2のみを有効にするには、次の内容を追加します。 

s_afjsmarg = -Dhttps.protocols=TLSv1.2 

• s_proxyhost = fully qualified host.domain name 

• s_proxyport = port value 

• s_proxybypassdomain = domain name (For example, 

example. com) 

• s_nonproxyhosts = wildcard domain name (For example, 

*. example.com) 

5. アプリケーション層$ADMIN_SCRIPTS_HOME ディレクトリで adautocfg.sh ス

クリプトを使用して AutoConfigを実行します。 

6. 同じ$ADMIN_SCRIPTS_HOME ディレクトリで adstpall.sh スクリプトと

adstrtal.sh スクリプトを実行し、すべてのサービスを停止して再起動します。 

Oracle E-Business Suite リリース 12.2での TLSの有効化の詳細は、My Oracle Support

ナレッジ・ドキュメント 1367293.1を参照してください。 

サービス起動フレームワークの実装 

サービス起動フレームワークを使用した Oracle E-Business Suite Webサービスの起動に

は、次のステップが含まれます。 

• ビジネス・イベント・システムを介した起動メタデータの定義およびWebサービスの起動 

• Webサービス応答での Oracle E-Business Suiteへのコールバック 

• エラーの管理  
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• Webサービス起動のテスト 

• Webサービス起動の拡張 

ビジネス・イベント・システムを介した起動メタデータの定義および Webサービスの起動 

Oracle Workflowビジネス・イベント・システムを使用してイベントおよびイベント・サブスクリ

プションを作成することにより、Webサービス起動メタデータを定義できます。トリガー・イベ

ントが発生すると、適切なイベント・サブスクリプションを介してWebサービスを起動できま

す。 

具体的には、起動メタデータは次のステップで定義できます。 

• Webサービス起動側イベントの作成、ページ 9-15 

• Webサービスを起動するローカル・サブスクリプションの作成、ページ 9-15 

• エラー処理を有効にするエラー・サブスクリプションの作成、ページ 9-21 

• 受入イベントの作成(オプション)、ページ 9-21 

• 受入イベント・サブスクリプションの作成(オプション)、ページ 9-22 

• Webサービス起動側イベントの作成 

サービスの要求メッセージとして機能するビジネス・イベントを最初に作成する必要があ

ります。 

• Webサービスを起動するローカル・サブスクリプションの作成 

「Webサービスの起動」処理タイプの起動側イベントを購読する必要があります。 

起動側イベントへのイベント・サブスクリプションを作成するには、基本的なサブスクリプ

ション情報(ソース・タイプ、フェーズ、イベント・フィルタなど)を入力し、「Webサービスの

起動」処理タイプを選択します。「次へ」をクリックして「Webサービスの起動」ウィザード

を表示して、WSDL URLをイベント・サブスクリプションの入力パラメータとして指定で

きます。指定したWSDLはビジネス・イベント・システムによって解析され、WSDLに含

まれるすべてのサービスが選択用に表示されます。 

この解析機能により、開発者は、選択したサービスのサービス・ポート、ポート・タイプ、

操作などの適切なサービス・メタデータを選択し、選択した情報をサブスクリプション・パ

ラメータとして保存して、後でサービス起動時に使用できます。 

注意: ウィザードから解析された SERVICE_WSDL_URLサブスクリプション・

パラメータから導出された SOAPサービス・エンドポイントは、実行時にイベン

ト・パラメータ SERVICE_SOAP_ADDRESSを介したサービス起動中に渡され

た場合、実際の SOAPサービス・アドレスで上書きできます。 

UsernameTokenベースの WSセキュリティの構成  
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起動対象のWebサービスでユーザー名/パスワードによる認証が行われる場合のため

に、サービス起動フレームワークは、Webサービス起動時における UsernameToken

ベースのWSセキュリティ・ヘッダーの使用にも対応しています。 

重要: サービス起動時にこの UsernameTokenベースのWSセキュリティ・ヘッ

ダーが実装されるのは、Webサービス要求を処理するWebサービス・プロバ

イダでこのセキュリティ・ヘッダーが必要になる場合のみです。 

Webサービスを起動するユーザーを認証するために、UsernameTokenベースのWS

セキュリティ・モデルは、Webサービス・プロバイダに送信される SOAP要求の SOAP

ヘッダーでユーザー名とオプションのパスワードを渡します。 

イベント・サブスクリプションの作成中に「Webサービスの起動」ウィザードで必要な情報

を指定すると、「Webサービスのセキュリティ」リージョンが表示され、認証に必要なユー

ザー名とパスワードを入力できます。 

注意: セキュリティ情報は、旧リリースで使用されていたセキュリティ・パラメータ

(WFBES_SOAP_USERNAME、WFBES_SOAP_PASSWORD_MODおよび

WFBES_SOAP_PASSWORD_KEY)に置き換わった「Webサービスのセキュリ

ティ」リージョンを介して入力するようになりました。 

WSセキュリティ・ヘッダーのサブスクリプション・パラメータの指定 

起動側イベントへのサブスクリプションを作成するとき、次のパラメータを指定して、セ

キュリティ・ヘッダーの失効時間を指定できます。 

• WFBES_SOAP_EXPIRY_DURATION 

デフォルトでは、ヘッダーの有効期限は、<wsu:Timestamp>要素で

<wsu:Created>と<wsu:Expires>を使用して、作成後 60秒に設定されていま

す。オプションで、このパラメータを使用して、ヘッダーに別の失効時間を秒単位で設

定できます。これは、リプレイ攻撃中にヘッダーが再利用されることを防止するために

役立ちます。 

たとえば、WSセキュリティ・ヘッダーは次のようにできます。 
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<wsse:Security soapenv:mustUnderstand="1" 

xmlns:wsse="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-

200401- 

wss-wssecurity-secext-1.0.xsd"> 

<wsu:Timestamp wsu:Id="Timestamp-2" 

xmlns:wsu="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-

200401-wss- wssecurity-utility-1.0.xsd"> 

<wsu:Created>2013-09-02T04:56:59.592Z</wsu:Created> 

<wsu:Expires>2013-09-02T04:57:59.592Z</wsu:Expires> 

</wsu:Timestamp> 

<wsse:UsernameToken wsu:Id="UsernameToken-1" 

xmlns:wsu="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-

200401-wss- 

wssecurity-utility-1.0.xsd"> 

<wsse:Username>myUser</wsse:Username> 

<wsse:Password 

Type="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-

wss- username-token-profile-

1.0#PasswordText">password</wsse:Password> 

<wsse:Nonce 

EncodingType="http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-

200401- wss-soap-message-security-1.0#Base64Binary" 

>RDyVo/jbXJdSKuVEPrQW6Q==</wsse:Nonce> 

<wsu:Created>2013-09-02T04:56:48.597Z</wsu:Created> 

</wsse:UsernameToken> 

</wsse:Security> 

注意: <wsse:UsernameToken>要素で、<Nonce>はパスワード用のランダ

ムな文字列を提供し、UsernameTokenセキュリティが再利用されるのを防ぎま

す。<Created>は UsernameTokenセキュリティの作成時刻を示します。 

UsernmaeTokenセキュリティの詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gateway開発者ガイドの「UsernameTokenベースのセキュリティ」を参照してください。 

カスタマイズ・レベルでのセキュリティ情報の構成 

Oracle Workflowでは、カスタマイズ・レベルに基づいてビジネス・イベントおよびサブ

スクリプションの様々なレベルの更新が可能です。「Webサービスの起動」イベント・サ

ブスクリプションのカスタマイズ・レベルが「コア」または「制限」で、かつ、ユーザー名が

サブスクリプション所有者によって指定されている場合、そのユーザー名は更新できま

せん。ユーザー名がまだ指定されていない場合は、必要に応じて更新できます。パス

ワードは、カスタマイズ・レベルに関係なく、必要に応じていつでも更新できます。 

カスタマイズ・レベルおよびセキュリティ・パラメータの構成方法の詳細は、Oracle E-

Business Suite Integrated SOA Gateway開発者ガイドの「イベント・サブスクリプション・

ユーザー・インタフェースを使用したWebサービス・セキュリティの構成」を参照してくだ

さい。 

XSL変換のサブスクリプション・パラメータの指定 

起動側イベントへのローカル・サブスクリプションの定義中に、次のメッセージ変換パラ

メータを指定して XSL変換をサポートできます。 

• WFBES_OUT_XSL_FILENAME 

• WFBES_IN_XSL_FILENAME 

入力部分の値を設定するパラメータ  

http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-
http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-
http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-wss-
http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-
http://docs.oasis-open.org/wss/2004/01/oasis-200401-
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この項では 2つのトピックについて説明します。 

• SOAP本文としてのイベント・ペイロード、ページ 9-18 

• その他のWebサービス入力メッセージ・パートの設定、ページ 9-19 

SOAP本文としてのイベント・ペイロード 

シードされた Javaルール関数はビジネス・イベント・ペイロードを介して SOAP本文部

分の値を受け入れるため、そのペイロードは次のいずれかの方法で渡すことができま

す。 

• イベント呼出し中に、生成機能を使用してイベント・データまたはペイロードを渡しま

す。 

• 生成機能を使用しないで、イベント自体とともにイベント・データまたはペイロードを

渡します。 

イベント・データまたはペイロードが渡された後、Webサービスの起動時に XMLペイ

ロードが使用可能であり、ペイロードを入力メッセージ・スキーマに適合するフォームに

変換する必要がある場合、シードされた Javaルール関数は、XMLペイロードで XSL

変換を実行してからサービスを起動します。 

注意: 入力メッセージは、SOAP要求でWebサービスに渡される XMLペイ

ロードです。出力メッセージは、Webサービスが正常に起動された後に応答と

して受け取る XML文書です。 

XSL変換をサポートするためのメッセージ変換パラメータ 

同期要求応答操作で、出力(応答)メッセージとして XML文書が生成され、その XML

文書を Oracle E-Business Suiteが認識しやすいフォームに変換する必要がある場合

は、出力メッセージに対して XSL変換が実行されます。 

次のサブスクリプション・パラメータを使用して、XSLファイル名を XSL変換用のシード

された Javaルール関数に渡します。 

注意: XSLファイル名は次の形式で構成されます。 

<filename>:<application_short_name>:<version> 

たとえば、PO_XSL_OUT_2.xsl:FND:1.1 のようになります。 

• WFBES_OUT_XSL_FILENAME: 出力(応答)メッセージに対して変換を実行する

XSLファイル 

たとえば、WFBES_OUT_XSL_FILENAME=PO_XSL_OUT_2. xsl:FND:1.1 の

ようになります。 
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• WFBES_IN_XSL_FILENAME: 入力メッセージに対して変換を実行する XSLファ

イル 

たとえば、WFBES_IN_XSL_FILENAME=PO_XSL_IN_2.xsl: FND:1.1 のよ

うになります。 

実行時に、PL/SQL API WF_EVENT.Raise を使用して PL/SQLレイヤーから、または

Java メソッド oracle. apps.fnd.wf.bes.BusinessEvent.raise を使用し

て Javaレイヤーから、ビジネス・イベント・システムを介してトリガー・イベントを呼び出す

ことができます。 

同名のイベント・パラメータが渡された場合は、イベント・パラメータによってサブスクリプ

ション・パラメータが上書きされます。たとえば、イベント・パラメータは次のように渡され

ます。 

• BusinessEvent.setStringProperty("WFBES_OUT_XSL_FILENAME", 

"PO_XSL_OUT_2.xsl:FND:1.1"); 

• BusinessEvent.setStringProperty("WFBES_IN_XSL_FILENAME", 

"PO_XSL_IN_2.xsl:FND:1.1"); 

Webサービス・セキュリティおよびメッセージ・ペイロードの詳細は、Oracle E-Business 

Suite Integrated SOA Gateway開発者ガイドを参照してください。 

その他の Webサービス入力メッセージ・パートの設定 

SOAP本文部分をイベント・ペイロードとして渡すこととは別に、サービス起動フレーム

ワークは、Webサービス操作の入力メッセージに対して定義された他の部分の値の受

渡しをサポートしています。 

たとえば、次に説明するように、Oracle E-Business Suite XML Gatewayサービス

(http://<hostname>:<port>/webservices/SOAProvider/xmlgatewa

y/ont poi/?wsdl)の操作 PROCESSPOを検討してください。 
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<definitions targetNamespace="ONT  POI" targetNamespace="http: 

//xmlns.oracle.com/apps/ont/soaprovider/xmlgateway/ont  poi/"> 

<type> 

<schema elementFormDefault="qualified" targetNamespace="http: 

//xmlns.oracle.com/apps/ont/soaprovider/xmlgateway/ont  poi/"> 

<include schemaLocation="http://<hostname>: 

<port>/webservices/SOAProvider/xmlgateway/ont poi/PROCESS_PO_007. 

xsd"/> 

</schema> 

... 

<message name="PROCESSPO_Input_Msg"> 

<part name="header" element="tns:SOAHeader"/> 

<part name="body" element="tns1:PROCESS_PO_007"/> 

</message> 

... 

<binding name="ONT  POI_Binding" type="tns:ONT  POI_PortType"> 

<soap: binding style="document" 

transport="http://schemas.xmlsoap. org/soap/http"/> 

<operation name="PROCESSPO"> 

<soap:operation soapAction="http://<hostname>: 

<port>/webservices/SOAProvider/xmlgateway/ont  poi/"/> 

<input> 

<soap:header message="tns:PROCESSPO_Input_Msg" 

part="header" use="literal"/> 

<soap:body parts="body" use="literal"/> 

</input> 

</operation> 

</binding> 

... 

</definitions> 

操作 PROCESSPO では、次の 2つのパートで構成される入力メッセージ

PROCESSPO_Input_Msgが必要になります。 

• 本文: SOAP本文として設定される PROCESS_PO_007タイプの値。この値はビジネ

ス・イベント・ペイロードとして送信されます。 

• ヘッダー: Webサービス承認に必要な SOAPヘッダーで送信される SOAHeaderタ

イプの値は、次の形式のビジネス・イベント・パラメータを使用して設定できます。 

WFBES_INPUT_<partname> 

<partname>は、WSDLでの入力メッセージ定義に含まれるパート名と同じです。 

たとえば、前述の例のヘッダー部分は、起動側イベントの呼出し中にパラメータ

WFBES_INPUT_header としてビジネス・イベントに渡されます。次のコード・スニペッ

トは、Webサービスでの承認に必要なユーザー名、職責、職責アプリケーションおよび

NLS言語要素を渡すために使用されるヘッダー・パートを示しています。 
  

http://schemas.xmlsoap/
http://schemas.xmlsoap/
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String headerPartMsg = "<SOAHeader 

xmlns=\"http://xmlns.oracle.com/xdb/SYSTEM\" " + 

"env:mustUnderstand=\"0\" 

xmlns:env=\"http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/\"> \n" + 

" <MESSAGE_TYPE>XML</MESSAGE_TYPE>\n" + 
" <MESSAGE_STANDARD>OAG</MESSAGE_STANDARD>\n" + 
" <TRANSACTION_TYPE>PO</TRANSACTION_TYPE>\n" + 

" <TRANSACTION_SUBTYPE>PROCESS</TRANSACTION_SUBTYPE>\n" + 
" <DOCUMENT_NUMBER>123</DOCUMENT_NUMBER>\n" + 

" <PARTY_SITE_ID>4444</PARTY_SITE_ID>\n" + 
"</SOAHeader>\n"; 

businessEvent.setStringProperty("WFBES_INPUT_header", 

headerPartMsg); 

注意: このWFBES_INPUT_<partname>パラメータは、イベント・サブスクリ

プションを介してではなく、実行時のイベント呼出し中にのみ渡すことができる

ことに注意してください。Javaコードで使用するために、複数の定数がインタ

フェース oracle.apps.fnd.wf.bes.InvokerConstants で定義され

ています。 

Webサービス入力メッセージ定義に複数のパートが含まれている場合は、SOAP本文

として送信されるパートの値がイベント・ペイロードとして渡されます。その他のパートの

値はいずれもイベント・パラメータ(パラメータ名形式は

WFBES_INPUT_<partname>)として渡されます。Webサービスを起動するために、

特定の入力メッセージ・パートの値がオプションであっても、イベント・ペイロードのどの

パートを SOAP本文として設定する必要があるかを起動側サブスクリプションが認識で

きるように、null値のパラメータを渡す必要があります。たとえば、次のパラメータを null

値で渡します。 

businessEvent.setStringProperty("WFBES_INPUT_myheader", null); 

• エラー処理を有効にするエラー・サブスクリプションの作成 

サブスクリプションの実行中にエラー条件について SYSADMINユーザーと通信するビ

ジネス・イベント・システムでエラー処理を有効にするには、エラー処理の「ワークフロー

の起動」処理タイプのイベントを購読する必要があります。 

• 受入イベントの作成(オプション) 

Webサービスに、Oracle E-Business Suite と通信またはコールバックするための出力や

応答メッセージがあり、かつ、起動側イベントがサブスクリプション・フェーズが 100以上

の Javaコードから呼び出されたか、またはイベントが PL/SQLから呼び出された場合

に、起動プロセスを完了するには、コールバック機能の受入イベントを作成する必要が

あります。 

また、Webサービス応答を渡すために、受入イベントへの外部サブスクリプションを作

成します。 

注意: サブスクリプション・フェーズが 100未満の Javaから呼び出された場合、

Webサービスは即座に起動され、コール・プログラムで BusinessEvent. 

raise()をコールした後、BusinessEvent. getResponseData()メ

ソッドを使用して応答を利用できます。この場合、コールバック・イベントを使用

して Oracle E-Business Suiteに応答を返す必要がないことがあります。 

  

http://xmlns.oracle.com/xdb/SYSTEM/
http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/
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Webサービスが応答を必要としない場合、受入イベントを作成する必要はありません。 

• 受入イベント・サブスクリプションの作成(オプション) 

受信イベントを作成した場合は、Webサービス応答を渡す外部イベント・サブスクリプ

ションも作成する必要があります。 

受入イベントへのサブスクリプションは、「ワークフローの起動」処理タイプである必要は

ありません。統合開発者が必要とする、任意の処理タイプで作成できます。 

イベントを作成するには、「ワークフロー管理者Webアプリケーション」職責で Oracle 

Workflowにログインし、「ビジネス・イベント」リンクを選択して「作成」をクリックします。 

ビジネス・イベント・サブスクリプション・ページにアクセスするには、同じ「ワークフロー管理

者Webアプリケーション」職責で Oracle Workflowにログインし、「ビジネス・イベント」リンク

→「サブスクリプション」を選択します。「サブスクリプションの作成」をクリックして、イベント・

サブスクリプション・ページにアクセスします。 

Webサービスを起動するビジネス・イベントおよびイベント・サブスクリプションの作成方法

の詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway開発者ガイドを参照してくださ

い。 

Web サービス応答での Oracle E-Business Suite へのコールバック 

前述のように、Webサービスに Oracle E-Business Suite と通信またはコールバックする出

力、つまり応答メッセージがある場合、受入イベントおよび受入イベントへのローカル・サブ

スクリプションを最初にビジネス・イベント・システムで作成する必要があります。 

この同期要求応答プロセスを完了するために、サービス起動フレームワークはコールバッ

ク・メカニズムを使用して、ビジネス・イベント・システムを介して Oracle E-Business Suiteに

応答を返します。その結果、新規または待機中のワークフロー・プロセスを開始または実行

できます。コールバック・メカニズムをサポートするために次のコールバック・サブスクリプ

ション・パラメータが使用されます。 

• WFBES_CALLBACK_EVENT 

このサブスクリプション・パラメータには、ペイロードとしてサービス出力メッセージを含

むWebサービスの完了時に呼び出される有効なビジネス・イベントを含めることができ

ます。 

たとえば、次のようにできます。 

WFBES_CALLBACK_EVENT=oracle.apps.wf.myservice.callback 

• WFBES_CALLABACK_AGENT 

このサブスクリプション・パラメータでは、サービス応答メッセージをペイロードとしたイベ

ントのエンキュー先として、有効なビジネス・イベント・システム・エージェントを指定でき

ます。 
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たとえば、次のようにできます。 

WFBES_CALLBACK_AGENT=WF_WS_JMS_IN 

注意: WF_WS_JMS_IN は、Webサービス・メッセージの標準デフォルト・イン

バウンド・エージェントです。必要に応じて、Webサービス応答をエンキューす

るカスタム・エージェントも作成できます。また、エージェント・リスナーが使用可

能でない場合は、作成する必要があります。詳細は、Oracle Workflow開発者

ガイドを参照してください。 

解析および格納されたサブスクリプション・パラメータと同じ名前のイベント・パラメータが渡

された場合、イベント・パラメータ値はサブスクリプション・パラメータより優先されます。たと

えば、イベント・パラメータは次のように渡されます。 

• BusinessEvent.setStringProperty("WFBES_CALLBACK_EVENT", 

"oracle.apps.wf.myservice.callback"); 

• BusinessEvent.setStringProperty("WFBES_CALLBACK_AGENT", 

"WF_WS_JMS_IN"); 

インバウンド・ワークフロー・エージェントからのWebサービス応答を処理するには、エー

ジェント・リスナーが適切に設定されていることを確認してください。 

これらのコールバック・サブスクリプション・パラメータの詳細は、Oracle E-Business Suite 

Integrated SOA Gateway開発者ガイドを参照してください。 

エラーの管理 

同期サブスクリプション(フェーズ 100未満)による起動側イベントの呼出しを通じてWeb

サービスを起動したときに実行時例外が発生した場合は、コール側アプリケーションに例

外がスローされます。この場合、コール側アプリケーションによって例外が管理されます。 

ワークフローJava遅延エージェント・リスナーがWebサービスを起動するイベント・サブスク

リプションを実行したときにランタイム例外が発生した場合、イベントはWF_JAVA_ERROR

キューにエンキューされます。エラー・ワークフロー・プロセス

WFERROR:DEFAULT_EVENT_ERROR2 を起動するように定義されたエラー・サブスクリプ

ションがイベントにある場合、ワークフローJavaエラー・エージェント・リスナーは、Webサー

ビス定義、エラー詳細およびイベント詳細を含む通知をユーザー(SYSADMIN)に送信する

エラー・サブスクリプションを実行します。SYSADMIN ユーザーはエラーを修正し、必要に

応じて通知からWebサービスを再度起動できます。 

Webサービス起動中のエラー処理の詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gateway開発者ガイドを参照してください。 

Web サービス起動のテスト 

Webサービスをコンカレント・マネージャおよび OACORE WebLogicサーバーから正常に

起動できるかどうかを検証するために、統合開発者は Oracle Workflowの「ビジネス・イベ

ントのテスト」ページからテスト・ケースを実行できます。このテストを使用して、Javaまたは

PL/SQLからテスト・イベントを呼び出し、そのイベントに対する同期および非同期サブスク

リプションを実行することにより、ビジネス・イベント・システムの基本動作をチェックします。  
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「Javaで呼出し」オプションを使用して、同期サブスクリプション(フェーズ 100未満)で起動

側イベントを呼び出すことにより、OACORE WebLogicサーバー内のWebサービス起動を

テストできます。同期サブスクリプションを使用してWebサービスを起動したときに実行時

例外が発生した場合は、「ビジネス・イベントのテスト」ページに例外メッセージが表示され

ます。 

「ビジネス・イベントのテスト」ページからイベントを呼び出してWebサービスを起動する場

合は、次のパラメータを指定できます。 

• メッセージ変換: Webサービスの入力メッセージおよび出力メッセージに対する XSL

変換です。 

• WFBES_OUT_XSL_FILENAME 

• WFBES_IN_XSL_FILENAME 

• 実行時の SOAPサービス・アドレス: 実行時に渡すと、それによってサブスクリプション・

パラメータ SERVICE_WSDL_URLから導出された SOAPサービス・エンドポイントが

上書きされます。 

• SERVICE_SOAP_ADDRESS 

• 入力メッセージ・パートの値: アプリケーション・コンテキストを SOAPエンベロープに埋

め込むために必要なパートの値を渡します。 

• WFBES_INPUT_<partname> 

• WSセキュリティ: UsernameTokenヘッダーをイベント・パラメータとして SOAP要求に追

加するために必要な情報。 

Webサービスのセキュリティ情報は、WSDLの起動ウィザードの後、イベント・サブスクリ

プション・ページの「Webサービス・セキュリティ」リージョンに入力します。参照: Web

サービスを起動するローカル・サブスクリプションの作成、ページ 9-15。 

注意: ここで説明したように、セキュリティ情報は、Oracle E-Business Suite リリー

ス 12.1で使用されていたセキュリティ・パラメータに置き換わるイベント・サブス

クリプション・ユーザー・インタフェースを介して入力するようになりました。 

これらのWSセキュリティ・パラメータ(WFBES_SOAP_USERNAME、

WFBES_SOAP_PASSWORD_MODおよび

WFBES_SOAP_PASSWORD_KEY)は、サービス起動フレームワークによって

内部で保持されるようになりました。 

• コールバック: Webサービス応答を使用した Oracle E-Business Suiteへのコールバッ

ク。 

• WFBES_CALLBACK_EVENT 

• WFBES_CALLBACK_AGENT 
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• SOAP本文: 

• XML入力メッセージ(必須) 

Webサービス起動のテスト方法の詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gateway開発者ガイドを参照してください。 

Web サービス起動の拡張 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayでは、開発者は、Javaコーディング標準

を使用して起動側サブスクリプションのシード・ルール関数

oracle.apps.fnd.wf.bes.WebServiceInvokerSubscription を拡張し、よ

り専門的な処理を行うことができます。 

開発者は、シードされたルール関数を拡張して、カスタム処理のために次のメソッドをオー

バーライドできます。 

• preInvokeService 

• postInvokeService 

• addWSSecurityHeader 

• setInputParts 

• addCustomSOAPHeaders 

これらのメソッドの詳細は、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gateway開発者ガイド

を参照してください。 

実装の制限および考慮事項 

サービス起動フレームワークを実装するときは、次の制限を考慮してください 

• WFBES_INPUT_<partname>パラメータはイベント呼出し時にのみ渡すことが

可能 

サービス起動フレームワークは、イベント・パラメータWFBES_INPUT_<partname>を

使用して、アプリケーション・コンテキストを SOAPエンベロープに埋め込むために必要

なヘッダー部分の値の受渡しをサポートします。ただし、起動側イベントの購読中に定

義できる他のパラメータとは異なり、このイベント・パラメータはイベント呼出し中にのみ

定義できます。 

• 文書スタイルのWebサービスのみのサポート 

サービス起動フレームワークでは、文書ベースのWebサービス起動のみがサポートさ

れています。RPC (リモート・プロシージャ・コール)形式のリモートWebサービス起動

は、このリリースではサポートされていません。 
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• イベント・サブスクリプションの 1対 1の関係のサポート 

Webサービスを正常に起動するには、各イベントにそれぞれ 1つのみのサブスクリプ

ション(「Webサービスの起動」処理タイプを使用)を関連付ける必要があります。 

イベント・サブスクリプションの 1対 1の関係は、特に同期要求応答のサービス起動で

重要になります。 

たとえば、同じイベント(イベント 1)に対して 3つのイベント・サブスクリプション(S1、S2

および S3)がある場合、実行時にトリガー・イベントが発生すると、各サブスクリプション

に関連付けられたサービスをそれぞれ 3回(WS1、WS2およびWS3)起動できます。次

の図にシナリオを示します。 

 

• コールバック・パラメータが渡されない場合、BusinessEvent オブジェクトの

getResponseData()メソッドは、起動側イベントが呼び出された後、同じセッショ

ンで出力(応答)メッセージを返します。R2は R1を上書きし、R3は R2を上書きしま

す。その結果、R3 メッセージのみが返されます。 

• コールバック・パラメータが渡される場合、同じイベント・キーを持つ受入イベントに

は 3つの異なるインスタンスがあるため、応答と、該当するWebサービスの起動サ

ブスクリプションを対応付けることは困難です。 
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A  
Oracle E-Business Suite Integrated SOA 

Gatewayの診断テスト 

概要 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayをインストールするには、Oracle E-

Business Suite と Oracle SOA Suiteの両方で多数の手動設定タスクが必要です。問題を効

率的に特定するために、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayには、バックエ

ンド・スクリプトを介して実行してインストール・ステップの特定の原因や問題を確認できる

診断テスト・スイートが用意されています。 

この診断テスト・スイートには複数のテストが含まれ、その様々なテスト機能により、Oracle 

E-Business Suiteインスタンスと Oracle SOA Suiteインスタンスの両方をチェックできます。

たとえば、必要なソフトウェアとライブラリの正しいバージョンがインストールされているかどう

かを検証するテストや、必要なパッチが適用されているか、または問題が生成、配置、他の

設計時アクティビティなどの機能に関連するものであるかどうかをチェックするテストがあり

ます。 

テスト実行の終了時に、主に Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayのインス

トールに関する修正アクションを含むレポートが生成されます。 

診断テストとテスト・スイートの実行方法について理解を深めるために、この章には次のト

ピックが含まれています。 

• バックエンド・スクリプト$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xmlの使用に

ついて、ページ A-1 

• 診断テストの実行、ページ A-2 

バックエンド・スクリプト

$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xmlの使用について 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayは Antスクリプト

$JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml を使用して、バッ

クエンド処理を通じて診断テストを実行します。 
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注意: $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml は

多目的スクリプトであることに注意してください。サービスの生成、再生成、配置、

配置解除、有効化、リタイア、再設定などの設計時アクティビティの実行や、コマン

ドラインからのサービスのアップグレードまたは postcloneにも使用できます。 

スクリプトを使用して設計時アクティビティを実行する方法の詳細は、「Antスクリプ

トを使用した SOAPサービス・ライフ・サイクル・アクティビティの管理」(ページ 3-

32)および「Antスクリプトを使用した RESTサービス・ライフ・サイクル・アクティビ

ティの管理」(ページ 3-65)を参照してください。 

診断テストの実行 

バックエンド・スクリプト isgDesigner.xml を使用して、次の構文で Oracle E-Business 

Suiteと Oracle SOA Suiteの両方で完全な診断テストを実行します。 

ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

DiagnoseISGSetup 

または、異なるターゲットを提供する同じスクリプトを使用して、様々な目的で構成チェック

を実行します。たとえば、テストを使用して、Oracle E-Business Suite側または Oracle SOA 

Suite側のみをチェックしたり、すべてのタイプのインタフェースについて Oracle E-Business 

Suite Integrated SOA Gatewayの設計時操作をテストします。 

次のコマンドを使用して、必要に応じて診断テストを実行します。 

• ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

DiagnoseAGENTSetup 

このコマンドは Oracle E-Business Suite側で構成チェックを実行します。 

• ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

DiagnoseAPPSetup 

このコマンドは Oracle SOA Suite側で構成チェックを実行します。 

• ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

DiagnoseISGSetup 

このコマンドは Oracle E-Business Suiteと Oracle SOA Suiteの両方で完全な診断テスト

を実行します。 

• ant -f $JAVA_TOP/oracle/apps/fnd/isg/ant/isgDesigner.xml 

DiagnoseISGFunctionality 

このコマンドは Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayのすべてのタイプのイ

ンタフェースについてすべての設計時操作を実行します。 

各テストの実行後、結果としてレポート DiagnosticsReport.xmlが生成されます。テストが失

敗した場合、生成されたレポートにはテスト名、ステータスおよびメッセージが含まれます。 
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メッセージには、発生したエラーのタイプとエラーの内容および対応するアクション(使用可

能な場合)が示されます。 
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B  
同期および非同期Webサービスのサポート 

同期および非同期Webサービスのサポート 

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayは、SOAPベースのサービスの同期と非

同期の両方のサービス処理および実行をサポートしています。 

RESTサービスとして公開されるインタフェースは、同期相互作用パターンのみがサポート

されるものを生成できます。このリリースでは、RESTサービスの非同期パターンはサポート

されていません。 

• 同期Webサービス 

このタイプのサービス実行は、問合せへの即時応答を提供します。この場合、クライア

ントはサーバーが応答メッセージを返すまで待機します。同期サービスを使用する利点

は、クライアント・アプリケーションが非常に短時間でWebサービス操作のステータスを

認識することです。 

 

Webサービス・クライアントが Oracle E-Business Suiteサービスに同期 SOAP要求を送

信すると、プロセスの完了後すぐに SOAP応答がクライアントに返されます。 
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• 非同期Webサービス(SOAP Webサービスのみ) 

このタイプのサービス実行は、要求を処理するためにかなり時間がかかる場合がありま

す。ただし、Oracle E-Business Suite Webサービスを起動したクライアントは、応答を待

機するのではなく、その間に他の処理を続けることができます。 

非同期操作は、サービスがクライアント要求の処理に長時間かかる場合がある、ロー

ン・プロセッサなどの環境で非常に役立ちます。 

このリリースでは、非同期操作パターンは SOAPベースのWebサービスに対してのみ

サポートされています。 

確認なしのコールバック 

コールバック・パターンは、非同期サービスの非常に重要な通信方法です。サービス・

プロバイダに対して要求が行われ、準備が整ったときに要求者に応答が返されます。こ

のパターンを確認とともに使用して、要求者が送信した要求の受信を認識できます。こ

のリリースでは、確認なしのコールバック・パターンのみがサポートされています。 

確認なしのコールバック・パターンでは、Webサービスが非同期で、配置時にクライア

ントの連絡先情報が不明な場合、SOAPコールバック・ヘッダーが必要になります。

コールバック・ヘッダーを使用すると、クライアントはサービスの要求でクライアントに連

絡する方法(ReplyTo アドレス)を指定できます。このため、クライアントはリスナーまた

は受信サービスを公開する必要があります。つまり、WSDLの構造により、クライアント

が応答を受信する方法が決定されます。 

Webサービス・クライアントは、非同期要求コールバック・パターンの SOAヘッダーで

WSアドレスを使用して、MessageID および適切なコールバック・エンドポイント・アド

レス(ReplyTo および FaultTo)を提供する必要があります。 
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Webサービス・クライアントが Oracle E-Business Suiteサービスに SOAP要求を送信す

ると、サービス実行の完了時に、SOAP応答(サービス応答ペイロード)がクライアントの

ReplyToアドレスに送信されます。このパターンはコールバック用のファイア・アンド・

フォーゲットのメッセージ交換パターンであるため、クライアントからの確認を期待しませ

ん。 

SOAPサービスは、指定された相互作用パターンに応じて、ビジネス・ニーズを満たすため

に、同期または非同期、あるいはその両方で生成できます。RESTサービスは、同期操作

でのみ生成できます。 

SOAPサービスが生成され、Oracle SOA Suite WebLogic管理対象サーバーに配置される

と、サービス・コンシューマまたはWebサービス・クライアントは、Oracle SOA Suiteを介し

て要求メッセージを送信できます。インバウンド要求のセキュリティ・チェック後、Oracle E-

Business Suite Webサービスを同期または非同期で起動できます。 

特定のインタフェースの相互作用パターンを指定する方法の詳細は、「SOAP Webサービ

スの生成」(ページ 3-4)を参照してください。 
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C  
エラー・メッセージ 

エラー・メッセージおよび解決 

次の表は、統合リポジトリ・ユーザー・インタフェースを使用した設計時アクティビティ中、お

よびサービス・プロバイダからのサービス・ランタイム実行中に発生した場合のエラー・メッ

セージを示しています。 

エラー・コードおよび対応する解決も、可能な解決の表にリストされています。 

エラー・コード エラー・メッセージ 解決 HTTPステータス・コード 

FND_SOA_AUDIT_

REQUEST_ERROR 

監査要求でエラーが発

生しました。 

該当なし 該当なし 

FND_SOA_AUTHE

NTICATION_FAILU

RE 

ユーザー名またはパス

ワードが無効です。 

正しいユーザー名

とパスワードの組合

せを使用してくださ

い。 

401 

ISG_SERVICE_AUT

H_FAILURE 

ユーザーにはサービス

実行の権限がありませ

ん。 

ユーザーと職責の

組合せに機能を付

与してください。 

403 

ISG_DB_CONNECT

ION_ERROR 

データベース接続の作

成中にエラーが発生し

ました。 

該当なし 500 
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エラー・コード エラー・メッセージ 解決 HTTPステータス・コード 

ISG_DUPLICATE_R

ESPONSIBILITY 
要求に職責要素が複

数見つかりました。 

RESTHeaderに

は、職責要素を 1

つのみ含めること

ができます。

RESTHeaderに職

責要素を 1つのみ

含む要求を送信し

てください。 

500 

ISG_DUPLICATE_R

ESPAPPLICATION 
要求に職責アプリケー

ション要素が複数見つ

かりました。 

RESTHeaderに

は、職責アプリケー

ション要素を 1つ

のみ含めることがで

きます。

RESTHeaderに職

責アプリケーション

要素を 1つのみ含

む要求を送信して

ください。 

500 

ISG_DUPLICATE_N

LSLANGUAGE 
要求に NLS言語要素

が複数見つかりました。 

RESTHeaderに

は、NLS言語要素

を 1つのみ含める

ことができます。

RESTHeaderに

NLS言語要素を 1

つのみ含む要求を

送信してください。 

500 

ISG_DUPLICATE_L

ANGUAGE 
要求に言語要素が複

数見つかりました。 

RESTHeaderに

は、言語要素を 1

つのみ含めること

ができます。

RESTHeaderに言

語要素を 1つのみ

含む要求を送信し

てください。 

500 

ISG_DUPLICATE_O

RG_ID 
要求に組織 ID要素が

複数見つかりました。 

RESTHeaderに

は、組織 ID要素を

1つのみ含めること

ができます。 

RESTHeaderに組

織 ID要素を 1つ

のみ含む要求を送

信してください。 

500 
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エラー・コード エラー・メッセージ 解決 HTTPステータス・コード 

ISG_DUPLICATE_S

EC_GROUP_KEY 
要求にセキュリティ・グ

ループ要素が複数見

つかりました。 

RESTHeaderに

は、セキュリティ・グ

ループ要素を 1つ

のみ含めることがで

きます。

RESTHeaderにセ

キュリティ・グルー

プ要素を 1つのみ

含む要求を送信し

てください。 

500 

FND_SOA_DUPLIC

ATE_MSGID 
サーバーはこの要求を

すでに受信していま

す。 

該当なし 該当なし 

ISG_FILE_ACCESS_

ERROR 
サーバー・ファイルシス

テムへのアクセス中に

エラーが発生しました。 

該当なし 該当なし 

HTTP_COMMUNIC

ATION_ERROR 
HTTP通信中にエラー

が発生しました 

該当なし 該当なし 

ISG_INVALID_STO

RAGE_LOC 
Webサービス・アーチ

ファクト保管場所が無

効であるか、 アクセス

不可能です 

プロパティ
TEMP_DIRECTO

RY_LOCATION

に適切な値を設定

してください 

500 

ISG_SOAP_INVALI

D_BODY 
本文がスキーマに一致

しません。 

該当なし 該当なし 

ISG_SOAP_INVALI

D_ENVELOPE 
SOAPエンベロープ/

要求を解析できませ

んでした。 

該当なし 該当なし 

ISG_SOAP_INVALI

D_HEADER 
要求のヘッダーが無効

または存在しません。 

該当なし 該当なし 

ISG_INVALID_IREP

_CLASS_ID 
IREPクラス IDがデー

タベースに存在しませ

ん。 

該当なし 該当なし 
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エラー・コード エラー・メッセージ 解決 HTTPステータス・コード 

ISG_INVALID_LAN

GUAGE_CODE 
NLS言語/言語が無効

です 

該当なし 403 

ISG_INVALID_ORG

_ID 
組織 IDが有効ではあ

りません。 

該当なし 403 

ISG_INVALID_RES

PONSIBILITY 
職責キーが有効ではあ

りません。 

該当なし 403 

ISG_INVALID_RES

P_SHORT_CODE 
職責短縮コードが無効

です 

該当なし 403 

ISG_INVALID_SEC

_GROUP 
セキュリティ・グループ・

キーが有効ではありま

せん。 

該当なし 403 

FND_SOA_INVALI

D_USERNAME 
ユーザー名が有効では

ありません。 

該当なし 401 

ISG_IREP_ACCESS

_ERROR 
統合リポジトリへのアク

セス中にエラーが発生

しました。 

該当なし 400 

ISG_DATA_TYPE_

CONVERSION_ERR

OR 

データを別の形式へ変

換中にエラーが発生し

ました 

データを別の形式

へ変換中にエラー

が発生しました。詳

細な診断は、管理

者に問い合せてく

ださい。 

400 

ISG_INVALID_FUN

CTION 
要求された操作が見つ

かりませんでした 

要求 URLで指定

された操作は、この

サービスの有効な

機能にマップされ

ていない可能性が

あります。このサー

ビスの操作を確認

してください。 

501 



 

 

エラー・メッセージ C-5 

 

エラー・コード エラー・メッセージ 解決 HTTPステータス・コード 

ISG_INVALID_URL

_PATTERN 
要求された URLパ

ターンが無効です 

要求された URL

パターンまたはパラ

メータは、特定のリ

ソースにマップでき

ません。URLパ

ターンまたは URL

問合せパラメータ

の有効性を確認し

てください。 

400 

ISG_LANGUAGE_N

OT_INSTALLED 
言語はインストールされ

ていません 

言語はインストール

されていません。 

500 

ISG_SERVICE_ACT

IVATE_ERROR 
Webサービスの有効化

中にエラーが発生しま

した 

サーバー・ログで詳

細を確認します。 

500 

ISG_SERVICE_DEP

LOY_ERROR 
Webサービスの配置中

にエラーが発生しまし

た 

サーバー・ログで詳

細を確認します。 

500 

ISG_SERVICE_EXE

CUTION_ERROR 
Webサービス要求の実

行中にエラーが発生し

ました 

サーバー・ログで詳

細を確認します。 

500 

ISG_SERVICE_GEN

ERATE_ERROR 
Webサービスの生成中

にエラーが発生しまし

た 

サーバー・ログで詳

細を確認します。 

500 

ISG_SERVICE_NOT

_DEPLOYED 
Webサービスが配置さ

れていません 

Webサービスを配

置してください。 

500 

ISG_SERVICE_PRO

CESSING_ERROR 
Webサービス要求の処

理中にエラーが発生し

ました 

サーバー・ログで詳

細を確認します。 

500 

ISG_SERVICE_RES

ET_ERROR 
Webサービスのリセット

中にエラーが発生しま

した 

サーバー・ログで詳

細を確認します。 

500 
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エラー・コード エラー・メッセージ 解決 HTTPステータス・コード 

ISG_SERVICE_RETI

RE_ERROR 
Webサービスのリタイア

中にエラーが発生しま

した 

サーバー・ログで詳

細を確認します。 

500 

ISG_SERVICE_UND

EPLOY_ERROR 
Webサービスの配置解

除中にエラーが発生し

ました 

サーバー・ログで詳

細を確認します。 

500 

ISG_STREAM_CON

VERSION_ERROR 
データをストリームへ変

換中にエラーが発生し

ました 

データをストリーム

へ変換中にエラー

が発生しました。詳

細な診断は、管理

者に問い合せてく

ださい。 

400 

ISG_SYSTEM_ERR

OR 
要求の処理中にシステ

ム・エラーが発生しまし

た 

サーバー・ログで詳

細を確認します。 

500 

ISG_UNKNOWN_S

ERVICE 
要求されたWebサービ

スが存在しません 

要求されたWeb

サービスまたは

Web リソースは存

在しないか、配置

解除されていま

す。配置してくださ

い。 

404 

ISG_UNSUPPORTE

D_IFACE_TYPE 
インタフェース・タイプ

は無効であるか、 現在

サポートされていませ

ん 

インタフェース・タイ

プを確認してくださ

い。 

404 

ISG_UNSUPPORTE

D_MEDIA_TYPE 
コンテンツ・タイプはサ

ポートされていません 

サポートされている

コンテンツ・タイプ

を使用してくださ

い。サポートされて

いるコンテンツ・タ

イプの詳細は、製

品ドキュメントを参

照してください。 

415 

ISG_UNSUPPORTE

D_REST_VERB 
システムは HTTP動詞

をサポートしていません 

製品ドキュメントに

従って、HTTP動

詞がサポートされて

いることを確認して

ください。サービス

の説明には、サ

ポートされている動

詞もリストされてい

ます。 

400 
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エラー・コード エラー・メッセージ 解決 HTTPステータス・コード 

ISG_USER_RESP_M

ISMATCH 
職責はユーザーに割り

当てられていません 

ユーザーに職責を

割り当ててくださ

い。 

該当なし 

ISG_WSDL_ACCES

S_ERROR 
WSDLファイルへのア

クセス中にエラーが発

生しました 

サーバー・ログで詳

細を確認します。 

該当なし 

ISG_WSDL_PARSE

_ERROR 
WSDLファイルの解析

中にエラーが発生しま

した 

サーバー・ログで詳

細を確認します。 

該当なし 

FND_SOA_SERVIC

E_IN_PROGRESS 
もう 1つの生成要求が

すでに進行中です。 

該当なし 500 

SQL_EXEC_ERROR SQLの実行中にエラー

が発生しました 

該当なし 該当なし 

FND_XML_PARSE_

ERROR 
XML解析中にエラー

が発生しました 

該当なし 該当なし 

ISG_MULTIPLE_RE

SP_RECS_FOUND 
複数のレコードが、 職

責キーまたは職責名に

関連付けられていること

が検出されました。 

適切な職責アプリ

ケーション短縮名も

渡してください。 

該当なし 

ISG_INVALID_USE

R_SECGRP 
そのユーザーは、 セ

キュリティ・グループに

関連付けられていませ

ん。 

ユーザーに関連付

けられているセキュ

リティ・グループを

渡してください。 

該当なし 

ISG_REQUEST_PA

RSE_ERROR 
要求が正常に解析され

ませんでした 

これは、ペイロード

の不正な構成また

は誤った Content-

Typeヘッダーが原

因である可能性が

あります。HTTP要

求の Content-Type

ヘッダーと一致す

るペイロードの整形

式を確認して、再

試行してください。 

400 
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注意: 例外またはエラー・ケースで、アプリケーション・モジュール・サービスが

ISG_SERVICE_CUSTOM_ERRORの後に ERROR_SUB_CODEを続けて返す

場合があります。これにはビジネス機能固有のエラー・メッセージと解決があること

があります。そのような場合、HTTP 500ステータス・コードが返されます。 

また、アプリケーション・モジュール・サービスでは、インタフェースがビジネス機能

固有の解決を返さず、「FND: 診断」プロファイル・オプションが有効な場合、エ

ラー・スタック・トレースが解決として返されます。 
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用語集 

エージェント 

システム内通信の指定地点。 

エージェント・リスナー 

インバウンド・エージェントに対するイベント・メッセージを処理するサービス・コンポーネント

のタイプ。 

非同期操作 

結果を即時に取得する同期サービス実行と異なり、非同期操作では要求の処理に非常に

長い時間が必要になる場合があります。 

ただし、Oracle E-Business Suite Webサービスを起動したクライアントは、応答を待機する

のではなく、その間に他の処理を続けることができます。 

BPEL 

ビジネス・プロセス実行言語(BPEL)では、実行可能で抽象的なビジネス・プロセスの指定

のための言語が提供されます。このことによって、サービス相互作用モデルが拡張され、ビ

ジネス・トランザクションのサポートが可能になります。BPELでは、企業内と企業間の両方

の領域で自動化されたプロセス統合の拡張を促進する、相互運用可能な統合モデルが定

義されます。 

ビジネス・イベント 

「イベント」を参照してください。 

コールバック・パターン 

コールバック・パターンは、非同期サービスにおける重要な通信方法です。非同期コール

バックは、サービス・プロバイダに対して要求が行われ、準備が整ったときに応答(コール

バック)が要求者に返されることを意味します。このパターンを確認とともに使用して、要求

者が送信した要求の受信を認識できます。 

コンカレント・マネージャ 

要求のキューイングおよびコンカレント・プログラムの操作を管理する Oracle E-Business 

Suiteのコンポーネント。 

  



 

用語集-2 

コンカレント・プログラム 

コンカレント・プログラムは、特定のタスク(仕訳の転記、レポートの生成など)を実行する実

行ファイルです。 

イベント 

インターネットまたはイントラネット・アプリケーションやプログラム内における、システム内の

他のオブジェクトや外部エージェントに影響を及ぼす可能性がある事象。 

イベント・アクティビティ 

ワークフロー・プロセスに含めることができるようにアクティビティとしてモデル化されたビジ

ネス・イベント。 

イベント・データ 

イベントを説明する一連の追加詳細。イベント・データは XML文書として構造化できま

す。イベント名、イベント・キーおよびイベント・データの組み合せにより、イベントで発生し

たことが詳細に伝達されます。 

イベント・キー 

イベントのインスタンスを一意に識別する文字列。イベント名、イベント・キーおよびイベン

ト・データの組み合せにより、イベントで発生したことが詳細に伝達されます。 

イベント・メッセージ 

ビジネス・イベントを通信するための標準的なワークフロー構造。データ型 WF_EVENT_T

によって定義されます。イベント・メッセージには、イベント・データおよび複数のヘッダー・

プロパティ(イベント名、イベント・キー、アドレッシング属性、エラー情報など)が含まれてい

ます。 

イベント・サブスクリプション 

特定のイベントがシステムに対して重要であることを示し、トリガー・イベントが発生したとき

に実行する処理を指定する登録。サブスクリプション処理には、カスタム・コードのコール、

ワークフロー・プロセスへのイベント・メッセージの送信またはエージェントへのイベント・メッ

セージの送信を含めることができます。 

ファンクション 

ビジネス・ルールの定義、アプリケーション内での自動タスクの実行またはアプリケーション

情報の取得が可能な PL/SQLストアド・プロシージャ。ストアド・プロシージャは、標準的な

引数を受け入れて完了結果を返します。 

統合リポジトリ 

Oracle Integration Repositoryは、Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayの重要

なコンポーネントまたはユーザー・インタフェースです。この集中管理されたリポジトリには、

ネイティブのパッケージ化された統合インタフェース定義およびコンポジット・サービスが格

納されます。  
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統合リポジトリ・パーサー 

アノテーションの標準に対して注釈付けされたカスタム・インタフェース定義を検証して統

合リポジトリ・ローダー・ファイル(iLDT)を生成するために、統合管理者によって使用される

スタンドアロンの設計時ツールです。この生成された iLDTファイルは、カスタム・インタ

フェースをすべてのユーザーに公開できる統合リポジトリにアップロードできます。 

インタフェース・タイプ 

統合インタフェースは、異なるインタフェース・タイプにグループ化されます。 

JSON 

JSON (JavaScript Object Notation)は、人間が判読可能なデータ交換用に設計されたテキ

ストベースのオープン標準です。JSON形式は、多くの場合、RESTサービスで、サーバー

とWebアプリケーションの間で構造化データを伝送するために使用され、XMLの代替方

法となるのものです。 

疎結合 

疎結合は、なんらかの交換関係を持つ 2つ以上のシステムまたは組織間の、リジリエンス

のある関係を示します。取引のそれぞれの側は要件を明確にし、相手側に関する想定を

ほぼなくします。 

参照コード 

参照タイプで定義された値の内部名。 

参照タイプ 

事前定義された値リスト。参照タイプのそれぞれの値には、内部名と表示名があります。 

メッセージ 

通知アクティビティによって送信される情報。メッセージを通知アクティビティに関連付ける

には、まず定義することが必要です。メッセージには、件名、優先度、本文、および場合に

よっては 1つ以上のメッセージ属性が含まれています。 

メッセージ属性 

通知内でメッセージを送信するとき、情報を提供するか、応答を要求するプロンプトを表示

するために、特定のメッセージに対して定義する変数。事前定義項目タイプ属性をメッ

セージ属性として使用できます。送信ソースとして定義されると、メッセージが送信されると

き、メッセージ属性はランタイム値に置き換えられます。応答ソースとして定義されると、メッ

セージが送信されるとき、メッセージ属性によってユーザーに応答を要求するプロンプトが

表示されます。 

通知 

ユーザーに配信されるメッセージのインスタンス。  
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通知ワークリスト 

ワークフロー通知の問合せや応答のためにアクセスできる Webページ。 

操作 

サービスによってサポートされる処理の抽象的な説明。 

ポート 

ポートは、バインディング用の単一のアドレスを指定することで個別のエンドポイントを定義

します。 

ポート・タイプ 

ポート・タイプは、関連する抽象操作および抽象メッセージの名前付きセットです。 

プロセス 

ビジネス目標を達成するために実行する必要がある一連のアクティビティ。 

REST 

Representational State Transfer (REST)は、Webサービスをリソースとみなし、URLで一意

に識別できるとするアーキテクチャ原則です。RESTサービスの重要な特性は、様々な操

作の起動を示す HTTP メソッド(GET、POST、PUTおよび DELETE)の明示的な使用で

す。 

SAML トークン(Sender-Vouches) 

このタイプのセキュリティ・モデルでは、Security Assertion Markup Language (SAML)ア

サーションによってのみユーザー名を送信することで、Webサービスを認証します。 

SAMLは、セキュリティ・ドメイン間、つまりアイデンティティ・プロバイダとサービス・プロバイ

ダとの間で認証データおよび認可データを交換するための XMLベースの標準です。

SAML トークンは、sender-vouches方式を使用して、SOAP メッセージと SOAP メッセージ

に追加された SAMLアサーションの間で通信を確立します。 

「ユーザー名トークン」を参照してください。 

Service 

サービスは、関連するエンドポイントのコレクションです。 

サービス・コンポーネント 

一般サービス・コンポーネント・フレームワークで管理できるように、この標準に従って定義

された Javaプログラムのインスタンス。 

サービス・モニター 

これは Oracle E-Business Suiteのモニタリングと監査のツールとなり、これを使用して、

Oracle E-Business Suite Integrated SOA Gatewayによって提供されるWebサービスのラン

タイム・メッセージを表示できます。  
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以前のリリースでは SOAモニターと呼ばれています。 

SOA 

サービス指向アーキテクチャ(SOA)は、相互作用するソフトウェア・コンポーネント間の疎結

合を実現し、異種 ITエコシステムでのシームレスで標準に基づいた統合を可能にする

アーキテクチャです。 

SOAP 

Simple Object Access Protocol (SOAP)は、非集中的な分散環境での構造化された情報の

交換を目的とした軽量プロトコルです。基礎となる様々なプロトコルで交換できるメッセージ

構造を提供する拡張可能なメッセージング・フレームワークを定義するために、XMLテクノ

ロジが使用されます。 

サブスクリプション 

「イベント・サブスクリプション」を参照してください。 

同期操作 

同期操作では、問合せに対する即時の応答が提供されます。この状況では、サーバーに

要求が送信された時点からクライアント接続が開いたままになります。クライアントは、サー

バーが応答メッセージを返すまで待機します。 

ユーザー名トークン 

ユーザー名とパスワードに基づいて実行時に SOAP要求を認証するセキュリティ・モデル

のタイプ。 

「SAML トークン(Sender-Vouches)」を参照してください。 

WADL 

Web Application Description Language (WADL)は、HTTPベースのWebアプリケーション

を、マシンが処理可能な記述で提供するために設計されています。サービスによって提供

されるリソースおよびリソース間の関係がモデル化されます。 

Webサービス 

Webサービスは、ネットワークでの相互運用可能なマシン間相互作用をサポートするため

に設計されたソフトウェア・システムです。WSDLで記述されたインタフェースを備えていま

す。他のシステムは、SOAP メッセージを使用した記述で規定された方法でWebサービス

とやり取りします。SOAP メッセージは、通常、他のWeb関連の標準と組み合せて XMLシ

リアライズで HTTPを使用して伝達されます。 

ワークフロー・エンジン 

ワークフロー・プロセス定義を実装する Oracle Workflowコンポーネント。ワークフロー・エ

ンジンは、項目のすべてのアクティビティの状態を管理し、機能を自動的に実行して通知

を送信し、完了したアクティビティの履歴を保持し、エラー状態を検出してエラー・プロセス

を開始します。ワークフロー・エンジンはサーバーPL/SQLに実装され、エンジン APIが

コールされたときにアクティブ化されます。 
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WSDL 

Web Services Description Language (WSDL)は、ドキュメント指向またはプロシージャ指向

の情報を含むメッセージを処理する一連のエンドポイントとしてネットワーク・サービスを記

述するための XML形式です。操作とメッセージは抽象的に記述され、具体的なネットワー

ク・プロトコルとメッセージ形式にバインドされてエンドポイントを定義します。 

WSアドレス 

WSアドレスは、SOAP メッセージ自体の内部で、メッセージの受信者(および送信者)のア

ドレスを記述する方法です。 

WSセキュリティ 

WSセキュリティは、HTTPSを使用したチャネルの保護の代替または拡張として、SOAPで

XML署名を使用してメッセージ交換を保護する方法を定義します。 

XML 

XML (Extensible Markup Language)は、人間とマシンの両方が判読可能な形式でドキュメ

ントをエンコードするためのルール・セットを定義するマークアップ言語です。 
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